



























































地球の切りジヨー札カー




①彼女は最終兵器になりました。








鷹見一幸
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角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　季節は春。

　四月に入って一週間ほど過ぎた頃ころ。

　中学校の塀へいに沿って植えられているソメイヨシノの花びらは、もうほとんど散ってしまい、桜として自己主張しているのは、枝のところどころに緑の芽が見え始めている八や重え桜ざくらだけだ。

　楢なら山やま町の中心部から少し離はなれた上じよう所しよ地区にある、楢山町立上所中学校の校門から、授業を終えた生徒たちが一いつ斉せいに下校し始めていた。

「じゃあねー！」

「また明日！」

「ねえ、部活、どこに入るつもり？」

「んーと、まだ決めてないなあ……」

　放課後の部活動の見学を終えた新一年生たちが、口々にそんなことを言いながら校門を出て行く。

　上所中学校の全校生徒数は約三百人。日本の地方都市に行けばどこにでもあるような、片かた田舎いなかの中学校である。

　入学式が終わって一週間が過ぎたとはいえ、新一年生たちの制服姿は、どこかぎこちない。

　通学用の自転車はどれもピカピカの新車で、通学用の白いヘルメットも、二年生、三年生の年季の入ったヘルメットと違ちがって、まだ傷一つない。

　花の散った桜の下を通りかかった一人の女子生徒が、桜の木からパラパラと降り注ぐ、赤い小さな葉っぱのようなものに気がついて、それを右手で受けとめた。

　それは、星の形をしていた。

　手のひらに受けたその星を、じっと見つめている姿を見て、友達らしい女の子が声をかけた。

「どうしたの？　細さや香か……」

「星が降って来た……」

「え？」

　怪け訝げんな顔をして、その子の手のひらを覗のぞき込んだ友達が笑った。

「ああ、それって、桜の花びらが散っちゃったあとに残る、花のがく、って言われる部分だよ」

「へえ、桜って、星を降らせるんだね……」

　目を輝かがやかせて、桜の木を見上げた彼女の名前は『神じん通つう細香』。

　一週間前に上所中学校に入学した、ピカピカの一年生である。

「花みたいにきれいじゃないけどね。さあ、行くよ、細香！」

「あ、うん、待ってよ！」

　手のひらの星を、ぎゅっと握にぎった細香は、新品の自転車のペダルを、ぐん！　と踏ふんで友達の後を追った。

　校門から走りだした自転車の列は、交差点や路地を過ぎるたびに、少しずつ分かれて数を減らして行く。

　住宅街を抜ぬけると、そこは田んぼが広がる農村地帯である。

　まだ田起こしされていない水田の真ん中を真っすぐ突つっ切る農道を走っていると、その脇わきの線路を、楢山交通上所線の二両編成の小さな電車が、ガタン、ゴトン、という音を立てて追い抜いて行く。

　その電車の窓から手を振ふる小学生たちの顔を見上げて、細香は小さくため息をついた。

「ああ、小学校に戻もどりたいなあ。電車通学だったから楽だったよね……」

「中学生になったら、自転車通学って決まってるんだもの、仕方ないじゃない」

　並んで見送った友達の言葉を聞いて、細香は仕方ないか、という風に肩かたをすくめた。

「中学校の制服を着ると、なんか大人の仲間入りをしたような気分になれるのは間違いないよね」

「うん、中学校の先せん輩ぱいたちって、ホントに大人っぽいよね。私も、あんなふうに、大人っぽくなれるのかな？」

　細香は、今日、初めて顔を出した委員会のことを思い出していた。

　──三年の委員長さん、カッコよかったなあ。小学校の頃の私のこと、覚えてくれていたら嬉うれしいけど……。

　農道が二ふた股またに分かれるところで、友達が手を振った。

「じゃあ、また明日！」

「うん、またね！」

　友達に手を振り返して別れたあとで、細香は踏ふみ切きりを渡わたった。

　小さな用水沿いに走る細香の目の前に、真新しい、今風の一戸建ての住宅が立ち並ぶ住宅街が見えて来た。

　そこは、南みなみ台だいと呼ばれる新興住宅地だった。

　楢山町の都市計画が変へん更こうになったため、温泉街の裏手の田んぼを埋うめ立てて、こういった住宅地が作られるようになった。

　楢山交通上所線は、もともとはＪＲの楢山駅から上所温泉に向かう湯治客と、恵え方ほう観かん音のんに参拝する客を運ぶために敷ふ設せつされた鉄道で、地方私鉄につきものの赤字が進み、廃はい止しが噂うわさされていたが、ここ最近は沿線に住宅地が増え、楢山町の中心部に通勤する通勤客も増えたおかげで、なんとか廃止はまぬがれている。

　小さな用水を渡ると、農道は大通りに出た。

　水田を埋め立てて作られた新興住宅地が、楢山交通の上所温泉駅の裏手に新しく作られた大きな並木通りに沿って広がっている。

　細香の家は、その住宅地のはずれにあった。

　家々が立ち並ぶ住宅街の、二つ目の路地を曲がった……その時。

　細香の目の前に、いきなり二トントラックほどのサイズの銀色の物体が突っ込んできた。

　それは、円えん盤ばんだった。

　世間一いつ般ぱんにいうところの空飛ぶ円盤＝ＵＦＯ、と呼ばれているアレである。

「あ！」という声を上げる暇ひまも避さける暇もなかった。

　細香は自転車ごと、猛もうスピードで突っ込んできた円盤の正面に叩たたきつけられ、跳はね飛ばされた。

『がっしゃーん！』

　金属音と共に、ひしゃげた自転車と、そして細香の身体からだが宙を舞まった。

　アスファルトに叩きつけられた細香は、数回バウンドして、そのまま動かなくなった。

　銀色のＵＦＯはその場に急停止すると、なにかを迷うようにしばらく止まった後、ふわっと五メートルほど浮うかびあがり、全体から緑色の光線を発した。

　ＵＦＯ全体から広がった緑色の光が、路上に転がった自転車と手足を不自然に曲げた人形のような細香の身体を包み込んだ……と思った次の瞬しゆん間かん。

　ＵＦＯは、ふっとかき消すように姿を消した。

　衝しよう突とつ音を聞いた近くの家の人が、家の外に出て来たとき、そこには何も無かった。

　ひしゃげた自転車も、路上に投げ出された細香の身体も、粉々になった自転車のライトの破は片へんも何もかもがすべて、きれいさっぱり、まるで見えない雑ぞう巾きんでぬぐい去ったかのように消えていた。
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「この世の中に、宇宙人、未来人、異世界人、超ちよう能のう力りよく者しやなんか存在しない……存在してたまるか……」

　上所中学校の校舎の三階にある三年生の教室の窓からは、遠く、大おお場ば川がわ沿いの小高い丘おかの上にぽつんと白く、点のように見える楢山城の天守閣と、その下に広がる楢山町の街並みが見える。その風景を眺ながめていた最も上がみ健けん吾ごは、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔でつぶやいた。

　そのひとりごとを聞いていたのだろう、黒板の前に立っていた副委員長の名な取とりが、さらさらとした長ちよう髪はつの前まえ髪がみを左手の中指と人差し指で搔かきあげて、やれやれ、という風に肩かたをすくめてみせた。

「またその話ですか……隊長も頑がん固こですね」

「隊長じゃない！」

「じゃあ、委員会ができてから十五年目の委員長だから、ナンバー十フイフ五テイーン……いや、ここはやはり、前に〇ゼロ〇ゼロをつけて、ゼロゼロ・フィフティーン！　とか？」

「番号で呼ぶなっ！　って言うか、なんだよ、そのゼロゼロってのは！」

「委員は各クラスから一人、一学年三クラスですから、委員は全部で九人。我ら九人の戦せん鬼きとなれば、頭にゼロゼロ、と付けるのは必定」

「何が必定だよ！　怒おこられるぞ、そんなことやったら！　ウチは委員会なんだから、委員長だろうが！　常識で考えて」

「……常識、ですか」

　名取は黒板消しを置くと、ふっ、と笑った。

　そんなポーズが似合う、中性的な、どちらかといえば女の子にみまがう優やさしげな顔立ちだ。

　──ホント、こいつ、見た目はどこぞの美少年モデルって顔だからなあ……。

　他ほかの中学校の女子生徒や、楢山高校の女子生徒がカメラを持って、校門のあたりで待ち構えていたことが今までに何度もあったっけ。

　そういえば、あの高校生のお姉さんたちは、楢山高校の文芸部だって言ってたけど……なんで文芸部がこいつの写真を撮とりに来たんだろう？

　健吾がそんなことを考えていると、名取が話しかけてきた。

「ねえ隊長……」

「だから隊長じゃねえッて、何度も言ってるだろうが！　僕の名前は最上健吾！　この上所中学校の三年生で、『防衛委員会』の委員長だ！」

「……そんな、かりそめの肩かた書がきや名前なんて、何の意味もありませんよ。常識とか、良識とかモラルなんてのは、その時代の風ふう俗ぞくでしかないんですから」

「言ってる意味がわからない。それより、モラルに意味がないとか言うな。防衛委員会の仕事ってのは、通学区の中で発生した犯罪や不ふ審しん者の情報を駐ちゆう在ざいさんから教えてもらって、それを全校生徒に広報することだ。僕たちの存在理由を否定するんじゃない！」

　名取が形の良い指を唇くちびるにあてて甘く微笑ほほえむ。

「いくら隊長……いえ、委員長が否定しても。生徒諸君、特に、この春に入学してきた新一年生は、我らが防衛委員会を、この世界と隣りん接せつした異世界に存在する凶きよう悪あくな怪かい獣じゆうや、宇宙人や、悪の組織から、この世界を守るために、生徒の中にいる超能力者を集め、結成された組織だと信じていますよ？」

「それはお前のせいだーっ！」

　健吾は目の前にある机を、左手でばん！　と叩たたいた後で右手を上げ、手首に巻いた包帯を見せた。

「お前が、昨日の新入生オリエンテーションのとき、防衛委員会の紹しよう介かいで言ったセリフ、もう一度言ってみろ！」

「ああ、あの……『こちらにおられる委員長の最上健吾さんは、歴代委員長の中で最強の超能力者です！　あの右みぎ腕うでが放つ漆しつ黒こくの衝しよう撃げき波はは、あらゆる敵を一いち撃げきで時空の彼方かなたへと吹ふき飛ばします。その恐おそるべき力ゆえ、日常生活では白き封ふう印いんが施ほどこされています！』ですか？」
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「覚えてんじゃねえよ！　なんで覚えてんだよ、それも一言一句きっちりと！　あんなタワゴト忘れちまえ！　いいか？　この右手はな、三日前に転んだ時に手をついて捻ねん挫ざしただけだ！　おかげで講堂は大だい爆ばく笑しよう、学校中でウワサになって、今日も朝からみんなにからかわれまくりだったんだぞ！」

　名取は悪びれた様子も無く、しれっと答えた。

「あれをジョークと取られるのは心外ですねえ……」

「あれだけウケてジョークでなきゃ、なんだ！」

「願望です。ボクたちふたりの……」

「知らん！　お前なんか知らん！　お前の妄もう想そうに僕を巻き込むな！」

　名取はまたしても、ふっと笑うと、健吾に向かって人差し指を立てて、それを小さく左右に振ふりながら答えた。

「違ちがいます、そういうときは、『僕の現実を侵しん食しよくするなっ！』って答えないと……」

「死んでも言わないから安心しろ」

「つれないなあ、隊長は」

「いいか、この世の中には、宇宙人も超能力者も存在しないし、それに僕は隊長じゃない。

　覚えておけ！」

　今年度の防衛委員会第一回会合の議事録を開いて、伝達事じ項こうを書いていた名取が、何かを思い出すように視線を宙に向けて言った。

「いや、存在しないって言い切るのは早計ですよ。宇宙人も怪獣も超ちよう能のう力りよく者しやも、存在は確かく認にんされていない。けど、それは不在の証明を意味するわけじゃない。否定したいから否定するという方が、よっぽど非科学的だ。これ、誰だれの言葉だと思います？」

　健吾は窓を背にしたまま、名取に指をつきつけた。

「……知らん！　思いだしたく……いや、考えたく無い！　何かがいるって主張したいなら、それを主張する側が証明責任を負うことになっている！　『いない証しよう拠こがないから、いるかも知れない』ってのは、悪あく魔まの証明って言うんだ！　覚えてろ！」

　議事録の上でボールペンを走らせていた名取が口元を押さえてくすくすと笑った。

　笑い方のせいで、ますます中性的に見える。

「残念ながら、ボクじゃ先せん輩ぱいに反論できません。だってボクの知識は全部、先輩から継けい承しようしたものですから」

「継承してねえ。っていうか、僕はそんな知識をお前に渡わたした覚えは無い！」

「そうですね。ボクは一時的に預かってるだけです……」

　名取はそう言うと、思わせぶりな視線で健吾を見て言葉を続けた。

「そう……いつか、本当の持ち主に返す時のために、ね……くっくっく」

　健吾は、何かを言い返しそうになったが、その言葉を飲み込んで、視線を逸そらした。

「……まあいいや。なんだかんだ言っても、お前のおかげで、今年の一年生の委員には結構積極的な人が集まったからな……まあ、中には、下を向いたまま一言も言わなかった子もいたけど……」

　名取は、小さくうなずいた。

「一年Ｂ組の神通さんですね。彼女は確かに無口で、引っ込み思案のようですね。でも……ボクの第セブン七・セン感シズがささやくんです。彼女にはどこか危険なところがあります。あるいは彼女は……ボクの敵になる存在かも……」

　名取は形の良い眉まゆをひそめ、ボールペンの先で議事録に記された『神通細香』の文字をとんとん、とつついた。

「なんだよ、その『ボクの敵』って」

　名取が『ボクたちの敵』と言わなかったことに健吾は、ほっとした。

「彼女の、先輩を見る目ですよ。あの目をボクは知っています。ボクと同じ目でした。敵、あるいはライバルとなりうる目です」

「意味が分からん！　何か目に問題でもあるのか？」

「ボクの目は、光速で走る光子を捉とらえて像を結びます。その目が教えてくれるのですよ。彼女はこの世界を覆おおっている、常識という名のかりそめの真実に騙だまされない、真実を見み抜ぬく目を持つ存在……その能力がボクたちの前に立ちはだかる時が来るかもしれません」

　健吾はため息をついた。

「なんだそりゃ……っていうか、光子が光速で走るのも、目が光を捉えて網もう膜まくに像を投とう影えいするのも、当たり前のことだろうが！」

　いくら言っても聞く耳を持たない名取に愛あい想そを尽つかした健吾は、くるりと振り返って、教室の窓に両手をついて、窓の前に広がる景色を眺ながめた。

　中学校の前を通る県道沿いに山の方に向かった谷あいに、ごちゃごちゃと小さな鉄筋コンクリートの建物や、庭木に埋うもれた日本風の大きな屋根を持つ建物の群れが固まっているのが見える。

　そこは上所温泉という、古い歴史を持つ温泉街だった。

　コンクリートの建物は温泉ホテル、日本風の建物は旅館である。

　この上所中学校の周りや温泉街の裏手には、いくつも新しい家や建物が建ち、街並みも光景も変わったが、あの谷あいの温泉街の一角だけは変わらない。

　上所温泉には、町営の温泉公衆浴場が三つあり、どれも町民ならば割引料金で利用できるので、健吾も週に一度くらい、家族と一いつ緒しよに温泉に通っているのだが、いつ行ってもあの温泉街は同じ光景だった。

　激動する世界情勢や経済情勢から隔かく離りされた、昨日と同じ今日、今日と同じ明日がいつまでも続くような、そんなのんびりとした時間が流れている。

　平へい穏おんで、事件らしい事件は何も起きない田舎いなか町。それが、この上所地区だった。

　健吾が上所中学校に通い始め、防衛委員になったこの二年間。

　下校途と中ちゆうの女子中学生に声をかけたり、露ろ出しゆつする変質者とか、そういった人間が出しゆつ没ぼつする、という情報は、楢山町の市街地での発生はあっても、この上所地区では皆かい無むだった。

　おおよそ、事件と呼ばれるものは無い。

　新聞を賑にぎわしたり、テレビのワイドショーが取材に来るような大きな事件どころか、ごく普ふ通つうの窃せつ盗とう事件ですらめったにないのだ。

　この二年間、楢山町上所地区で起きた事件といえば、上所温泉駅の駅前にある足湯に浸つかっていた観光客の手荷物が置き引きにあったとか、田んぼの真ん中に置かれた自じ動どう販はん売ばい機きが荒あらされたとか、そういった小さな窃盗事件くらいなもので、どちちもすぐに駐ちゆう在ざいさんに捕つかまってしまった。

　平和で、のんびりとした温泉町。

　そう言ってしまえばそれだけのことなのだろうが、この町で生まれ育った健吾には、この平和な空間に違い和わ感かんがあった。

　言葉で言い表せるものではない。名取の言葉を借りるなら……借りたくなんかないが、あえて借りるなら、第七感とやらが感じるのだ。

　車や鉄道が通ってるから、日本のどんな田舎町にだって犯罪者はやってくる可能性がある。

　こんな田舎町でも、新聞やテレビ、ネットを通して日本や世界のニュースが入ってくる。日本のどこかでは今も事件が起き、世界のどこかでは今も紛ふん争そうが起きている。

　そんな世界の動きと、この町の空気には妙みようなズレが感じられるのだ。

　健吾が小学校の頃ころにオカルトやファンタジー、ＳＦなどにはまって、そういった本を学校の図書室で借りまくったのは、その違和感の正体を知りたいと思ったからだ。

　名取と知り合ったきっかけも小学校の図書室だった。

　自分と同じような本を読んで、同じような疑問を持ち、同じようなことを言い合っているうちに、同じような人間に育ってしまったのかもしれない。

　──僕は目が覚めたけど、名取はまだ夢の中に生きている。

「なあ、名取。お前もそろそろ夢から覚めて、現実を直視することを覚えた方がいいぞ……」

　ふと声に出したその言葉に、名取の反応はなかった。

　いつもなら眉を逆立てて反論してくる名取が、何も言わない。

　健吾は振ふり返った。

「──名取？」

　そう呼びかけたとき、健吾は名取の様子がおかしいことに気がついた。

　目の前の席に座って、議事録を書いている名取の手が、ボールペンを持ったまま、全く動いていない。

　まるで、時間が止まったかのように……。

「おい！　名取！」

　そう声をかけたそのとき、ぼう、と健吾の視界が緑色に染まった。

　次の瞬しゆん間かん。教室の床ゆかが、落とし穴のように、すっと下に抜ぬけ、エレベーターが下に下がっていくときと同じような浮ふ遊ゆう感かんが健吾を襲おそった。

「おわッ！」

　思わず足元を見た健吾は気がついた。

　──教室が下がったんじゃない……僕が浮ういている!?

「た、助けて！」

　大声を出そうと思ったが、喉のどがかすれて大きな声が出ない。

　それでも、なんとか絞しぼり出した声は届いているはずなのに、名取は全く気付いていない。

　──声が届かない？　いや、違ちがう……。

　──止まっているんだ！

　思わず伸のばした手が、磁石のＮ極同士を近づけたときのような、目に見えない反発力で押し返される。

　健吾は、そのまま窓から吸い出されるような形で、校舎の外に引っ張り出された。

　足元には何もない。ただ、緑色の光が身体からだにまとわりついているだけで、そのまま校舎の三階の高さに浮いている。

　足元のさらに下には中庭の芝生しばふと植木が見える。

　この高さから落ちたら、間ま違ちがいなく大けがをするだろう、いや、大けがでは済まない、頭から落ちれば死ぬ。

「うわ、わ！」

　思わず空中でバタバタさせた健吾の足が、何か厚手のビニールを踏ふんだような感かん触しよくで押し戻もどされた。

　その感触はさっき手を伸ばした時の感触によく似ていた。

　足がかりになりそうな感触が足の裏から伝わって来たとたん、すうっと恐パニ怖ツクが収まった。

　ゆっくりと手と足を突つっ張ってみる。

　すると、伸びきる少し手前で、ぶよんとした感触で押し戻された。

　──なんだこりゃ？　厚いビニール風船に包まれているみたいな感触だな。

　気がつくと、真下に見えていた中庭が小さくなっている。

　さっきまで見えなかったグラウンドと、校舎の屋上が見えた。

　──高度が上がっている!?

　はっと上を見上げた健吾は目を見開いたまま絶句した。

　そこに、銀色の円えん盤ばんが浮かんでいた。

　健吾を取り巻く緑色の光線は、その円盤の底から、健吾に向かって投射されていたのだ。

　──マジかよ！

　健吾は驚おどろいた。これに驚かないとしたら、そっちの方に驚く。

　だが、次に健吾の口から出た言葉は……。

「うわ、ダッセー」

　というものだった。それもそのはず、今、まさに健吾を拉ら致ちしようとしている円盤は、実にダサい代しろ物ものだった。

　なんと言えばいいのだろうか、通行人百人に「ＵＦＯと聞いて、どんな形を思い浮かべますか？」と聞けば、百人が全員「こんな形」と答えるような、いわゆるアダムスキー型円盤──一九五〇年代にジョージ・アダムスキーという人物が遭そう遇ぐうしたと主張した円盤──を少しアレンジしたような実に通つう俗ぞく的な円盤だった。古ふる臭くさい、手あかのつきまくった、ありふれた、どこにでも転がっていそうなデザインの円盤なのだ。

　その既き視し感かんありまくりなデザインの円盤を見た健吾の意識の中に最初に浮かんだ考えが、

『もしかして、これって、テレビのどっきりカメラとか、そういうのじゃないの？』

　というものだったのも無理はない。

　それほどまでに、その円盤のデザインはひどかった。

　──僕の周りにあるのは、きっと厚手のビニールだ、そうに違いない！

　健吾は両手で、そこにあるであろうビニールをつかもうとした。だが、反発力が伝わってくるだけで、そこに実体は無かった。つかもうにも両手の指先は空気をつかむだけだ。

　──ビニールが無い……ということは、どういうことなんだ？　こんな風に人間を空中に浮かばせて運ぶなんてことが、今のテクノロジーで出来るわけがない！

　じゃあ……この円盤は本物だって言うのか？

　もう一度円盤を見上げた健吾の目が、さらに妙みようなものを見つけた。

　それは、一本の黒い線だった。

　銀色のダサい円盤のてっぺんから、上空にむかって細い、黒い線のようなものが延びている。

　それはまるで、円盤を吊つっているピアノ線のように見えた。

　──なんだって、あんなものがついているんだ？　糸で吊った円盤なんて、いまどき自主製作の映像作品にだって登場しないぞ！

　本物のＵＦＯなら、どこか神秘的な、超ちよう常じよう現象っぽいオーラをまとっているはずだ！　なのに、なぜこんな、昭和の匂においがするんだ！

　すると健吾の目の前で、円盤の底に、すっと丸い穴が開いた。

　──もしかして、あそこに吸い込まれるのか？　うわ、そんなワンパターンな演出、いまどきローカルのＣＭだって使わないぞ！

「ニ、ニセモノだ！　僕は信じないぞぉぉぉぉ！」

　その言葉を残して、緑色の光線に包まれた健吾の身体からだは、その丸い穴の中に吸い込まれて行った。

　そして、その穴が、すうっと閉じ、円盤が、ふっとかき消すように姿を消した、その瞬しゆん間かん。

　まるで録画映像の一時停止の解除ボタンを押したように、教室の中で防衛委員会の議事録を書いていた名取の手が動き始めた。

　そして最後の一行を書き終わった名取は、顔を上げて健吾に話しかけた。

「議事録書き終わりましたよ。あの、やたらと口を出してくる生徒会長も文句なしの議事録です……あれ？」

　名取は、きょろきょろと教室の中を見回した。

「え……と、最上先せん輩ぱい？　あれれれ？」

　健吾の姿はどこにも見えなかった。

　同じ教室にいた人間が、音もなく消失している。

　オカルトで、ミステリで、ＳＦな現象を前に、名取の反応は──。

「先に帰っちゃったのかな？……うん、先に帰ったんだ。ボクが代わりに生徒会長のところへ議事録を持って行けばいいだけのことだもんな」

　これといって騒さわぎ立てるでもなく、あっさりと状じよう況きようを受け入れると、何事も無かったように席を立ち、健吾が立っていた窓を閉めて教室を後にした。

　上所中学校防衛委員会の本年度第一回会合は、こうして何もなく、平へい穏おん無事に終わったのである。

　下校時間が、近づいてきていた。
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　目の前にあるのは、白い部屋だった。

　壁かべも天てん井じようも、曇くもりガラスのような、少し透とう明めい感かんのある白い材質で作られており、部屋全体が発光しているようだ。

　絵に描えがいたような、ダサいＵＦＯに取り込まれたあと、健吾は意識を失った。

　そして気がつくと、この部屋の真ん中に立っていたのだ。

　その間に何があったのか、どれくらいの時間が過ぎたのか、わからない。

　数分しか過ぎていないようにも、一年も二年も過ぎたようにも感じられる。

「ええと……」

　健吾は腕うでを組んで考え込んだ。

　不思議なことに、気持ちは落ち着いていた。

　──なぜだろう？　本当ならパニックを起こして、わめいたり暴れたりしてもおかしくない状況なのに、頭の芯しんが妙みように醒さめている。

　数学の問題を解いている時に、答え方の筋道が見えて計算を始めるときのような……ジグソーパズルのピースが二十個ほど組み合わさって、全体の一部分が見え始めた頃ころのような、そんな気分だ。

　──さっき僕が体験したあれは、果たして本当のことなのだろうか？

　健吾の脳のう裏りに、緑色の光線に包まれて円えん盤ばんの中に吸い込まれていくときに見上げた円盤の記き憶おくがよみがえった。

　あれは間ま違ちがいなく、僕の身の上に起こった出来事だと思う。だけどなんだろう、この全体に漂ただようチープさは。

　健吾は、改めて部屋の中を見回した。

　四方の壁はすべて同じ材質の、のっぺりとした一枚の白い壁になっており、パネルを組み合わせたときにできる継つぎ目がない。

　──これがＵＦＯの内部なのか？……証しよう拠こ写真を撮とっておいたほうがいいかな。

　健吾は、学生服のポケットに入っている携けい帯たい電でん話わに手を伸のばしたが……その手を止めた。

　いかにも未来的なのは壁だけだった。

　部屋に置かれている家具は、どこかのホームセンターで売っているような、安ものビニールレザーのソファのセットと、これまたホームセンターの家電売り場に置いてあるような小さな家具調コタツだった。

　ご丁てい寧ねいに、コタツの上にはティッシュボックスとポテトチップの袋ふくろが置かれている。これで、あとはテレビのリモコンが転がっていれば、完かん璧ぺきにどっかのリビングだ。リビングでなければ、お茶の間だ。

　いかにも作り物っぽい円盤。そして、この家具。

　このまま携帯のカメラで、この部屋の写真を撮って、これが僕が連れ込まれたＵＦＯの内部です！　と言っても誰だれも信じてくれないだろう。

『お前、馬ば鹿かじゃね？』と笑いものにされるか、もしくは半分諦あきらめと憐れん憫びんの混じった表情で『うんうん、そうだね、ＵＦＯの中はこうなっているよね、で？　家賃はいくら？　ロフト付き？』と聞かれるに違ちがいない。

　そこまで考えたとき、健吾の脳内に一つの答えが浮うかんだ。

　──そうか、これは夢なんだ。

　この、僕が見ている光景は、全部僕の夢の中の出来事なんだ。そう考えれば全部のつじつまが合う！

　──つまり、この、安っぽいリビングが僕の想像力の限界ってことか？

　健吾は、自分のセンスの無さに泣きたくなった。

　せっかく面おも白しろそうな夢を見ているのに……僕って、実につまらない人間だよなあ。

　校舎の三階の教室から、いきなりＵＦＯに拉ら致ちされるなんて、こんなとてつもない展開の夢を見ているんだから、もっと嬉うれしい、ワクワクドキドキする展開になるのが当たり前なのに。なんだよ、このがっかり感は！

　──いや、待てよ。僕はまだ、このＵＦＯの乗組員に会っていない。

　このＵＦＯが宇宙船なのか、タイムマシンなのか、それとも異世界とをつなぐ次元間航行船なのかそれはわからない。正体がわからないからＵＦＯと言うんだけど、まあそんなことはどうでもいい。

　乗組員がいれば、きっとそれは、人類とは違う生命体のはずだ！

　人類以外の知的生命体と会うことが出来るんだ！　今まで山ほどそういった本を読んできたんだ、きっと僕の想像力の限りを尽つくした、不思議な宇宙人や、未来人、異世界人に出会えるはずだ！　信じよう！　僕は自分の想像力を信じるぞ！

　健吾が、両手の握にぎりこぶしを握った時。

　部屋の中に、ぽーん！　というチャイムのような電子音が響ひびいて、目の前の壁かべの一部に、すっと青い光の線が走ってドアの形を作り出した。

　そして、ブン……という、携帯電話のバイブ音のような音と共に線で囲われた部分の壁が消えた。

　その、壁に開いた穴というか、入り口の向こうから、誰かがやって来る気配がする。

　──誰が来るんだろう？

　僕の想像力が作り出した相手は、どんな生命体なんだろう？

　リトルグレイのような姿の宇宙人だろうか？　それとも、情報統合思念体によって造られた無口な、対有機生命体コンタクト用ヒューマノイド・インターフェースだろうか？　それとも未来人の巨きよ乳にゆうのお姉さんだろうか？

　健吾は、生なま唾つばをごくりと飲み下すと、壁に開いた入り口の向こうを凝ぎよう視しした。

　──さあ、来い……！

　そして、その入り口に姿を現したのは……。

　白衣を着た、メリハリの利きいた体型を持つ、背の高い二十代後半の金きん髪ぱつの女性だった。

　健吾と目が合ったその女性は、にっこり笑った。

「ハーイ、ケンゴ！　どう？　しっかり勉強シテル？」

　その女性は、健吾が通う上所中学校の保健室にいる養護教きよう諭ゆ、カミラ・アーカードだった。留学生として日本に来たときの経験が忘れられず、日本に来て養護教諭１種普ふ通つう免めん許きよ状じようを取得した変わり種で『青い目の保健室の先生』として上所中学校の名物になっている。

「驚おどろいタ？　まあ、驚くな、という方が無理ダロウけどネ……」

　健吾の脳内に浮かんでいた、リトルグレイと、読書好きな無口な少女と、巨乳のお姉さんが、全部いっぺんに消し飛んだ。巨乳のお姉さん、というのは間ま違ちがってなかったが、それなら知らないお姉さんの方がよかった。

　きっと本当の僕は、校舎の三階から転落して保健室に運ばれて、今いま頃ごろベッドの上で生死の境目をさまよっているんだ……そのまま目が覚めない方がいいかもしれないなあ。

　あはは、と力の抜ぬけた笑い声を漏もらす健吾を見て、

「モシモーシ？　まだ寝ねてますカー？　目を覚ましなサーイ！」

　カミラ先生は、カタコトの混じった日本語でそう言うと、健吾の頭を、ぺちん！　と叩たたいた。

「痛て！」

　思わず頭を押さえた健吾を真しん剣けんな目で見て、カミラ先生は言った。

「悪いケド……夢じゃないノよ。夢だと思い込みたい気持ちはよくわかるケドね……」

　健吾は思わず叫さけんだ。

「これが夢じゃなくて何だって言うんですか！　教室から、上からピアノ線で吊つったようなダサイＵＦＯにいきなり拉致されたと思ったら中は普通のリビングで、乗っていたのは学校の保健室の先生……。

　つじつまが合わないことばっかりじゃないですか！　こんなむちゃくちゃなシチュエーションに理由がつくのは、実は夢でした、ってオチくらいのものですよ！」

　カミラ先生は、面白そうな顔で言った。

「ふーん……てっきりもっと痛い子だとばかり思っていましたケド、思ったより真ま面じ目めで合理的に考える能力が高いタイプなのデスネ」

「それは名取のせいです！　あいつはいつも『我は闇やみに魅み入いられた者、暗き血が目覚めしとき、我はこの世を破は滅めつに導く……』とかなんとかつぶやいている痛いヤツで、仲間だと思われていますけど、僕は全然違ちがうタイプですから！」

「そうね、まだ夢の中だと思ってるだけなのかもしれないケド、パニックを起こされるよりはずっといいデスネ」

　カミラ先生はそう言って小さくうなずいた後で、真面目な顔で健吾に聞いた。

「さて、何から説明すればいいデスカ？　何か疑問はありマスカ？」

「えーと……特にありません」

　さらっと答えた健吾を見て、カミラ先生は目を丸くした。

「……あなた、よほどの大物か、もしくは底そこ抜ぬけの馬ば鹿かデスカ？　こんな状じよう況きように放ほうりこまれたら、誰だれだって疑問に思いまセンカ？」

「そりゃあ、なんでこんなことになったのか聞きたいことは山ほどありますけど……聞いたって、意味ないじゃないですか。これ、夢なんですよ？　夢に理り屈くつを求めるなんて……」

　健吾の答えを聞いたカミラ先生は、難しい顔になって考え込んだ。

「……まだ夢だと思っているのデスカ……どうやら『正常化バイアス』が強過ぎたようデスネ……我に返るには時間がかかりマスネ、どうしましょうデスネ」
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「あの……その『正常化バイアス』ってなんですか？」

　カミラ先生は、おや？　という顔になった。

「疑問は無いと言ったのではないデスカ？」

「え？　あ、はい。自分の見ている夢なのに、なんで自分が知らないことを話しているんだろう？　と思ったもので……」

　健吾の言葉を聞いたカミラ先生は、うんうん、とうなずいた。

「それは大事なことデスネ。適切に疑問を思いつくことって難しいのデスヨ。それは才能デスネ。偉い大だいな学者は適切な命題や仮説を思いつく力がありマス。

　それはサテオキ、『正常化バイアス』というのはデスネ……たとえば、火災報知機のベルがいきなり鳴りだしても、たいがいの人は『これは火事だ！　避ひ難なんしなくちゃ！』とは思いマセン。『これは機械の故障か、何かの誤報じゃないのか？』と考えマスネ。

　この『まさか、そんなことが起こるものか』と思い込む心理のことを、正常化バイアスと呼ぶのデスヨ」

　カミラ先生はそこで言葉を切ると、いたずらっぽく笑った。

「私たちは、地球人の心理の中にある『正常化バイアス』を利用して、それを強化することで、この上所地区をサンクチュアリにしているのデスヨ。

　この心理が強くなれば、万が一、妙みようなもの、理屈に合わないものを目もく撃げきされても、目撃した人の意識の中で『見み間ま違ちがいだろう……』とか『気のせいだ……』とか思ってくれますカラ、騒さわぎになりませんデスネ。

　例えバ、学校の教室から突とつ然ぜん人が消えても、『何か用事があって先に帰ったんだろう』って考えるわけデス」

　そう言われて、健吾はふと、一いつ緒しよに教室にいたはずの名取のことを思い出した。

「ってことは今ごろ名取は、僕が先に帰ったんだと思ってるのか……」

「個別の事象についてはここでは説明しませんケド、そういうことですネー」

「目撃した人が、カメラとかで写真を撮とったらどうするんですか？　いまどきの携帯電話は全部カメラつきですよ？　機械に、その『正常化バイアス』とやらは効果がないと思うんですけど……」

　カミラ先生は、にやっと笑った。

「そういうときのための、このＵＦＯのデザインです！　私たちが、使っているビークルは、地球人が思い浮うかべるイメージに沿って作られているのデスヨ……というか、映画やテレビ、マンガ、アニメ、その他いろいろ。ありとあらゆるフィクションを使って、ＵＦＯは宇宙人が乗る宇宙船だ！　というイメージを植えつけたのデスネ。

　だから、もし万が一、このビークルが誰かの携帯電話のカメラに捉とらえられても、誰も信じませんネ。あまりにもありふれていますし、ダメ押し用に偽ぎ装そう用ロッドを伸のばしているから、写真に撮られても全然リアルじゃないのデスヨ」

　健吾は、自分を拉ら致ちした円えん盤ばんのてっぺんから伸びていたピアノ線のようなものを思い出していた。

「あれ、偽装用のロッドなんですか？」

「そうデスヨ、あれがついていれば、万が一写真やビデオを撮られても、誰も信じマセンネ。ぜーったい、作り物だと思いマスね」

「……なるほど、そのために、ああいったダサダサなデザインにしているのか……」

　健吾は小さくうなずいた後でカミラ先生に言った。

「でも、いまどきの合成とか特とく撮さつは全部ＣＧですよ？　あんなピアノ線で吊つったようなＵＦＯは、かえって怪あやしまれるんじゃないかと思いますけど」

「うーん、それを言われるとツライデスネ。確かに時じ代だい遅おくれかもしれマセン……でも予算が無いから仕方ないのデスヨ。

　銀河文明評議会は、この地球と同じような惑わく星せいとサンクチュアリを何億と抱かかえ込んでいますカラネ。維い持じ管理する費用も馬鹿にならないのデスヨ」

「サンクチュアリって……聖域とか、特別な場所とか、そういった意味の単語ですよね？」

「そうデス。この上所温泉のある上所地区は、特別保護区として銀河文明評議会が管理しているのデスヨ。私ハ、地球人ではありマセン。

　私の正式の肩かた書がきは……そうデスネ、日本語の概がい念ねんで言うならば『保護区管理官』ということになると思いマスネ……ほら、アフリカとかにいマスヨネ？　野生動物を保護している人たち。あの人たちと似たようなものなのデスヨ」

「僕たちって、保護されているんですか？」

　カミラはうなずいた。

「ええ、そうなのデスヨ、地球人の文明は実に未熟なのデスヨ。物質文明の方ばかり発達して、精神文明はまだまだ未熟なのデスネ。惑星の上にいくつも国を作って縄なわ張ばり争あらそいばかりやってます。同じ国の中デモ、価値観が違ちがえば罵ののしり合ってマスネ。お菓か子し一つを見ても、タケノコ型のお菓子派とキノコ型のお菓子派で、抗こう争そうが絶えませんネ」

　──いや、それはネタですから。

　健吾は思わずツッコミを入れそうになった。

　カミラ先生の言葉は続く。

「宇宙には地球よりはるかに文明の進んだ星が、それこそ星の数ほどありマス。そういった先進星系文明のオーバーテクノロジーが、地球に持ち込まれれば、地球人はそれを地球の中の紛ふん争そう、つまり戦争に使うと思うのデスヨ。ですからこうやって地球人のフリをして、むやみに地球人と宇宙人が接せつ触しよくしないようにしているのデスヨ。今、銀河文明と接触しても、地球人は決して幸せにはなりマセン」

　健吾は考え込んだ。

「いま一つ納なつ得とく行かないなあ……」

「何がデスカ？」

「ええ、この上所地区が保護区とやらになって、宇宙人に開放されている、ってところです。何か特別な場所ならわかりますけど、こんな何もないド田舎いなかが保護区になる理由が無いじゃないですか」

　カミラ先生はにっこり笑った。

「理由デスカ？　ありますよ。銀河文明評議会が、全力を挙げて保護する理由が」

「またまた、そんなのあるわけないじゃ……」

「アラ？　あなたもよーく知っているハズですヨ。

　それハ、『温泉』デス♪」

「お、温泉？」

　健吾の下あごが、かくん、と開いた。

「温泉って……もしかして上所温泉ですか？」

「決まってますデスヨ、他に温泉がありマスカ？　上所温泉は、この宇宙に生きている私たちと同じ温血脊せき椎つい生物にとって、無くてはならないものなのデスヨ。

　お肌はだスベスベつやっつや、カラダのココもアソコもぷるんっぷるんの、そのアンチエイジング効果は、銀河中央アカデミーも認めているくらい素す晴ばらしいものなのデスヨ」

　健吾の脳のう裏りに、温泉の露ろ天てん風ぶ呂ろで頭の上にタオルを乗せたリトルグレイたちが、集団で入浴している光景が浮うかんだ。

　そのイメージのあまりの馬ば鹿か馬ば鹿かしさに、はあ……と、力の無いため息をついた。

　反論する気も無くなった健吾を見て、カミラ先生は誤解したのだろう、嬉うれしそうに言った。

「それにしても、キミは冷静デスネ。うん、良かった。キミのような男の子なら、きっと大だい丈じよう夫ぶデスネ……ついて来なサイ」

　そう言って、くるりと背を向けたカミラ先生は、壁かべに開いた通路に向かって歩き出した。

　健吾は、あわててその後を追った。

　部屋を出ると、そこは長い通路になっていた。

　目の前を歩くカミラ先生は、ウェーブした長い金きん髪ぱつを揺ゆらし、後にほのかな香こう水すいの匂においを残して歩いていく。

　その香水の匂いを嗅かぎながら、健吾は頭のどこかで、

　──それにしても、夢だとしたら、すげえリアルな夢だよなあ……。

　などと考えていた。

　先頭を歩いていたカミラ先生は、通路を十メートルほど歩いたところで立ち止まって左手の壁に右手をかざした。

　──ブン……。

　携けい帯たい電でん話わがバイブレーションする時のような小さな振しん動どう音と共に、そこにぽっかりと入り口が開いた。

「さあ、入って」

　先に室内に入ったカミラ先生が、健吾を手招きする。

　そこは、さっきのリビングのような部屋とはまったく違う造りになっていた。

　壁へき面めんには半球形のボウルを伏ふせたようなものがいくつも並び、その中に立体的な線が複雑に動いているのが見える。

　部屋の中央には、かまぼこ型の覆おおいが乗せられている手術台のようなものが置かれていた。覆いの中には緑色の煙けむりのようなものが充じゆう満まんしていてよく見えないが、その煙を通して黒い髪かみの毛のようなものと、肌はだ色いろの身体からだのようなシルエットがぼんやり見て取れる。

　カミラ先生は手術台の脇わきに立って、健吾を手招きした。

「彼女とは顔見知りよネ？」

「え？」

　健吾も手術台の脇に立って見下ろしたが、中には緑色の煙が充満しているだけだ。

「ああ、いけない。停てい滞たいフィールドが掛かかったままデスネ、これじゃあ顔も何もわからないわよネ……」

　カミラ先生が手元のリモコンを操作すると、手術台の脇に青いストロボのような閃せん光こうがまたたいて、聞いたことのない音声が流れた。

「△◎■＊＄※！△◎■＊＄※！」

　その口調からすると、どうやら警告のメッセージらしい。

　──何が起こるんだ？

　健吾は固かた唾ずをのんで、かまぼこ型の覆いを見つめていた。

　青いストロボのような閃光が止まるのと同時に、覆いの中に充満していた緑色の煙けむりが、すうっと薄うすくなっていく。

　そこに現れたのは、一人の女の子だった。

　年ねん齢れいは、十二、三歳くらいだろうか。長い髪と、整った優やさしい顔立ち、そして細い白い肩かたと、その下にある二つの小さなふくらみ……。

「おわっ！」

　そこにあったのは、テレビアニメなら間ま違ちがいなく白い湯気で隠かくされているであろう、小さな桜色の乳ち首くびだった。さっきまで『緑色の湯気』で隠されていたのだが、今でははっきりくっきりと……！

　健吾だって男である。それも中学三年生ともなれば、そういうことには興味津々。クラスの仲間が持ち込んだえっちな雑誌や動画を、こっそり見たことは何度もある。

　でも、さすがに生身の裸はだかの女の子を、こんな近くで見たことは無い。

　最初に健吾の脳裏に浮かんだのは、もっと見たい、という興味よりも、罪悪感だった。

　健吾は耳の先まで真っ赤になって、あわてて顔をそむけた。

「先生！　ヤバイですよ！　見えてます！」

「え？　何が？」

「何がって……胸！　胸です！」

　カミラ先生は、見事に突つきだした自分の胸を見下ろして、着ていた白いブラウスの中を覗のぞき込んだ。

　ブラウスの隙すき間まから、ちらりと、黒い下着が見えた。

「別に見えてマセンけど？　もうちょっと見マス？」

「見たいわけじゃありません！　あと、先生じゃありません！　この子です！」

「オウ！　細香ちゃんね。大丈夫よ、見えちゃいけないところにはちゃんとモザイクがかかっていマスネ、ウソだと思うなら見てごらんなさい！」

　その言葉を信じて健吾が、ちらっと女の子に視線を投げかけて……なるほど、確かに『見えちゃいけないところ』だけにはモザイクがかかっていた。

「な、なんでモザイク……」

　とつぶやいてから、健吾はあわてて視線を外した。

「胸にも、モザイクかけて下さい！　胸にも！」

「胸にモザイク？　なぜデスか？」

「えっと……その……乳首ですっ！　見えてますっ！　乳首っ！」

　真っ赤になって、半分やけくそで叫さけんだ健吾を見て、カミラ先生は、その反応を面おも白しろがるように笑って答えた。

「乳首……オー、ビーチクですね、乳頭ですね、ポッチですネ、出っ張りですネ♪」

「何度も言わないでください！　あと、なんでそんなに嬉うれしそうなんですか！」

「健吾クンは純情デスねー、そういうところ先生は好きですヨー」

　カミラ先生は、そう言って楽しそうに笑ったあとでリモコンを操作すると、みょん！　という音が鳴った。

「ハイ！　コレなら大だい丈じよう夫ぶデスネ！」

「……本当でしょうね」

　おそるおそる視線を向けると……今度は、大丈夫だった。

　透とう明めいな覆いの首から下の部分が、全面モザイク模様になっている。さっき見えてしまった膨ふくらみとか、先せん端たんの赤らみとか、そういうのも見えなくなっている。

「さあ、この子の顔を見てクダサイ、顔見知りのはずデスヨ」

「え？　顔見知り？」

　健吾は、あらためてケースの中で眠ねむっている女の子の顔を見直した。

「あ！　この子……」

　その女の子は、先ほど開かれていた、防衛委員会の会議に出席していた新一年生の神通細香という子だった。

　メガネを外しているから、一目見ただけじゃわからなかったんだな。

「そうです、神通細香ちゃんデスね。こんな可愛かわいい新入生に想おもわれているなんて、なかなか隅すみに置けないわね最上健吾クンも……」

「え？　想われているって？……て言うか、そもそもなんで彼女がここにいて、裸に……じゃなかった、こんなことになっているんですか？　そりゃあ僕だって男ですから、女の子に興味はありますけど、こんな夢を見なけりゃならないほど、欲よつ求きゆう不ふ満まんじゃないと思うんです」

「ダカラ夢じゃナイって言ってるノニー」

　カミラ先生は、そう答えて小さくため息をつくと、手元のリモコンを操作した。

「説明するより、見た方が早いデスネ」

　その言葉が終わるのと同時に、健吾の前に立体映像が浮うかび上がった。

　それは、どこかの山の上を飛んでいる映像だった。よく見ると前方にΩオメガ型の青白く光った飛行物体が飛んでいる。どうやらカメラはその飛行物体を追つい跡せきしているようだ。

「これは……」

「あのΩ型が不法侵しん入にゆう者しやの乗るビークルデスネ。これはその侵入者を追跡していた時の記録デス」

　やがて背景は、山から突とつ然ぜん市街地に変わった。

　それと同時に、Ω型の飛行物体が一気に降下した。

　追跡するカメラも、一いつ緒しよに地表に降りる。

　猛もうスピードで道路の上を飛んで行く飛行物体の、両側の街並みに見覚えがあった。

　そこは上所地区の中心部、上所温泉の駅前通りだった。

　──うわ、めちゃくちゃ地元だ。この映像が映画になったら、いい宣伝になるだろうな。

　健吾がそんなことを考えているうちに、画面の中央を飛んでいるΩ型の飛行物体から、青いビームのようなものがいくつも飛んできた。カメラはそのビームを避よけながら、追跡してゆく。そして市街地を抜ぬけたΩ型の物体は、水田の上を飛んで、その先にある新興住宅地の中に飛び込んだ。

　その後を追っていたカメラが、紫むらさき色いろの光線を受けて大きく振しん動どうした。

　気がつくと映像の片かた隅すみに、いくつもの黄色い記号のようなものが浮かび上がって点てん滅めつを始めていた。どうやら何らかのトラブルが発生したらしい。

　住宅街の狭せまい路地の中を抜けたΩ型の飛行物体は、がくんと急きゆう上じよう昇しようした。だが、それは向こうが上昇したのではなく、カメラの方が落下したらしかった。

　そしてカメラは住宅街の狭い路地の間に入り、小さな角に差し掛かかった。

　そのとき。

　画面右から、自転車に乗った上所中学校の制服を着た女の子が突つっ込んできた。

「危ない！」

　健吾は思わず声を上げた。

　驚おどろく顔がアップになった次の瞬しゆん間かん。画面が激しく揺ゆれ、自転車に乗った女の子がスローモーションのように離はなれて行った。

　自転車が地面に落ち、女の子の身体からだがアスファルトの上に叩たたきつけられて、一回、二回、と跳はねあがったのが見えた。

　あたりに飛んでいるキラキラ光ったものは、自転車のライトのプラスチックレンズの破は片へんだろう。

　──うわ、あの勢いで叩きつけられたら怪け我がじゃすまない。下手すれば死んじゃってるぞ？　何で、いきなり突っ込んできたんだ。あの子は……。

　そう考えたとき、健吾は、はっと目を見開いた。

　──違ちがう、『こっち』が女の子に突っ込んだんだ……そして、あの女の子は……まさか！

　覆おおいの下で眠る細香に視線を移したとき、カミラ先生がゆっくりと答えた。

「そうデスネ、今あなたが見たのは、彼女が私たちのパトロールビークルに跳ねられた、その瞬間の記録映像デス……彼女はこの事故で生命活動を停止したのデスヨ」

「生命活動を停止って……じゃあ、死んじゃったのか？　この子……」

　カミラ先生は、小さくうなずいた。

「そう、あなたが見たのは、彼女が死ぬ、その瞬間デス。

　ほぼ即そく死しの状態だったのデスガ、パトロールビークルを操縦していた私たちの仲間が急いで蘇そ生せい措そ置ちを施ほどこしたために、命を取り留めマシタ。備え付けの医い療りよう用の組織保全ナノマシンを注入したのデスヨ。このナノマシンは、体組織の損傷した部分に集結し一瞬で修復してくれるのデス。これによって、彼女の脳神経や内臓や骨格の損傷は回復し、彼女は蘇生したのデスヨ……ところが、これがとんでもない事態を引き起こしてしまったのデスヨ」

「とんでもない事態？」

「そうです。彼女を蘇生するために体内に注入されたナノマシンは、実は地球人用のものでは無かったのデスヨ。

　高重力惑わく星せいの宇宙人用に生産された、エキソイドナノマシンという特別なものだったのデスネ。このナノマシンには副作用があって、αアルフア因子を持っている生命体に注入すると、思念臨界反応を起こす可能性があるのデスヨ……。

　地球上で、この因子を持っている人間は、六十八億分の一の確率デスネ。割合から言えば地球人全体で、ただ一人ということデスネ」

　思念臨界反応というものが何だかわからなかったが、健吾はカミラ先生の口調から、あまり歓かん迎げいされるものではない、ということは見当がついた。

「なんかよくわかりませんけど、もしかして彼女が、その六十八億分の一だった……というわけですか？　その……ナントカ臨界反応とやらの……」

「そうです。思念臨界反応というのは、簡単に言うと、この地球に住んでいる人類の集合無意識の思念エネルギーが連れん鎖さ反応を起こすことなのデスヨ。彼女はそのエネルギーの蛇じや口ぐちになってしまったというわけデスネ」

　カミラ先生の言葉は、健吾には難しすぎた。

　──え？　集合無意識？　思念エネルギー？　どういう意味だ？

　健吾の困った顔を見て、カミラ先生は、ため息をついた。

「……要するに彼女は、とんでもないエネルギーを生み出すことができるスーパーマン……女の子だからスーパーガールと言った方がいいかもしれませんネ。これになってしまった、というわけデスネ」

「すーぱーがーるぅ？」

「ノーノーノー。すーぱーがーるぅ、ではありませんネ。スゥパガール、と発音しましょう」

「発音なんかどうでもいいですよ。それよりも、それって本当のことなんですか？……って何を言っているんだろう僕は。これは夢なのに……ははは」

　自じ嘲ちようするように笑う健吾を見て、カミラ先生は悲しそうに小さく咳せきばらいをした。

「ここでソノ反応は想定外デスね……コホン……そんな、軽いノリの話じゃありませんデスヨ……彼女の放出できるエネルギーの総量は、恒こう星せい系を数千万単位で吹ふき飛ばす程度の能力デスネ。

　これがバカ話なら、こんなに焦あせっていませんデスネ。私はマジですネ。大マジです。彼女が『消えちゃえーっ！』って念じれば、その瞬間にこの地球を中心にした数千万の恒星系が瞬しゆん時じに消しよう滅めつしますネ。銀河の一角に、ぽこっ、と何もない空間が生まれますネ」

「うわ……」

　それは健吾の想像を超こえていた。

　理論の飛ひ躍やくについて行けずに、呆ぼう然ぜんとしている健吾に向かって、カミラ先生は言葉を続けた。

「思念臨界反応は、そのまま兵器として利用できるのデス。今から四百二十三銀河標準世紀前に、銀河南域辺境で、このエネルギーを使った最デイ終スラ兵プタ器ーが出現し、南部辺境銀河を恐怖に陥おとしいれたことがあるのデスヨ。……とにかく、彼女は自分の意思とは関係ないところで、とんでもないエネルギーを解放する可能性があるのデスヨ。まさに生きている爆ばく弾だんデスネ。

　彼女の体内に注入されたナノマシンの効力は、永遠に続くわけではありません。個人差がありますから一いち概がいには言えませんけど、おおむね一年から二年で元に戻もどりますネ」

　健吾はケースの中で寝ねている細香を見た。

　目を閉じて、少し微笑ほほえむように眠ねむっているその顔は子供っぽく、まだ小学生の雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　──つい一か月前まで小学生だったんだから、子供っぽいのは当たり前だよな。

「こんなちっこい子に、そんな馬ば鹿かみたいなすごい力が与あたえられたなんて信じられないな……というより、ＵＦＯに跳はねられて死んじゃうとか、治ち療りようされたら六十八億分の一の特別な体質だったとか、あまりにも偶ぐう然ぜんが重なりすぎてませんか？」

　カミラ先生はケースの中の細香を見つめていた健吾の後ろに回って、ゆっくりと言った。

「偶然が重なることを『ウソ臭くさい』と考えるのも、正常化バイアスの一つなんデスヨ。結果には理由が無ければいけない、と考えるのが普ふ通つうデスネ。でも、宝くじに当たるのに理由がありマスカ？　あるとしたら宝くじを買うことだけデスネ、しかしそれは条件であって理由ではありマセンネ……そうでショウ？」

「それはそうですけど……」

「とにかく、彼女がとんでもないエネルギーを解放するゲートになってしまったことは事実です。なってしまったことは、取り返しがつきません。

　……となれば、彼女を原子レベルで分解して消してしまうしかありませんネ……」

　カミラ先生はそこで言葉を切ると、腰こしをかがめて健吾の右耳の後ろからささやくように言った。吐と息いきと香こう水すいと二つが混ざり合った甘い香かおりがしたが、健吾にはそれを『甘い』と感じる余よ裕ゆうはなかった。

「……このまま消しちゃうという方法は、失しつ踪そう事件として大おお騒さわぎになるけど仕方ないデスネ。この太陽系が吹っ飛ぶことに比べれば些さ細さいなことデス。のーぷろぶれむ、デスね」

　健吾は振ふり返って反射的に答えた。

「ダメですよ！　そんなの！　何がのーぷろぶれむ、ですか！」

　健吾は、驚おどろいたように目を見開いたカミラ先生に向かって、目の前で寝ている細香を指差して聞いた。

「このまま眠ったままにして、その身体からだの中にあるというナノマシンの効力が消えるのを待つわけには行かないんですか？　それができれば、この子を消さなくても済むじゃないですか！」

　カミラ先生は難しそうな顔になった。

「確かにキミの言うとおり、こうやって眠らせておけば大だい丈じよう夫ぶじゃないカナ？　って思ってたのデスヨ。でも人間は寝ている時に夢を見ますネ。夢というのは潜せん在ざい意識の中の欲よく望ぼうが形になったものなのですヨ。食しよく欲よく、性せい欲よく、という生物としての根源的な欲よつ求きゆうだけでなく、破は壊かい欲よく、占せん有ゆう欲よく、というありとあらゆる欲望が意識の表面に昇のぼって来るのデスヨ。

　いわゆる『イドの怪かい物ぶつ』と呼ばれるものデスネ。その潜在意識の欲求がエネルギーを得て暴れ始めたら、とんでもないことになりマス」

「でも、だからと言って、この子を消しちゃうなんてとんでもありません！　だって、この子は何も悪いことしてない！　そもそもの原因は、ＵＦＯで跳ねた、あんたたちにあるんじゃないか！　その責任を知らん顔するために、一人の人間の存在を消すなんて、許せるわけないじゃないですか！　そんなのひどすぎます！」

　怒おこる健吾を見て、カミラ先生はほっとしたような表情を浮うかべてうなずいた。

「さすがは健吾クンですね。ここでキミに『そうしましょう』とあっさり言われたら、もう一つの方法を伝える理由がなくなってしまいますからネ」

「もう一つって……この子を消さないで済む方法があるんですか？」

「ええ、ありマスヨ。彼女自身にこの事実を告げて、彼女自身の理性の力によってエネルギーをコントロールしてもらうという方法デスネ……すごく大変だし、彼女自身が自分の上に降りかかった運命を受け入れることが出来るかどうかわからない。実に不安な方法デスネ。でもこの方法なら彼女はそのまま暮らしていけマスネ」

　健吾はケースの中で眠っている細香に目を落として、つぶやくように言った。

「……でも、自分にそんな能力があることを知らされて、それでも絶望したり、自棄やけになったりしないで、その能力と付き合っていくのは、きっと想像もつかないくらい大変だと思うんです……こんな小さな女の子が、そんな重たいものを背負って無事に暮らしていけるんだろうか？」

　その健吾のつぶやきを聞いていたカミラ先生は、わが意を得たり！　という顔で、うなずいた。

「うんうん。やっぱり、あなたを連れてきて正解デスネ。あなたなら細香ちゃんの安全装置になれますネ」

「は？　安全装置？　僕が？」

　何のことだかわからない……という顔をする健吾に、カミラ先生は実に嬉うれしそうな顔で説明を始めた。

「そうです。キミは彼女の深層意識に一番深く影えい響きようしている人間なノデス。彼女にとってキミは、白馬の王子サマなのデスヨ。彼女はキミに嫌きらわれたくない、キミの言うことならなんでも聞く。つまり、キミこそが彼女をコントロールできる唯ゆい一いつの人間ということデスネ」

「へ？　僕が……白馬の王子様？　なんですかそれ？」

　何のことだかわからない、という顔をする健吾を見たカミラ先生は、きょとん、とした顔で答えた。

「え？　覚えていないんでスカ？　細香ちゃんは、心の中であなたのことを『穢けがれなき黄金の魂たましいと、暗黒の破は壊かい神しんの二つの顔を持つ音速の貴公子、グリュンヒルド』と、呼んでいますよ？」

　健吾は自分の耳を疑った。

「え？　今、何と？」

「ええ『穢れなき黄金の魂と、暗黒の破壊神の二つの顔を持つ音速の貴公子、グリュンヒルド』デスネ、それがどうかしましたか？」

「う、うわああああ、やめてくれ！」

　健吾は思わず叫さけんだ。

「なぜだ！　なぜ、この子がそれを知っているんだ！」

「知りたいデスカ？」

　こくこく、とうなずいた健吾を見たカミラ先生は、にっこり笑ってさらっと言った。

「では彼女に直接聞いてみましょう。これから彼女の記き憶おくにアクセスします」

「記憶にアクセス？」

　健吾が聞き返すのと同時に、健吾の視界がぎゅっと歪ゆがんだ。

　視野の真ん中だけにピントが合っているが、その周りは色しき彩さいがにじんだようにぼけている。

「これは……？」

「彼女の記憶層に残っているイメージです。人の記憶というのは、写真やビデオのように視界に入ったものすべてを記録するわけではありマセン。

　その時その時で、一番印象に残ったものだけを記録するようになっています。そして、その時に記録されるのは、目で見たものだけではないノデス。

　そのときの気温、匂におい、湿しつ気け、振しん動どう。そういった体感情報や、その時どんな印象を抱いだいたのか、その感情もまた同時に記録されるのデスヨ」

　──そうか、そうだよな。

　何かを思いだす時って、見たものだけじゃないよな。

　コンビニの前で、おでんの匂いを嗅かいだときとか、肉まんにかぶりついたときとか、そういうときに、ふっと何かを思い出すことってよくある。

　人の記憶って、いろんなものとリンクしているんだよな。

　健吾がそう考えたとき、きゅん！　となにか胸が締しめ付けられるような感覚が襲おそった。

「お、おわ？」

　戸と惑まどう健吾を見て、カミラ先生は笑った。

「記憶層へのリンクは、いわば精神感応状態ですからネ。彼女の感情がそのままダイレクトに伝わってくるのデスヨ」

　視界に映っているのは、どこかの体育館のような場所だった。

　──あれ？　この場所はどっかで……あ！　そうだ、うちの中学校の体育館じゃないか！

　壇だん上じようで話しているのは……生徒会長だ。ってことは、これは昨日の新入生向けオリエンテーションのときの記憶だ！

　えーと、あの時、僕は確かステージの後ろの方に……。

　健吾は視野の中に映る自分を探そうとした。

　すると、見つけ出す前に健吾の見ている映像のピントが、壇上に並んでいる自分と名取に合った。そのまま映像がズームする。

　細香の記憶の中の自分の顔がアップになるのと同時に、なにか温かな、そして胸が締め付けられるような感かん触しよくが伝わって来た。

　それはまるで、有名なテレビタレントや、マンガ家やアニメの声優と出会ったときのような、憧あこがれと敬意と好意の入り混じった感触だった。

「うわ……」

　その憧どう憬けいと敬意と好意の対象が自分だと分かった瞬しゆん間かん、健吾の顔が真っ赤になった。

「なんだよ……これ。僕はこんなカッコよくないぞ？」

「これは、あくまでも彼女の主観ですからネ。彼女からは、こう見えているというわけデスネ」

「でも、なんでだよ？　僕は彼女のこと何も知らないのに、なんで彼女は僕のことをこんな風に思っているんだ？」

「その答えは、もうすぐわかりマスネ。キミの顔を見て、彼女は過去の記憶とのリンクを開きますヨ」

　カミラ先生の言葉が終わるのと同時に、視界にいくつもの映像が重なった。

　短いスパンで切り替かわるスライドを見ているようにパラパラと変わっていく。そして、ある映像で止まった。

　中央に男の子がいる。

　小学校五、六年生くらいだろうか？　生意気そうな面つら構がまえの男の子だ。

　──あれ？　これ僕じゃないのか？

　健吾が気づいたとき、視界の中にいた小学生の頃ころの自分が自じ慢まんげに口を開いた。

『本当のことを教えてあげよう、僕は人間じゃないんだ。

　僕はこの世界に転生した、古代の神の末まつ裔えいなのさ。数千年の時を経て、この世に転生した神。この世界から苦しみや悲しみを無くすために生まれた神。それが僕なんだ。

　でも、神が転生するとき、魔ま王おうもまたこの世に転生する。

　この世のどこかで目覚めつつある魔王を再び封ふうじるために、僕はこの世に生まれて来たんだ。その魔王を封じたとき、この世は救われるのさ……それが僕の使命、僕の責任なんだ。

　ぼくはそのために、毎日こうして図書室で魔ま法ほうの練習をしているんだ……』

　その、いかにも自慢げな自分の顔……。

　限界だった。

　もう限界だった。

　健吾は、再び叫んだ。

「やめてくれー！　もういい！　もう見せるな！」

　──思いだした。

　そうか！　あのとき、小学校の図書室で、毎日毎日呪じゆ文もんの練習をしていた僕のところにやって来て、目を輝かがやかせて僕の話を聞いていた下級生の小さな女の子……そうだ！　あの子の名前は『さやか』……胸の名札はひらがなで書いてあったから気がつかなかった。

　細香は、あのときの『さやか』だったんだ！

　歪ゆがんでいた視野が、すうっと元に戻もどった。

　気がつくと、カミラ先生が興味深そうに健吾の顔を覗のぞき込んでいた。

「えーと、細香ちゃんの記き憶おくによると、あなたからこの話を聞いていたのは小学校四年の頃デスネ。引っ込み思案で、クラスメイトからも仲間外れにされて、行き場所が無かった彼女は、図書室で本を読むのだけが楽しみだったみたいデスネ。だから、彼女に声をかけてきて、いろんな話をしてくれたキミが、すごく嬉うれしかったみたいデスヨ。優やさしくて頼たよりになるお兄ちゃん、というのが第一印象みたいデスネ」

　健吾は覆おおいの中で眠ねむっている細香の顔を見た。

　──うん、間ま違ちがいない。

　あのとき図書室にいたのはこの子だ。面おも影かげが残っている。

　健吾はぎゅっと握にぎりこぶしを握り締めた。

　──でも、違ちがう。この子は間違っている。

　僕は、そんなカッコいい優しい人間なんかじゃなかった！

　あの頃の僕には、誰だれでもよかったんだ。いや、はっきり言えば、あの頃の僕にとって興味があったのは僕だけだ！　あの頃の僕は他人を必要としていなかった！

　なのに……この子は僕のことを、そんな風に思っていたなんて……。

　──この子は僕の黒歴史を知っている……僕が封ふう印いんしたあの黒歴史の生き証人だ……。

　今の僕は、恥はずかしい過去を封じ込め、まともな人間として生きている。学校の勉強も頑がん張ばっているし、委員会の活動も一いつ生しよう懸けん命めいやっている。自慢じゃないが……結局自慢なんだが。今の僕はクラスメイトから一目置かれるほどの人間に成長した。

　小学校のときの奇き行こうは、遠い忘ぼう却きやくの彼方かなたに過ぎ去った。いまさらそれを掘ほり起こして、僕を揶や揄ゆするようなヤツもいない。

　でも……この子の意識の中の僕は、あの当時の僕のままだ。

　この子は、僕が捨てたはずの過去をしっかり抱かかえ込んでいる。そして、何が悪いって、この子はそれを悪いと思っていない！

　この子は平気で口にするだろう、僕の忌いまわしい過去を！

　そうなったら……僕は破は滅めつだ。この二年間、必死にイメージチェンジを図はかって来た僕の努力はすべて水の泡あわだ。

　どうする？　どうすればいい。

　そのとき健吾の胸の中に、何かドス黒い意識が湧わきあがった。

　──なに、簡単だ。

　カミラ先生の提案に乗ればいい。

　この子は、生きている爆ばく弾だんになっちまったんだ。そんな危険な存在を生かしておくわけにはいかない。だから原子に分解して、いなかったことにしちゃおうとカミラ先生が言っていたじゃないか。

　渡わたりに船、一石二鳥だ。

　この子を、このままいなかったことにしちゃえばいい。原子に分解して消しちゃえば、僕の黒歴史も消える。ぜーんぶ無かったことにすればいい。この子を女の子だと思うからいけない。この子は僕の過去だ。過去を消したように、この子も消してしまえばいい……。

　だが健吾は、脳内に浮うかんだその黒い考えを振ふり払はらうように、ぶんぶんと首を振った。

　──馬ば鹿かなことを考えるな！　この子に罪はない！　それは僕の罪だ！

　健吾はもう一度、ケースの中で眠っている細香の顔を見た。

　──僕がこの子の責任者になんかなりたくない！　嫌いやだ！　と言えば、この子は分解される。

　この世から消える。生きてきた全部が消えてしまう……いや、消える、なんて言葉でごまかしているけど、それは殺されるのと同じだ。

　この子は殺されるんだ。

『知るもんか！』そう言うのは簡単だ。『なんで、他人のことまで責任負わなきゃならないんだ！』そう言うのは当たり前だ。……でも、それって、本当に当たり前のことなのか？　面めん倒どうなことは背負いたくない。他人のことなんかどうだっていい。損をするのは馬鹿だ。

　それは、人の本音だ。正直な気持ちだ。

　だけど……人のためになりたい。困っている人を見たら助けてやりたい。損そん得とく抜ぬきで、誰かのために役立ちたい。それだって、正直な気持ちじゃないのか？　本音ってヤツじゃないのか？

　……そうだよ、僕は、そっちの本音を信じているから、防衛委員の委員長をやっているんだ。つまり……答えは……。

　健吾は、ゆっくりとうなずいた。

「わかりました。僕が責任者になります。この子の面倒を見ます……」

　カミラ先生は、そんな健吾の表情を、じっと見ていたが、やがて小さくうなずいた。

「実を言うと、地球人に思念臨界反応が出た場合は、即そく座ざに原子分解するというのが銀河文明評議会特別保護区管理官マニュアルに定められた、正しい手続きなのデス。

　でも今回のアクシデントは、彼女に罪はアリマセン、すべてこちら側の責任デス。

　そこで規則をよく調べたら、超ちよう人じん化した現住生物をコントロール可能な状態に置いて現地エージェントとして雇こ用ようする。という方法があることがわかったのデスヨ！」

「……それってつまり、保護官の仕事を手伝えってことですか？」

　眉まゆをひそめて聞いた健吾に、カミラ先生はうなずいてみせた。

「そういうことになりマスネ。彼女には、厳重な催さい眠みん暗示抑よく制せい処置を施ほどこし、普ふ段だんは普通の人間と同じ程度の能力しか出せないようにします。でもそれを続けていると、暗示抑制の効果が薄うすれますから、ときどきパワーを発散させる必要があります。そのパワー解放の承しよう認にんキーを持てるのは、彼女が信しん頼らいしそして慕したっているキミだけなのデス。この措そ置ちが認められるには、彼女とコントロールする承認者の二人が必要なのデスヨ。

　つまり、彼女を原子に分解したくなければ、あなたが責任を持って彼女をコントロールしなさいってことなワケ。わかりマシタ？」

　健吾は軽いめまいを感じた。

「ええと、つまり、この子はスーパーガールになっちゃって、それを僕がコントロールする。んでもって、二人でこの上所地区にやって来る不法侵しん入にゆうの宇宙人と戦わなくちゃならないってことですか？」

　カミラ先生は笑いながら首を振った。

「いえいえ、そんなことはありませんデスネ。現地採用のエージェントになるというのは、細香ちゃんを分解しないための理由、というか言い訳みたいなものデスネ。

　彼女やキミが戦うことは、まず無いと思っていいデスヨ」

　健吾は、ほっとためいきをついた。

「ですよねえ、そんなむちゃくちゃな設定、マンガやアニメ、ライトノベルだって書きませんよ。書くとしたら、よほどネタの尽つきた作家に違ちがいありません」

「デスデス。というわけで、健吾クンと細香ちゃんを現地採用エージェントとして採用して、キミは細香ちゃんの承認者としてインプリンティングするということで、話を進めますヨ。いいデスネ？」

「ええ、構いません。考えてみれば、僕は中学三年で防衛委員会の委員長で、この子は新一年生の委員です。先せん輩ぱいが後輩の面倒を見るのは当然のことです。その承認者とやらの責任は僕が持ちます」

「わかりマシタ。では、これからあなたの右手に感覚器と、翻ほん訳やく機能つきの通信デバイス、そして個人用のショックシールドをインプラントしますデスヨ。

　感覚器というのは、いわゆるセンサーデスネ。異星人の使っている擬ぎ態たいフィールドに反応するようになっています。通信デバイスは骨伝導であなたの右耳にメッセージを伝えます。他ほかの人には聞こえません。翻訳機能がついてイマスから、銀河共通語をリアルタイムで日本語に翻訳してくれマスネ。マイクは右みぎ腕うでの手首についている傷きず跡あとです。ここに向かって小さな声で話してくれれば、相手に伝わるようになっていマスネ。マナーモードにすると、右腕が小さく振しん動どうすることで、通信が入ったことを知らせます」

「……なんか、携けい帯たい電でん話わみたいだなあ」

「まあ、似たようなものデスネ。あとショックシールドはもしもの時に、あなたを守るバリヤーみたいなものデスネ。インプラント手術は、一分くらいで終わりマス。終わったら、あなたと彼女を上所中学校の保健室のゲートに転送するデスヨ」

「あのダサい円えん盤ばんで送ってくれるんじゃないんですか？」

　健吾がにやっと笑ってそう聞くと、カミラ先生は肩かたをすくめた。

「円盤型ビークルは、誰だれかに目もく撃げきされる可能性がありマスネ。よほど緊きん急きゆうのときでなければ使わないのデスヨ」

　カミラはそう言って、壁かべからせり出して来たベッドを指差した。

「さあ、寝ねてちょうだい、右腕にインプラント手術をシマス。まったく痛みは無いから安心してネ。目が覚めたらもう、あなたはエージェントデスネ！」

　健吾はカミラ先生の指示に従ってベッドに寝そべった。

　顔を覗のぞき込んだカミラ先生がにっこり微笑ほほえんで言った。

「はい、目を閉じて……」

　健吾は目を閉じた。
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　最初に感じたのは、ふわっと匂におう甘い香かおりだった。

　香こう水すいでも果くだ物ものでもない。あえて言えば、お菓か子しのような匂いに近い。

　──あれ？　なんだろう、この匂い。どこか懐なつかしいような、胸の奥がきゅんとなるようなそんな気持ちになる。

　次に感じたのは、ぬくもりだった。

　ほわん、とした温かなものが、すぐそばにいるのがわかる。

　──ネコかな？　いや、もっと大きいな。なんだろう……。

　そこまで考えたとき。健吾の意識がすうっと、覚かく醒せいした。

　最初に目に入ったのは、白い布だった。

　それと同時に、糊のりの利いたシーツの感かん触しよくが頰ほおに当たった。

　──シーツ？　ここはどこだ？　ベッドの上か？

　僕はなんで、こんなベッドの上で寝ているんだろう……。

　背中に何か、温かいものが触ふれている。

　思わずそっちに顔を向けた健吾の目の前に……それも本当の目の前。自分の鼻先が相手の鼻先に触れるくらいのところに、女の子の顔があった。

「!!」

　健吾は、人間が本当に驚おどろいたとき、声が出ないのだということを生まれて初めて知った。

　息を止め、全身を硬こう直ちよくさせたまま健吾は考えた。

　──どうなっているんだ？　ここはどこだ？　というか、この子は誰なんだ？

　女の子は眠ねむっているようだ、目を閉じて静かに寝ね息いきを立てている。

　健吾は、そーっと頭を引いて、女の子の顔をあらためて見直した。

　──細香だ！　神通細香……ついさっき、カミラ先生と一いつ緒しよにＵＦＯの中で見た……。

　というか、ここは……保健室か？

　健吾は目を閉じて、混乱する頭をまとめようとした。

　──えーと。僕は三階の教室で、防衛委員会が終わった後で、副委員長の名取と議事録をまとめていたんだよな？

　んでもって、いきなりダサいＵＦＯにさらわれて、そこでカミラ先生に会って……あ、いや、あれは夢だ。

　いくらなんでも、カミラ先生が宇宙人だなんて、そんな馬ば鹿かなことがあるわけない。

　──でもあれが夢なら、なんで僕はここにいて、ここでこうやってこの子と保健室のベッドで寝ねているんだ？

　目を開いた健吾は、目の前にいる細香の寝顔を見て、小さくうなずいた。

　……あ、そうか、まだ夢の続きなんだ。これは現実じゃないんだ。うん、そうだ、それならつじつまが合う。

　そう考えたとき、健吾の脳内に、ちょっとしたいたずら心が芽生えた。

　──この子をつついて起こしたら、どんな顔するんだろう？

　僕の夢の中なんだから、僕の好きなようにしてもかまわないってことだよな。どうせ、目が覚めたら忘れちゃうだろうし、女の子が目の前にいる、なんてシチュエーション、夢の中でなけりゃ経験できっこない。

　視線を、ちらっと細香の顔から身体からだに向けた健吾は、安心のため息をついた。

　──ふう、良かった。ちゃんと中学校の制服着ている……裸はだかだったらどうしようかと思った。

　心の隅すみっこで……ちょっと残念。などと考えながら、健吾はそーっと指を伸のばして、眠っている細香のほっぺたをつついた。

　ほよん……。

　その感触は、健吾の想像を超こえていた。なんと言えばいいのだろう？　つきたてのお餅もち。水が入っているゴム風船。それに限りなく近いようで、全く違ちがう。

　弾だん力りよくと、指先に張り付くような、そのくせ滑すべるようなきめ細かな、言葉では言い表せない皮ひ膚ふの触しよつ感かんが人差し指の先から伝わって来る。

　ほっぺたをつつかれた細香の、形の良い眉まゆが、すっと動いて眉み間けんに寄った。

「……ん……んん」

　鼻の奥の方で、甘えるような、声にならない声を上げた細香は、すっと目を開けた。

　そのまま、ぱちぱちと二、三回まばたきをした後で、細香は大きな瞳ひとみを見開いた。

「やあ、気がついた？」

　……と、健吾が言うより早く。

「いやぁああああああ！」

　悲鳴を上げるのと同時に、細香は健吾の胸に向かって、両手を突つき出した。

　どげしっ！

　カン高い衝しよう突とつ音……いや、それは衝しよう撃げき波はに近かった。

　健吾の身体はビリヤードの手玉のように弾はじき飛ばされると、そのままベッドの周囲に吊つるしてあったカーテンを引きちぎり、壁かべ際ぎわに置かれた薬品棚だなに背中から突っ込んで、これを文字通り粉々に粉ふん砕さいし、ごごん！　という岩を割るような音と共に、校舎のコンクリートの壁かべに二十センチほどめり込んだ。
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　健吾の全身の骨が、めりっ！　と音を立てるのと同時に、肺の中に残っていた空気が一気に口から吐はき出される。

「くはっ！」

　しびれるような痛みと鼻の奥に感じる血の臭においの中で、健吾の意識が、ふっと遠くなりかけたとき。右みぎ腕うでの骨の奥で何かが、どくん！　と脈打った。

　それと同時に、健吾の意識が、まるで冷たいシャワーを浴びたときのように、一気に覚かく醒せいし、全身に走っていた激しい痛みが、すっと薄うすれた。

　コンクリートの壁にめりこんだ身体が、ずるずるとずり落ちる。

　そのとき、健吾の前に誰だれかが立って、顔を覗のぞき込んだ。

　視界に、ふわっと金きん髪ぱつが舞まうのが見えた。

「うわー、えらいことになりマシタねえ……大だい丈じよう夫ぶデスカ？　立てマスカ？」

　顔を上げると、そこに、カミラ先生が手を差し出していた。

　健吾が右手を出すと、カミラ先生はその手をつかんで引っ張り上げながら言った。

「この右手にショックシールドをインプラントしておいて正解デスネ。それが無かったら即そく死しでしたネ」

　なんとか立ち上がった健吾は、ゆっくりと首を振ふった。

　肩かたから首にかけての骨が、小さくピキピキと音を立てる。

　コンクリートの壁にめり込むほどの衝しよう撃げきを受けたのだ。ショックシールドの効果で痛みは薄れたとはいえ、身体全体の鈍にぶい痛みは消えていなかった。

「……夢……なのか？　これ……」

　カミラ先生は、真ま面じ目めな顔で健吾に向かって右手の人差し指を振って見せた。

「ノーノー、夢じゃありマセン。現実です、リアルですネ。キミの見ているものも、その痛みもぜーんぶ本物デスヨ」

　噓うそではなさそうだった。

　夢の中でこんな痛みを感じるわけがない。

　──じゃあ、僕が、ＵＦＯに連れて行かれたのも、その中でカミラ先生に会ったのも、細香に出会ったのも……全部本当のことだったのか？

「そんな馬鹿な！」……と、言おうとしたとき、消え入るような小さな、女の子の声が聞こえた。

「あの……ごめんなさい……」

　カミラ先生の後ろで、細香が目に涙なみだをためて健吾を見ていた。

「……とっさのことで、何が何だかわからないうちに突き飛ばしちゃって……」

「あ、いや……いいよ、気にしないで」

　健吾は、あわてて顔の前で両手を振った。

「驚おどろかしちゃった僕が悪いんだから……」

　本当は、いたずら心を出してほっぺたをつついた健吾が原因なのだが、そんなことは言えるわけがない。

　身体からだを動かした健吾の頭の上から、降り積もっていた壁のコンクリートの破は片へんがパラパラと落ちて来た。

　周りの様子を見回した健吾は、言葉を失った。

　めちゃくちゃに壊こわれた薬品棚の破片と、粉砕されたビンのカケラ、そしてひび割れたコンクリートなどが保健室じゅうに散らばっている。

　──うわ……まるで、大型トラックが突っ込んだ現場みたいだな……。

　つまり……僕が体験した今までのことは……夢だけど……夢じゃなかった、ってことなのか。

　と、そこまで考えてから、健吾は気がついた。

　薬品棚をぶち壊して、コンクリートの壁にめり込むくらいの衝撃だったんだから、すごい音や振しん動どうが伝わるはずだ。いったい何事か？　と、学校中の人が集まって来るはずなのに、誰もやって来る気配がない。

　──やっぱり、これは夢なんだろうか？

　健吾の脳内に浮うかんだ疑念を読みとったかのように、カミラ先生が笑った。

「もしもの場合を考えて、保健室全体にシールドを張っておいて正解でしたネ。シールドが無かったら、もう大おお騒さわぎデスネ。きっと、つじつまを合わせるのに、めちゃくちゃ苦労したと思いマスヨ」

　健吾は、自分がめり込んだコンクリートの壁を振り返った。

　そこにできた凹へこみは、明らかに健吾の身体より一回り大きかった。

「この保健室に張ってあるシールドは、キミの右手にインプラントされているショックシールドと同じ原理デスネ。全体を包み込んで、エネルギーを遮しや断だんするのデスヨ……個人装備のシールドには、衝撃を遮断しきれずに、神経や体組織が損傷を受けたときのために、医い療りよう用ナノマシンが内蔵してアリマス。いきなり、それを使うハメになるとは思いませんデシタ……」

　カミラ先生はそこで言葉を切ると、保健室を見回して肩をすくめた。

「いろいろ話をしたいこともあるのですケド。こんな状態では落ち着いて話もできませんデスネ。ちょっと片付けましょうネ」

　そしてカミラ先生は保健室の真ん中に進み出ると、顔の前で、ぽんぽん！　と二回小さく拍はく手しゆをして、天てん井じようを見上げて言った。

「ハーイ！　出番デスヨー！　修復お願いシマース！」

『いーぐるー！』『いーぐるー！』『いーぐるー！』『いーぐるー！』

　天井裏や、床ゆか下したから、ボイスチェンジャーで加工されたような、高い声がいくつも聞こえた。

「え？　今の声は？」

　健吾がそう言って天井を見上げたとき、天井のパネルが、いくつも、ぱかぱかとハッチのように開いた。

　天井だけではない、床ゆかにも同じようなハッチが、ぱかぱかと開いた。

　そして、そこから体長四十センチくらいの、灰色の小さな人間たちが、わらわらと現れた。

　それは、吊つりあがった黒い目を持つ、『リトルグレイ』と呼ばれる世間一いつ般ぱん的な宇宙人のイメージ、そのまんまの姿だった。

「きゃあ！」

　細香は可愛かわいい悲鳴をあげて健吾に抱だきついた。

　それを見たカミラ先生があわてて言った。

「ああ、心配しないで！　この人たちは作業員なの！　仲間デスヨ！」

「作業員？」

「ええ、私たちの痕こん跡せきを修復して消去するのが、この人たちの仕事なのデス」

　良く見ると、リトルグレイたちの中には『安全第一』と書かれた黄色いヘルメットをかぶっている者や、スコップのようなもの、掃そう除じ機きのようなものを持った者が何人もいる。

　リトルグレイたちは、まるで早送りのビデオのような速度で一いつ斉せいに動き出した。

　散らばった大きな破片を集めるもの、掃除機のような吸引装置で細かい埃ほこりを吸い取るもの、凹んだ壁かべのコンクリートにパテのようなものを充じゆう塡てんするもの、乾かん燥そう器のようなものを当てるもの。

　健吾と細香が見ている目の前で、あっというまに壁の穴はふさがれ、塗と料りようが塗ぬられ、健吾がめり込んだ凹みはきれいさっぱり無くなってしまった。

　床に散らばった破片や、砂すな埃ぼこり、そして健吾の学生服に降りかかったコンクリートの粉もあっという間に吸い取られ、元通りになってしまった。

　黄色いヘルメットをかぶって、手に図面のようなものを持っていた現場監かん督とくらしいリトルグレイがうなずくと、隣となりにいたリトルグレイが早口でなにやら言った。

　その言葉は健吾の脳内で自動的に変へん換かんされてこう聞こえた。

『再配置開始！』

　部下のリトルグレイたちは、敬礼して『いーぐるー！』と答えると、さーっと床下に消えた……と思ったら、今度はバラバラになった薬品棚だなと同じものを担かついで現れた。

　リトルグレイたちは棚を元の位置に置くと、手て際ぎわ良く中の薬品を詰つめ、健吾が引きちぎったカーテンを付け替かえた。

　すべてが元通りになるのに、三分もかからなかった。

　黄色いヘルメットをかぶった、現場監督らしいリトルグレイが、カミラ先生の前に進み出て、敬礼した。

『いーぐるー！』

　カミラ先生も、にっこり笑って敬礼を返しながら答えた。

「いーぐるー！」

　リトルグレイたちは嬉うれしそうに笑うと、さーっとクモの子を散らすように、天井裏と床下に姿を消し、ぱたん！　ぱたん！　とハッチを閉めた。

　後には、すっかり元通りになった保健室があった。

「……す、すごい」

「すごいでショー」

　カミラ先生は自じ慢まんするような口調で言った。

「彼らは、こういった作業のプロなのデスヨ。彼らは古くからこの地球で、私たち保護官の助手をやってきたのデス。

　寝ねている間に小人さんとか、妖よう精せいがやってきて、片づけをしてくれたり、靴くつを作ってくれたりする、という民話が世界中にありマスネ。あれは彼らのことなのデスヨ」

「……妖精の正体が宇宙人。それもリトルグレイだとは思わなかったなあ」

　健吾がつぶやくと、腕うでに抱きついていた細香も、こくんとうなずいて、小さな声で答えた。

「ええ、びっくりしました……」

　そう答えた後で、細香は自分が健吾の腕に抱きついていたことに気がついたのだろう、目を丸くして健吾から飛び離はなれた。

「あ……ごめんなさい！」

　真っ赤になって下を向く細香を見て、健吾はあわてて首を振った。

「いや、迷めい惑わくとかそんなことないから、安心して……というか、えーと、なんと言えばいいんだろう……カミラ先生から事情は聞いているよね？」

　細香は真っ赤な顔のまま、こくん、とうなずいた。

　その仕草を見たとき、健吾の記き憶おくの中にある小学校の図書室にいた頃ころの細香と、目の前にいる細香が重なった。

　健吾は笑いながら話しかけた。

「小学校の頃のこと、覚えてる？　僕が図書室で君に話して聞かせた物語……」

「はい、覚えています……すごく面おも白しろかった……です……」

　健吾は、あらためて嬉しそうに微笑ほほえむ細香の顔を見た。

　──気がつかなかったけど、きっとあの頃、僕はこの子に救われていたんだ。

　誰だれからも相手にされない僕を、この子は信じてくれた。僕の話を真しん剣けんに聞いてくれた。彼女がいたから、耐たえられたのかもしれない。切り捨ててしまいたいくらい恥はずかしい過去だけど、あれだって、僕の歴史なんだ。

　健吾と細香の会話を聞いていた、カミラ先生が、笑いながらうなずいた。

「小学校のときと逆デスネ。魔ま法ほうが使えるのは細香ちゃんで、健吾クンはそれを見ているだけデスネ。でも細香ちゃんは力を手に入れたけど使い方がわかりませんネ。それを教えるのは健吾クンの役目デスネ。健吾クンは、責任重大デスヨ」

「教えるって……どうやって？」

「細香ちゃんの潜せん在ざい的エネルギーを、どんな形で放出するか、そのイメージを指示してあげるのデスヨ。それを考え出すのがキミの仕事デスネ」

　健吾は面めん食くらった。

「僕が考え出すって言われても、そんなこと考えたこともないし……どうすればいいんですか？　何か、マニュアルというか、参考書のようなものは？」

　カミラ先生は首を振った。

「いいえ、この戦い方にはマニュアルも教科書もアリマセン。なぜなら、こんなことは今までに無かったからデスネ。これから先の戦い方は、すべてキミが考え出す必要があるのデス」

「ええっ!?」

「安心しなさい。ちゃんとしたマニュアルや参考書はアリマセンが、それの代わりになるものが、あなたの脳内にちゃんとありますデスヨ」

「僕の……脳内？」

　ぽかん、と口を開けた健吾に、カミラ先生は勇気付けるように微笑んだ。

「ソウデス、キミの脳内にある『物語』こそが、マニュアルであり、参考書デスネ。たとえば、思念エネルギーを熱量に変へん換かんし、高熱のプラズマのボールを作り出し、それを相手にぶつける、とかそういう戦い方デスネ。これを回りくどく言うのではなく、脳内に浮うかんだイメージとして細香ちゃんに伝えるのです」

　健吾は、カミラ先生の言葉を復唱するようにつぶやいた。

「……熱量で作ったプラズマのボール……つまりファイヤーボール、ってことですか？」

「そうそう。そういう言葉で、細香ちゃんに具体的なイメージを教えてあげるのデスヨ」

　カミラ先生はうなずくと、細香に向き直った。

「細香ちゃんは『ファイヤーボール』って言葉で、どんなイメージが浮かびマスカ？」

「え？　あ、はい、こう、火の球を手のひらに浮かべて、それを投げつける……みたいな」

　そう言って両手の手のひらを上に向けた。細香の髪かみの毛がふわっと浮き上がり、額から伸のびる前髪がひと房ふさほど、すうっと白く変わった……と思った次の瞬しゆん間かん。

　その手のひらの上に、ゆらり、と何かが揺ゆらめき。

　そこにオレンジ色に輝かがやく、二つの火の球が出現した。

　ぼうん！

「きゃあああ！」

　細香は悲鳴を上げると、手のひらに浮かんだ火球を、そのまま床ゆかに放ほうりだした。

　火球は床の表面のビニルタイルを一瞬で蒸発させ、その下のコンクリートをガラス化させ溶とかしはじめた。

　ずぼぼぼぼぼぼ！

　迫はく力りよくのある沸ふつ騰とう音のような音と、物が燃える臭においがあたりに充じゆう満まんする。

「あらあら、まあまあ、これは大変！」

　カミラ先生は、ちっとも大変そうじゃない口調でそう言うと、再び手を叩たたいた。

「おねがいシマース！」

　再び、部屋のあちこちから返事が返って来た。

『いーぐるー！』『いーぐるー！』『いーぐるー！』

　ぱたぱたと開いたハッチから、消防服に身を固めたリトルグレイたちがわらわらと出現した。と思ったら、床の火球に、なにやら冷れい凍とう光線のようなものを照射して消しよう滅めつさせ、後ろに控ひかえていた作業服の一団が溶けた床のコンクリートを充じゆう塡てんし乾かわかして、再びビニルタイルを張って、その上にポリッシャーをかけて他ほかの部分と見分けがつかないようにした。

『いーぐるー！』

　そう言って敬礼して姿を消すまで、この間、わずか一分の早はや業わざだった。

「……すげえ」

　そうつぶやいた後で、健吾は不安になった。

　──あのリトルグレイたちが働いてくれるのは、この学校の中だけなんだろうか？　僕や細香が学校以外の場所で……たとえば家の中とか、コンビニとかでなにかとんでもないことをしでかしたらどうなるんだろう？

　健吾の表情からその不安がわかったのだろう、カミラ先生が笑って言った。

「彼らは学校の外でも活動していマスネ。この上所地区全体が彼らの仕事場デス。あなた方も子供の頃ころカラ彼らをずっと見てきたはずデスヨ」

　健吾と細香は、思わずお互たがいの顔を見合わせた。

「君は、見たことある？」

「ありません……センパイは？」

　細香の髪の毛は普ふ通つうの色合いに戻もどっていた。

「僕だって無いよ。あったらもっと大おお騒さわぎしてるはずさ」

　二人の会話を聞いていたカミラ先生は首を振ふった。

「あの姿のまま活動しているわけがありマセン。当然、怪あやしまれないように偽ぎ装そうしてイマス」

「偽装？」

「ええ、ソウデス。地球上に棲せい息そくしている生き物になりすましているのデス」

　──生き物？　鳥かな？

　健吾はそう考えたが、すぐにその考えを取り下げた。

　──確かに鳥はどこにでもいる。スズメやハトはどこにいても違い和わ感かんが無い。でも、サイズ的に無理がある。リトルグレイたちの身長は四十センチほどだ。そんな大きな鳥がうろうろしていたら目立ちすぎる。

　そこまで考えたとき、細香がつぶやくように言った。

「もしかしたら……ネコですか？」

　健吾の脳のう裏りに、リトルグレイが着ぐるみのようにネコの毛皮をかぶっている光景が浮かんだ。

　体長はほぼ同じくらいで……街中にいても目立たない……。

「そうだ！　ネコだ！　ネコに違ちがいない！　そうでしょう？　カミラ先生」

　カミラ先生はにっこり笑って、小さく拍はく手しゆした。

「はい正解デスネ。リトルグレイたちは、外で活動する時はネコの恰かつ好こうをしていマスネ。ネコなら誰だれも不思議に思いマセンネ。情報が漏もれていないかどうか、風評とか、そういったものを探さぐるために、家の中に入りこんでも怪しまれないのはネコだけデスネ」

「確かに、家ネコならリビングルームとかで人の話も聞けるよなあ……」

　健吾の言葉を聞いた細香が、はっ、と目を見開いた。

「そういえば、子供の頃おばあちゃんの家で飼っていたミケが、二本足で人間みたいに立って歩いたのを見たことがある！　私が見ていたことに気がついたら、すごく気まずそうな顔でどっか行っちゃったけど……」

「細香ちゃんのおばあちゃんの家ってどこデスカ？」

「下しも郷ごうです。恵方観音の裏手です」

　カミラ先生は、しばらく考えていたが、やがて、ぽん、と手を打った。

「ああ、おそらくＲ十八号ですね。彼は少々うっかりさんなところがありましたから……化ばけ猫ねことか猫ねこ又またとか、ネコにまつわる妖よう怪かい話や民話は、彼のようなうっかりさんが目もく撃げきされてしまったことが原因でしょうネ。

　リトルグレイは夜になると、公園や空き地、駐ちゆう車しや場じようなどに集合して、そうやって各家々で集めた情報を交こう換かんすることになっているのですよ」

「……知らなかった。ネコの集会って、リトルグレイの情報交換だったんだ……」

「本物のネコも、集会開いていますけどネ」

　そう言った後で、カミラ先生はちょっと真ま面じ目めな顔になって、健吾と細香を見た。

「……と、いうワケで、学校以外の場所でも、私たちはあなた方をサポートしてイマス。何か助けが欲しい時は『いーぐるー』と言ってください。彼らが、たちどころに駆かけつけて、短時間の時間操作と、正常化バイアスのコントロールによる記き憶おく操作で、あっという間に問題を片付けてくれマスネ」

　健吾はカミラ先生の話の中にあった『時間操作』という言葉に驚おどろいた。

「すごい！　宇宙人の人たちってタイムマシンを持っているんですね！」

　カミラ先生は、え？　という顔になった。

「いいえ、持っていまセンヨ？　過去と未来を自由に行き来できるのなら、そもそも細香ちゃんがこんな目に遭あいませんネ。事故が起きる前の時間に行って事故を防げばイイのです」

「あ、そうか、そう言えばそうだよな……じゃあ、時間操作ってのは？」

　健吾の質問を聞いたカミラ先生は、ちょっと困ったような顔で考え込んだ。

「うーん、原理を説明すると難しくなるのデス……わかりやすくたとえると、この世界の中に、時間の流れ方が違う次デイ元メン外シヨ泡ン状バ空ブ間ルと呼ばれる空間を一時的につくりあげてしまう。ということデスネ。

　過去から未来に時間が流れている廊ろう下かの途と中ちゆうに、時間の流れ方が違う小部屋を作るようなものデスネ。その部屋に入っている間の時間は、廊下で流れている時間とは別物デスネ。だからこの部屋で時間が過ぎても、廊下の時間は動いていませんネ。

　部屋から出れば、元の時間にもどりマスネ」

「ああ、そうか！　マンガに出てきた『精神と時の部屋』だ！　その部屋に入って一年間修しゆ行ぎようしても、部屋の外では一日しか時間が過ぎていない、という……」

「そうデスネ。それの、もっと短時間で、小規模のものだと思ってクダサイ。この世界の一秒足らずの時間を、その部屋の中では四十五分程度に引き伸のばすことができるノデス」

　カミラ先生はそこで言葉を切ると、いたずらっぽく笑って付け足した。

「あのリトルグレイたちの手て際ぎわのよさと、四十五分という時間があれば、大たい概がいのアクシデントは切り抜ぬけられマスネ。そうは思いマセンカ？」

　健吾は、さっき目の前で見た、リトルグレイたちの保健室の修復作業を思い出していた。

　──あれだけの作業をたった二、三分でやってのけてしまうんだ。四十五分もあったら、学校全体を建て直すくらいやれそうだ。

　健吾と細香の顔に納なつ得とくの色が見えたのがわかったのだろう、カミラ先生は、にっこり笑ってうなずいた。

「しかし、ディメンションバブルも万ばん能のうではアリマセン。すごいエネルギーを消費しますので、連続使用は出来ません。エネルギー蓄ちく積せきに最低でも三時間は必要デスネ。あと、範はん囲いも限界がアリマス。この保健室くらいのサイズの空間で四十五分がギリギリで、それより拡大すると、どんどん時間が短くなっていきます。ですから、私たちの存在を知られないために、どうにも説明のつかない事態になった時だけ、これを使います。ディメンションバブルは最後の手段だと思って下さい」

　健吾と細香がうなずいたのを見て、カミラ先生は、ぽん！　と手を叩たたいた。

「ハイ！　では、今日のところは、これくらいにして、二人ともおうちに帰りましょうデスネ。そろそろ下校時刻デスヨ」

「えっ？」

　健吾と細香は、思わず同時に声を上げてしまった。

「家に帰っちゃって大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「だって、私にはものすごい力があるって……でも、私、どうしていいかわからないし……」

　泣きそうな顔になっている細香を見て、カミラ先生は屈くつ託たくのない笑い顔で答えた。

「ああ、そのことデスネ。安心して下さい、細香ちゃんの『能力ちから』には、深層催さい眠みんでしっかりとロックが掛かかっていますから大丈夫デスヨ。気にしないで、そのままごく普ふ通つうの生活ができマスネ」

「……さっき、壁かべにめり込んだんですけど」

　不安そうにつぶやいた健吾の顔を見て、カミラ先生はあわてて顔の前で手を振ふった。

「ああ、アレね。あれはまあ、深層催眠も効かないくらい深いところで驚いちゃったからなのデスヨ。気がついたら目の前に、あこがれの先せん輩ぱいがいたら、そりゃあ驚きマスヨ。乙女おとめのハートはドッキドキ！　デスネ。そうでしょ？　細香ちゃん」

「…………はい」

　細香は耳の先まで真っ赤になって下を向いたまま、小さくうなずいた。

「と、いうわけで、心配いりませんデスネ。キミが驚かせない限り、無モウ問マン題タイデス」

「わかりました」

　健吾が頭を搔かきながらうなずいたとき、細香は何かに気がついたように目を見開いた。

「あ、いけない！　自転車……」

「大丈夫デスネ。ちゃんと持ってきて修理してありマス。自転車置き場に置いてありマスヨ。んでもって、ついでに細香ちゃん用にちょっとだけ改造してありマス」

「改造？」

「ええ、見た目は同じですが、細香ちゃんが、とっさのときに思わず『能力』を使っても壊こわれないように、イロイロ補強してありマスネ。攻こう撃げき力といい、耐たい久きゆう力といい、おそらく地球上で最強の自転車だと思いマスヨ」

「ちょっと待って下さい、カミラ先生！　今、さらっと言いましたけど、その攻撃力って何なんですか、攻撃力って！」

　健吾のツッコミを受けたカミラ先生は、にっこり笑った。

「ええ、それはまあ、イロイロあるのですよ。陽電子砲ほうとか、電磁パルス発生装置とか……詳くわしいことはおいおい、教えますデスヨ」

「そういう物ぶつ騒そうなものの扱あつかい方は、今教えてあげて下さい！」

「心配いりまセンネ。細香ちゃんと同じで、今はちゃんと安セー全フ装テ置イが掛かっていマスネ。それを外さない限り、ふつーの自転車と変わりませんネ」

　カミラ先生はそう答えた後で、健吾の顔を見て微笑ほほえんだ。

「ちゃんと細香ちゃんのことを気き遣づかってくれるのデスネ？　先生は嬉うれしいデスヨ」

「え？　いや、それはあたりまえって言うか、その……先輩として当然って言うか……」

「ふーん、先輩として当然……デスカ……」

　カミラ先生が、何か言いたそうな目で健吾を見たとき、校内に下校時間を知らせるドボルザークの『新世界から』第二楽章が流れ始めた。保健室の外はもうすっかり日が落ちて、夕ゆう闇やみに包まれた街には街灯が光っているのが見える。

「……まあ、今はそういうことにしておきましょう、デスネ。さあ、下校時間デスヨ。出入り口が閉められちゃう前に帰るデスヨ。外もすっかり暗くなってマスネ。キミは細香ちゃんを家まで送って行ってあげなさい。女の子をエスコートするのは男の子の役目デスヨ」

　カミラ先生の言葉を聞いた細香は、あわてて首を振った。

「いえっ、そんな！　結構です！　私なら大丈夫です！　だって私、すーぱーがーるになっちゃったんですから！」

　細香の言葉を聞いたカミラ先生は、細香に向かって右手の人差し指を立てて、それを振りながら言った。

「ノーノー違ちがいマスネ。話を聞いていましたか？　あなたの『能力ちから』は、封ふう印いんされてイマス。健吾クンの承しよう認にんが無ければ使えませんデスヨ。一人のときのあなたは、ごく普通の中学生の女の子デスネ。一人で帰らせるわけには行きマセン」

　カミラ先生はそこで言葉を切ると、健吾に向き直った。

「つまり、彼女の行動についてはキミが責任を持つのデスヨ」

　健吾は目を見開いた。

「え？　責任？」

「ええ、そうデスヨ、私はちゃんと確認しましたデスヨ。キミはちゃんと自分で言いましたデスネ、『その承認者とやらの責任は僕が持ちます』と」

　健吾は思い出した。

　──言った。確かに僕はそう言った。

「……わかりました、彼女のことは僕が責任を持ちます」

　カミラ先生は、うんうん、とうなずいた。

「私が見込んだだけのことはありマスネ！　細香ちゃんをしっかり家までエスコートしてあげて下さい……。じゃあ、二人とも、また明日デスネ！」

　そう言ってカミラ先生は、保健室の入り口を開けた。

「はい、わかりました……じゃあ失礼します」

「いろいろお世話になりました」

　頭を下げた細香を見て、カミラ先生が笑いながら答えた。

「……過去形じゃないのよ？」

「え？」

「いえ、気にしないデ。これからいろいろ教えることもあるからってコト。細香ちゃんの『能力』は、このあと一年以上は続くってことナノデ、健吾クンはしっかり面めん倒どう見てあげてネ！」

　カミラ先生はそういって微笑むと、二人を送り出した。

　健吾と細香が、昇しよう降こう口まできたとき。

　廊ろう下かの向こうから、りん！　とした女の子の声が響ひびいた。

「下校時間です！　あなたたち、早く帰りなさい！　って……最上君？」

「げ、衣きぬ笠がさ！」

　廊下の暗がりの中から、昇降口の蛍けい光こう灯とうの下に姿を見せたのは、髪かみをショートボブにした、活発そうな女子生徒だった。

　彼女の名前は衣笠初はつ恵え。この上所中学校の生徒会長であり、健吾のクラスメイトでもある。

　成績優ゆう秀しゆうで面倒見がよく、それなりに整った顔立ちの彼女は、生徒たちからの信望も厚い。本人は、いたって生き真ま面じ目めであり、浮ういたウワサも無いことから、下級生の女子生徒の間にはファンクラブまであるらしい。

　実際に今年のバレンタインデーでは、下級生のみならず、卒業を控ひかえた三年生の女子からもチョコレートをいくつも貰もらったが、それをつき返すようなことをせず、ホワイトデーに一人一人に心のこもったお返しを渡わたしたため、さらに人気が上がったのだ。生徒会長選挙では推すい薦せんされて立候補したものの、あまりの支持率に対たい抗こう馬ばが出ないまま、無投票で生徒会長になったという才さい媛えんである。

　その一方で、小学校の頃ころからなぜか健吾を目の敵にする、健吾にとっての天敵とも言うべき女の子であった。

　その初恵は、健吾の反応を見て眉まゆを吊つり上げた。

「げ、とは何よ……失礼ね。ん？　そっちの子は？」

「あ、ど、どうも」

　細香が、あわてて、ぺこり、と頭を下げる。

「あなた一年生ね。お名前は？」

「あ、えと……神通細香、です」

　初恵は詰きつ問もんするように言った。

「新一年生は、クラブ活動も無いはずです。こんな時間まで何をしていたんですか？」

「え……えと……」

　細香は視線をさまよわせると、そのまま顔を真っ赤にしてうつむいた。

　まさか、保健室で健吾と同じベッドに寝ねていました……なんて言えるわけがない。

　健吾は助け船を出そうとして、二人の会話に割って入った。

「おい、衣笠。そんなきつい言い方しなくてもいいだろ」

「私は、何も……って。え？　この子、最上君の知ってる子なの？」

「知ってるって言うか、防衛委員だよ。一年Ｂ組の神通細香さん……今日は第一回の会合があったから、それで……」

「ふーん、防衛委員会ねえ……」

　初恵は疑わしそうに、健吾と細香の顔を見比べた。
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　別に怪あやしい理由があったわけではない。ただ、健吾が背中でかばうようにした時に、細香が思わず顔に浮かべた、ほっとしたような、うれしそうな、はにかんだ表情が初恵の意識に引っかかったのだ。

　──怪しいわね。あの表情は、何か共通の秘密を持っているって感じだった。

　でも今日は、防衛委員とか美化委員とかの、委員会の初顔合わせが行われていたのは間ま違ちがいないわ。生徒会役員も放課後集まって会議を開いていたし、各委員会の議事録もちゃんと私のところに……って、そう言えば防衛委員会は……。

　疑問の根こん拠きよを見つけた初恵は、優位に立ったような表情を浮かべて聞いた。

「でも私、だいぶ前に防衛委員会の議事録を受け取ったんだけど？　それも副委員長の名取君から……委員会の会合は終わってるわよね、とっくに……それからふたりで何をしていたの？」

「えーと、それは、ほら……」

　今度は、健吾が言葉を探して視線をさまよわせる番だった。

　──まさか、細香ちゃんが空そら飛とぶ円えん盤ばんにはねられて死んじゃって、スーパーガールとしてよみがえったんだ、なんて言えるわけが無い。

　ましてや、こいつは……。

　健吾の脳のう裏りに、小学校の頃の初恵の記き憶おくがよみがえった。

『あんた、バカじゃないの？　何が魔ま法ほうよ！　何が前世よ！　笑っちゃうわ！』

『私が言いたいのは、現実を見ろってこと！　いい？　人間は魔法も使えないし、前世の記憶も無いの。天使も悪あく魔まもハルマゲドンも、なにもかもあんたの頭の中にしかないの！』

『学校に来てまで、人前で語るなって言ってんの！　家に帰って一人でやんなさい、そういう恥はずかしいことは！』

　初恵は健吾の天敵だった。

　健吾がなにやらそれっぽい言葉をつぶやくと、初恵が聞きつけてケンカを売り、健吾が受けて立つ。

　どちらも弁が立つし、頭の回転も速いので、周りの人間が口を挟はさめないほどの激しい口げんかバトルが教室や図書室で繰くり広げられたものである。

　答えられない健吾の様子を見て、初恵の形の良い眉が、すっと寄った。

「……もしかして……人に言えないことでもしてたの？」

「いや、そうじゃなくて！　えーと、ほら、これにはちゃんと理由があって、別におかしいことは何もないんだ。特に何がどうとか、そういうことではなくて。これから説明するから聞いて欲しいわけで……」

　健吾が考える時間を稼かせぐために、わざとゆっくり口調になる。が、これは逆効果だった。初恵は健吾のそうした癖くせを知り尽つくしている。

「じゃあいいわ、最上君じゃなくて、そっちの子に聞くから」

「え？　あ、いや、神通さんは関係ないだろう？」

「君には聞いてないの！」

　初恵は、ぴしりと言うと、細香に向き直った。

「神通さん！」

「は、はい」

「どこにいたのか、言いなさい！」

　生徒会長の威い厳げんを込めて、きっちりと言われた言葉に、気の弱い細香は耐たえられなかった。

「ほ、保健室です……」

　細香の言葉を聞いた初恵は目を見開いた。

「保健室？　保健室で何をしていたのよ！」

　返答次し第だいでは、ただではおかないぞ、という剣けん幕まくで初恵が問い詰つめたそのとき。

　健吾と細香の立っている廊ろう下かの後ろの方から、緊きん張ちようをほぐすような、柔やわらかい大人の女性の声が聞こえた。

「それは、細香ちゃんが貧血で気分が悪くなったからデスヨ」

　声の主はカミラ先生だった。

「何やら修しゆ羅ら場ばッポイ声が聞こえてきたので驚おどろきまシタ。生徒会長の衣笠サンは、何をそんなにエキサイトしてるんデスか？」

　にっこり笑う、金きん髪ぱつの美人養護教きよう諭ゆに、毒気の抜ぬかれた顔で初恵が聞いた。

「え？　じゃあ、保健室にはカミラ先生も、いたんですか？」

「養護教諭が保健室にいるのは当たり前デス。まさか衣笠サンは、健吾クンと細香ちゃんがふたりきりで保健室にいたと思っていたのデスか？」

　正直言うと、そう思っていた。

　一いつ瞬しゆんとはいえ、頭の中を過激な展開が駆かけめぐっていた。

　それを自覚したのだろう、初恵は口ごもった。

「あ、いえ。それは……」

「細香ちゃんが気分が悪いというので、私が面めん倒どうを見ました。落ち着いたようなので、健吾クンに家まで送るよう、お願いしたのデス」

「そ、それなら、そう言ってくれれば」

「お前が聞く耳もたなかっただけじゃないか」

「うるさいわね！」

　口げんかに発展しそうになったところで、カミラ先生が笑いながら間に入った。

「ハイハイ、続きは明日にして、もう帰りなサイ」

「分かりました。失礼します」

「し、失礼します」

　カミラ先生に頭を下げて小走りに下げ駄た箱ばこへ向かう健吾と細香を見て、初恵は思った。

　──何か、ひっかかるわね。

　どこかおかしい。挙動不ふ審しんだ。そして何より。

　──なんだか、ムカツクわ。

　その気持ちは、カミラ先生たち保護機構の正常化バイアス増ぞう幅ふく装置でも止められないタイプの疑ぎ惑わくだった。




　健吾たちを見送って保健室に戻もどってきたカミラ先生は、自分の定位置である執しつ務む机の前に座って、ふう、と大きくため息をついた。

　その顔からは、健吾たちに見せていた微笑ほほえみが、すっかり消えていた。

「あの子たちの力に頼たよらなくちゃならない。そんな時が来てほしくはないわね……でも状じよう況きようは予断を許さないわね」

　カミラ先生がそう言って手元のコントロールスイッチのボタンを押すと、目の前の机の上に、ふっと、警察官の制服を着た四十歳くらいの、がっちりとした体格の男が浮うかび上がった。

　それは、この上所地区を管かん轄かつする楢山警察署上所温泉駐ちゆう在ざい所しよの大おお淀よど警部補だった。彼もまた宇宙人で、カミラ先生と同じく地球の保護官である。

　大淀警部補はカミラ先生に敬礼したあとで、心配そうな顔で聞いた。

『彼女の容態はどうだ？』

「あの子の処置は終わりました。記き憶おくも修復してあるわ。おそらく事故のトラウマは残らないでしょうね」

『そうか、それは良かった……』

　カミラ先生は、ほっとしたような表情を浮かべた大淀警部補をにらんだ。

「でもあなたが行った、誤った処置についてはどうしようもありません。体内に注入されたエキソイドナノマシンが機能を停止するまで、あの子は歩く爆ばく弾だんのままです……あなたともあろう人が、こんなミスをするなんて……」

　立体映像の大淀警部補は、カミラ先生に向かって片手を立てて、拝むように頭を下げた。

『すまん！　それについては弁解のしようがない！　文句や小言は、後でいくらでも聞く！』

「そんな地球人チックな仕草で謝罪の意を表しても、とんでもないミスに違ちがいはありませんよ？」

『いや、まあ、たしかにそうだ。そうだが……まさか追つい跡せきしていた不法侵しん入にゆう者しやから、あれほど強力な中和ビームの直ちよく撃げきを受けるとは思わなかった。展てん帳ちようしていたセーフティフィールドが中和され、彼女とダイレクトに衝しよう突とつしてしまったのは不運な偶ぐう然ぜんとしか言いようが無い。

　ましてや彼女が、あのナノマシンで思念臨界反応を引き起こす因子を持っているとは夢にも思わなかった……いわば不運のダブルパンチだ。そこまで予測して動けと言われても、それは無理だと言わざるを得ない』

　カミラ先生は、不満げにうなずいた。

「確かに、そこまでの偶然を予測しろとは言いません。あなたが取りうる最善の措そ置ちを取ったことも認めます。しかし、結果は結果です。今求められているのは、いかにリカバリーするか、ということです」

　大淀警部補はうなずいた。

『わかっている。彼女のことについては、すまんが、あなたに任せるしかない。私は悪質な不法侵入者を追い掛かけて、なんとしてでも確保しなくてはならない。

　今回の不法侵入者は、流れ者や借金取りから逃にげてきた債さい務む者しやのようなシロウトではない。あの中和ビームの出力から見て、間ま違ちがいなく職業的犯罪者だ。

　あいつを野放しにしたら、この上所地区の人に犠ぎ牲せい者しやが出る！　それだけは何としてでも阻そ止ししなくてはならん！　それは、この上所温泉駐在所の警察官という地球人の立場でも同じことだ。警察官としての立場をフルに利用して、不法侵入者を探し出すつもりだ。

　この件については、すべて私が責任を持つ！　よろしく頼たのむ！』

　大淀警部補はカミラ先生に敬礼をして、そのまますっと消えた。

　立体映像が消えた机の上に目を落としたカミラ先生は、健吾たちには見せなかった厳しい表情で小さくつぶやいた。

「……ブラックマーケットが本ほん腰ごしを入れて動き出したってことね……」







[image: 第四章　四次元からの侵略者]




　夕ゆう闇やみの迫せまる街の中を、健吾は自転車を押している細香と並んで歩いていた。

　四月に入ったこの季節。日が落ちても外の空気はさほど冷えていない。

　校門を出てから二人とも黙だまったまま歩道を歩いていた。




　──何から話せばいいんだろう？

　健吾も細香も、そんな事を思っていた。

　話題がないわけではない。逆に、話すべきことが多すぎた。

　健吾の足音と、細香の足音と、自転車のカラカラという音だけが響ひびいている。

　細香は一いつ生しよう懸けん命めい考えていた。

　──ええと……な、何か話さなくちゃ、何か何か……。

　でも……私から話しかけて、出しゃばりとか、おしゃべりでウザイ子とか思われたらどうしよう……。

『何か話さなくちゃ』と『うざい子と思われたらどうしよう』との間を意識が行ったり来たりしているうちに、細香の歩みは健吾よりも少し遅おくれ出した。

　歩ほ幅はばが小さい上に自転車を押しているのだから無理もない。

　──あ！

　細香は、あわてて足を速めた。




　その時、健吾もまた一生懸命考えていた。

　──ええと……な、何か話さないとな、何か何か……。

　僕から話しかけた方がいいんだろうけど……小学校の頃ころの思い出話とかになったら、僕は死にたくなるに違ちがいない。っていうか、死ぬ。

　でもそれに触ふれないわけにも……なあ。

　さっきから『何か話さないとな』と『小学校の時の話になったらどうしよう』とで揺ゆれ動いていた。

　歩幅が大きい上に自転車を押していない健吾は、細香よりも少し前に出てしまったことに気がついた。

　──あ、いけね……。

　健吾は少し歩みを遅おそくした。

　追いついた細香は、自分が速く歩いただけではなくて、健吾が歩みを遅くしてくれたのだと気がついた。

　──やっぱり優やさしいな、最上センパイ。

　小学校の時、自分に話しかけてくれた時のことを思い出しながら、細香は思った。

　──中学に入ったらこんな風に、って思ってたけど、こんなにすぐに叶かなうなんて思わなかった……。

　その時には、いろんな事を話したいと思っていたのに、なかなか話し出せない自分が、もどかしかった。

　健吾は、細香が横に並んだのを見て、少しほっとした。

　──体が小さいと、歩くのも遅いのかな。

　ちらっと隣となりを歩く小こ柄がらな細香の身体からだに目を移した健吾の脳のう裏りに、小さくて、なだらかで、つやつやな、モザイクがかかる前に見た細香の裸はだかが浮うかんだ。

　──いけない！　何を思い出しているんだ、僕は！

　健吾の顔に、さっと赤みが差した。




　てくてく、てくてく、からから。

　なかなか話すきっかけを見つけられないまま歩いていた細香は、ふと気が付いた。

　──そうよ、こういう時は、季節や天気の話題から入ればいいって、この前テレビで言ってたわ！　確かその後、ええと、あとは若い人同士でごゆっくりってなるのよ！

　細香は、何か勘かん違ちがいしているような気がしなくもなかったが、思い切って話してみることにした。

　その頃、健吾もまた同じようなことに気がついていた。

　──そうだ、こういう時は、季節や天気の話題から入ればいいって、この前テレビで言ってたぞ！　確かその時、ええと、政治と野球の話はしちゃいけないんだよな！

　健吾も、何か勘違いしているような気がしなくもなかったが、思い切って話してみることにした。

　──よし！　さりげなく、さりげなーく……！

　二人は同時に顔を上げて話し始めた。

「あたたかくなりましたね……」

「あたたかくなったよね……」

　そして、お互たがいに言葉に詰つまった。

　気まずい空気が流れる。

　──あああ、どうしよう！　せっかく最上センパイが話しかけてくれたのに、その出端をくじくようなことを言っちゃうなんて！　ばか！　細香のばか！

　──あああ、どうしよう！　せっかく細香ちゃんが話し始めたのに、その出端をくじくみたいに話しかけちまった！　僕はバカだ！　大バカだ！

　──何か話さなくちゃ！　今、最上センパイは、何て言った？　えと、えと、そうだ、あたたかくなったって言ったよね、何て返せばいいんだろう？　あたたかくなったって、ことは。えーと……。

　頭の中が、パニックに陥おちいった細香の口から出た言葉は、

「やっぱり温泉があるからですよ！」

　というものだった。

　──うぇええええん！　言うつもりじゃなかったのに！　こんなこと言うつもりじゃなかったのに！

　一方、その言葉を聞いた健吾は混乱した。

　──なんだ今のは？　あたたかくなったのは温泉があるからって……ボケか？　ボケなのか？　僕はツッコまないといけないのか？　なんてツッコめばいいんだ？　オーソドックスに『んなアホな！』でいいのか？　それとも『いいかげんにしなさい！』の方がいいのか？

　どう答えていいのかわからない、という顔になった健吾を見て、細香はあわてて首を振ふった。

「あ、いえ、そうじゃなくて！　あの……宇宙人のことが……その……あああ、こんなこと言うつもりじゃなかったのに！」

　その細香のパニックぶりを見て、健吾は思わず声を上げて笑った。

「ははは、そうだよね、いろんなことがありすぎて、頭の中がパニックだよね」

　──うわあ、笑われた。笑われちゃった！　ダメだ、私もうダメだ。きっと変な子だって思われた！　人生終わった！　まだ十二年しか生きてないけど、私の人生は今日で終わったんだ……。

　細香の気分は、どすん、と深海の底に沈しずんだ。

　頭の周りに、深海魚のリュウグウノツカイが泳ぎ回っているような表情になった細香に、健吾は気がつかなかった。

「えーと、さっき、保健室の話の続きなんだけど……君は小学校の頃ころのこと覚えている？　ほら、僕が小学校六年生の時、小学校の図書室で僕の話を毎日聞きに来てくれたよね？」

　健吾の言葉を聞いたとたん、細香の頭の周りを泳ぎまわっていたリュウグウノツカイは、あっという間に消し飛んだ。

　細香は顔を上げると、救われたような顔で微笑ほほえんだ。

「あ、あの、はい、覚えています！　私、あのお話……大好きでした！　一人のときもずっとあのお話を考えていたんです。センパイと一いつ緒しよに冒ぼう険けんする物語とか……」

　そう言った後で、細香はあわてて頰ほおを押さえた。

「うわ！　私ってキモイですよね……人の作った物語に自分を参加させたりして……」

　健吾はどこか引きつった笑いを浮うかべながら、うなずいた。

「いや、そんなこと無いよ、ありがとう。あの頃、僕の考えた呪じゆ文もんとか魔ま法ほうの話とか、聞いてくれたのは君しかいなかったんだよ……。

　でも、僕もドジだよなあ……君が小学校の図書室で出会った、あの『さやか』ちゃんだって気がつかなかったなんて。小学校の時のイメージは、ひらがなの『さやか』だったから、漢字で『細香』って書いてあった名めい簿ぼを見ても、ピンとこなかったんだけど、そんなのって言い訳にもならないよね」

「え、えっと……細香って、竹のことなんです！」

「え？　竹？」

「ええ、竹の林がありますよね。あの上を風が渡わたって行くときに、さやさやと立てる音……その音を香かおりにたとえて呼ぶときの言葉なんだそうです……細香って」

　そして、細香は恥はずかしそうに笑った。

「……なんか、名前負けしてますね……私」

　そのとき、春の夜風が、ふわっと細香の長い黒くろ髪かみを撫なでて通り過ぎた。

　そこから匂におうほのかな香りを嗅かいだ時、健吾の胸の中で何かが腑ふに落ちた。

　──音を香りにたとえるなんて、僕は今の今まで考えたことも無かった……でも、そういう考え方もあるんだ。こういうのを感性っていうのかもしれない。

　健吾の目の前にある、自転車のハンドルを持つ細香の指先は、細く白く、まるで人形の指先のように見えた。

　──こんな小さな細い女の子が、スーパーガールになっちゃったなんて信じられないな。

　今でも心のどこかで、これは夢だ！　って声が聞こえるような気がする。でも、夢じゃないんだよな。

　この子の秘密を知っているのは僕だけだ。それって責任重大だよな。

　健吾は、ゆっくりと深呼吸して、そして言った。

「……詳くわしい話は、カミラ先生から聞いているよね？」

「はい……夢の中みたいなところで、ずーっとカミラ先生の授業を聞いていたような気がします……これは本当のことなんだ、ってわかっているんですけど、まだ心のどこかで信じられないみたいな……そんな気持ちです」

「そうだよなあ……信じろって言う方が無理だよな……」

　健吾は立ち止まると、細香の顔を見つめて、そして言葉を続けた。

「僕も正直、何をしていいのかわからない。でも、頼たよりないかもしれないけど、僕を信じてくれ。僕は君の先せん輩ぱいとして、できる限りのことをするつもりだ」

「はい、ありがとうございます！」

　細香は嬉うれしそうにうなずいた。

　街灯の下に立つ二人を、塀へいの上に座り込んでいる茶トラ模様のネコが一いつ匹ぴき、じっと見つめていた。




「やっぱり、健吾クンを承しよう認にん者として選んだのは大正解！　こっちは問題なさそうだわ」

　パソコンデスクの前に座って、液えき晶しようモニターにネコの視線で映し出される健吾と細香の映像を見ていたカミラ先生が満足そうにうなずいた。

　そこは、カミラ先生が借りている上所温泉の温泉街から少し裏手に入ったあたりに建つ鉄筋三階建ての賃ちん貸たいマンションの三ＬＤＫの一室だった。

　中学校での仕事を終えた後、家に帰ってきたカミラ先生は、部下のリトルグレイに命じて、健吾と細香の様子を液晶モニターに中ちゆう継けいさせていた。

　何もなければいいのだけど……という老ろう婆ば心しんからの行動であり、決して覗のぞき趣しゆ味みではない。とはいえ、二人のもどかしげな会話を聞いていると、ニヤニヤしてしまうのは抑おさえられない。

「うーん、いいねえ……青春してるわねえ……」

　カミラ先生が、思わずつぶやいたとき。目の前に大淀警部補の映像が浮かび上がった。

　その浮かぬ顔を見たカミラ先生は不安そうに聞いた。

「どうしました？　まだ見つからないんですか？」

『うむ、センサーに反応がない。おそらく完全にシールドで遮しや蔽へいされたところに潜ひそんでいるのだろう』

　カミラ先生の表情が変わった。

「……ということは、この上所地区に降下したというのは……」

『そう、偶ぐう然ぜんではない。間ま違ちがいなく、この上所地区が目的地だ。何の準備も無く、いきなり上所地区に降下して、そのまま潜せん伏ぷくできるとは思えない。この上所地区に、そいつらを手引きした仲間がいるはずだ。上所温泉で暮らしている異星人の数は百二十五名……もっとも、これはリトルグレイたちも含ふくめての数字だ。人類に擬ぎ態たいしているのは四十六名……おそらくこの中に、ブラックマーケットと繫つながりのある者がいるのだろう』

「でも、この上所地区に居住している異星人は、すべて私たち保護機構の審しん査さを受けて、許可を得た者ばかりです。そんな繫がりのある人間がいるとは……」

　大淀警部補は苦々しげな表情で首を振ふった。

『金や権力にものを言わせて、普ふ通つうの人間には手が出せない禁制品を銀河中から集めたがる連中はどこの組織にもいる。ブラックマーケットのエージェントは、そういった連中から注文を受けて動く。我々保護機構の上層部にも、そういった連中のシンパがいてもおかしくはない』

「上が腐くさっているから、現場の私たちがいくら努力しても無む駄だってこと？」

『そんなことはない。上層部の腐ふ敗はいした連中といえども、我々に対して、密みつ猟りよう者を見み逃のがせ、という指示命令はできん。つまり我々は、今までどおりの仕事を続ければいいだけのことだ。我々が密猟者を捕つかまえ続ければ、必然的に地球人は保護され続けるわけだからな』

　カミラ先生は肩かたをすくめてため息をついた。

「でもそれって、報むくわれない仕事が続くってことよ？　元を断たたなけりゃ、いつまでたっても終わらないわ……いたちごっこが続くだけよ？」

『ああ、確かに君の言うとおりだ。だが、その元を断つのは我々の仕事ではない……我々は、我々の仕事を確実に遂すい行こうするだけのことだ。元が断てないから意味がない、やってられない、と言って仕事を投げ出すわけには行かないのだからな……』

　大淀警部補はそこで言葉を切ると、ふっと笑いを浮うかべた。

『私は地球人の警察官としても仕事を続けてきたからな……考え方も、地球人の警察官のようになってしまったのかもしれんな』

「どうします？　本部に応おう援えんを頼たのみますか？」

『応援要求を送っても、おそらく、そっちでなんとかしろ、と言われて終わりだろう。どこも人手不足だからな。とりあえず、部下の[image: ]ちく摩まと一いつ緒しよに、地区内のパトロールを続けるつもりだ。センサーの帯域をさらに広げて、潜伏先を割り出すことに全力を挙げるしかない……君は中学校の生徒たちの安全に気を配ってくれ。やつらは、まず若い個体を狙ねらうからな』

「わかりました。気をつけます」

　カミラ先生は、そう言うと通信を切った。

　ブン……という空電の音を立てて、リビングルームの中に浮かんでいた大淀警部補の立体映像が消えた。

　フローリングのリビングルームに置かれたパソコンデスクの前に座ったカミラ先生は、腕うでを組んで考え込んだ。

「さて……と。私は何をすればいいのかしら？」

　小声でひとりごとをつぶやいた後で、ちらりとリビングのサイドボードに置かれた時計に視線を投げる。

　──午後七時か……。

　うちの中学校の生徒でも、部活とかで遅おそくなったり、塾じゆくに通っている子は、まだ街の中にいる時間帯だわ。

　大淀さんたちだけに任せておくわけにはいかないし……こういう時は、同じ異星人同士助け合うべきよね。

　だが、そこまで考えたとき、カミラ先生の顔が曇くもった。

　──でも、その仲間の中に、もしかしたらブラックマーケットの息がかかったヤツがいるかもしれないのよねえ……。私が良く知っている、信用がおける相手だけに事情を話して、協力を求めた方がいいかもしれないわね。

「……と、なると、まずは、レンゲ婆ばあちゃんの店のレンリかな？」

　カミラ先生はそうつぶやくと、机の前から立ち上がり、外出するための上着を選ぶためにクローゼットの扉とびらを開けた。薄うすいベージュ色のダスターコートを着て、マンションの廊ろう下かに出たカミラ先生は、ほっと小さくため息をついた。

「思ったより寒くないデスネ。やっぱり真冬とは違ちがいマスネ」

　カミラ先生の住んでいる賃ちん貸たいマンションは、温泉ホテルや、土産みやげ物屋、スナックなどが立ち並ぶ温泉街のメインストリートから少し裏手に入ったあたりにある。

　上所温泉は、江え戸ど時代から続く湯治場の雰ふん囲い気きを色いろ濃こく残した温泉である。

　山の谷を流れる小川の両側に十軒けんほどの温泉旅館やホテル、共同浴場などが立ち並ぶ、実にこぢんまりとした温泉街には、小さな居酒屋やスナックがいくつかある程度で、いわゆる歓かん楽らく街がいと呼ばれる酒場や風ふう俗ぞく営業などが密集した、いかがわしい場所はどこにもない。

　温泉街から少し山沿いに向かったところには、恵方観音と呼ばれる大きな観音像が置かれている『楽らく常じよう寺じ』というお寺があり、その近くには弘こう法ぼう大師が開いたと言われている『弘法の湯』と呼ばれる公衆温泉浴場がある。

　真冬の寒さがすっかり和やわらぎ、日が落ちても外を歩けるようになったためだろう、午後七時を過ぎても『弘法の湯』は、外湯めぐりの湯治客や地元の人たちで賑にぎわっていた。

　温泉街のメインストリートに向かうために『弘法の湯』の前を通りかかったカミラ先生に、すれ違う街の人たちが声をかけてくる。

「こんばんはー」

「ハイ、こんばんわデスネ！」

「おでかけ？」

「ええ、ちょっとコンビニまでデスネ」

「あたたかくなりましたねえ」

「ええ、ホント、春デスネ」

　みんな顔見知りである。

　小さな町に暮らす、金きん髪ぱつの外国人の先生となれば、知らない人はいない。

　にこにこ笑いながら、頭を下げて歩いていたカミラ先生は、一いつ軒けんの居酒屋の前に差し掛かかって、ふと、足をとめた。

『居酒屋・依よ田だ窪くぼ』という筆文字が躍おどる看板があるその店の入り口には、ありあわせの紙に黒いマジックで『臨時休業』と書かれた小さな張り紙がしてあった。

　──あら？　珍めずらしいわねえ、お店を閉めるなんて……看板娘むすめの鈴すずちゃんが、風か邪ぜでも引いたのかしら？

　そう考えた後で、カミラ先生は首を振ふった。

　──いやいや。考えてみれば、あの子はキャラウェイ星系の出身なんだから、地球のウィルスには感かん染せんしないはずよね。何かあったのかな？　ちょっと心配だな。後で電話してみようかしら。

　カミラ先生はそんなことを考えながら『弘法の湯』の前を抜ぬけて、その先にある小さな店に向かった。あちこち、ペンキが剝はげて、下地のトタン板が見えかけている『信しん州しゆう堂どう』という看板が掛かったその店は、そろそろ閉店時間なのだろう、半分閉まりかけた雨戸から店内の灯あかりが道に漏もれている。

　カミラ先生が雨戸の中にある木き枠わくのガラス戸を開けて店内に入ると、扉の上の方に取り付けてある真しん鍮ちゆう製の小さなベルが、ちりんちりん！　と鳴った。

　店の中に所ところ狭せましと積み上げられているのは、テレビのＣＭとは無む縁えんの、中小メーカーが作る五十円でお釣つりがくるようなお菓か子し……要するに駄だ菓が子しの山だった。

「どうした？　塾帰りか？　買い食いなんかしないで、早く家に帰んなよ……」

　そう言いながら店の奥から出て来たのは、長い髪かみを無造作に後ろで束ね、禁きん煙えんパイプをくわえた、化け粧しようっ気のまったくない、二十代前半の若い女の人だった。

　若い女は、店先に立っているカミラ先生を見て、目を丸くした。

「おやまあ、ガキどもかと思ったらカミラ先生じゃない。どうしたの？　こんな夜中に。……あ、わかった、チョコバーの包み紙にホームランって書いてあったから、引き換かえに来たんだ！」

　カミラ先生は苦笑いを浮うかべた。

「こんな夜中に、わざわざそんなもの引き換えになんか来ないわよ」

「甘い！　子供の価値観をナメたらいかんよ。閉店間ま際ぎわになって、チョコバーの包み紙握にぎり締しめて『レンリ姉ちゃん！　当たったー！』って叫さけんで、飛び込んで来るガキんちょって結構いるんだな、これが。大人から見れば、たかがチョコバー、子供にしてみれば、されどチョコバーってところかな？」

「……レンリも、駄菓子屋の店主が板についてきたわね」

　レンリと呼ばれた若い店主は、にっ！　と笑った。

「まあね、ここに来て三年……でもまだ、この店はガキどもの間じゃあ『レンゲ婆ちゃんの店』なんだよね。名前が変わるには、アタシが婆ちゃんになるくらいの歳月が掛かると思うよ」

「あんたが婆ちゃんになるには、地球時間であと五百年くらいかかるんじゃないの？」

　レンリは頭の後ろで両手を組んだ。

「んーと、もうちょっとかかるかな？　レンゲ婆ちゃんは八百年くらい掛かったって言ってたなあ。若い頃ころは、尼あまさんの恰かつ好こうをして北の方で暮らしていたそうだけど……まあ、その頃は駄菓子屋なんかなかったらしいけどね……」

　レンリはそこで言葉を切ると、目の前に積んであった色とりどりのパッケージに包まれた、スナック菓子のようなものを持ちあげて、カミラ先生に差し出した。

「あ、そうだ、これ食べる？　有名なスナック駄菓子のパチもので『おいしい棒』って言うんだ。高級感を出そうと思ったらしくて『フカヒレ味』とか『トリュフ味』とか『満漢全席味』とかがあるんだけど、ガキんちょの評判はイマイチでね。考えてみれば、子供がトリュフとか満漢全席の味を知ってる方が怖こわいよね」

「遠えん慮りよしておくわ……」

　そう言って苦笑いしながら首を振った後で、カミラ先生は、ちょっと真しん剣けんな顔になった。

「実は……メトセラ傭よう兵へい団レンリ准じゆん将しようの協力が欲しいの……」

　レンリの目が、すっと細くなった。

「その肩かた書がきで呼ぶの、やめてくんない？　アタシはもう傭兵団とは関係ないの。引退したんだからさ……」

「うん、わかってるわ。今は上所温泉の駄菓子屋の店主だってことぐらい……でも、これはあなたの、そう、この駄菓子屋の将来にも関係する話なの！」

　カミラ先生の言葉と、その真剣な表情を見たレンリは目を見開いた。

「駄菓子屋の将来？……ってことは、ガキんちょどもに絡からむ話か？」

「そうよ。どうやらこの上所地区に、密みつ猟りよう者が入り込んだらしいの……」

「密猟者？　なんかの間ま違ちがいじゃないのか？　この銀河で暮らす連中で、ここが特別保護区だってことを知らないヤツがいるわけがないだろう！」

「ええ、そうよ、知らないわけがない。ということは、知っていてやってきた、その道のプロに違ちがいないってことよ。そんな密猟者が狙ねらうのは、まだ若い個体……つまり……」

　カミラ先生の言葉をさえぎるように、レンリが言った。

「わかった、ガキんちょどもが危ないってことだな？」

「そうよ。詳くわしい情報は、大淀さんのデータベースにアクセスして手に入れて」

　レンリは驚おどろいたように答えた。

「ちょい待ち！　大淀っちのデータベースは、保護官でなけりゃアクセスできねえだろうが！　どうやってアタシがアクセスできんだよ！」

「あら？　こんな辺境の保護官のシステムプロテクトなんか、あなたの軍用テクノサーバントに掛かれば、ティッシュペーパーより薄うすいんじゃないの？」

　カミラ先生の言葉を聞いたレンリは、参ったな、と言う風に頭を搔かいた。

「保護官が、自分からハッキングしろとは、よく言うよ」

「できるでしょ？」

「そりゃあできるよ、簡単なもんだ……でもなあ。どうも釈しやく然ぜんとしない」

「大事の前の小事よ、気にしない気にしない」

　カミラ先生は首をひねるレンリを見て笑った後、真剣な表情に戻もどった。

「それと……あなたにこの話を打ち明けたのは理由があるの。大淀さんは、この上所温泉に密猟者を手引きしているヤツがいるんじゃないか、って言ってるの。そうでなくちゃ、こんなにピンポイントにやって来て、潜せん伏ぷくできるわけがないって……だから、真っ先にあなたのところに来たってわけ」

「子供を相手に商売する駄菓子屋のアタシなら、密猟者の手引きをするわけがないってことか……」

「うん、それもあるけど、あなたはそういうことができるタイプじゃないって思ったからよ。だって、あなたには矜きよう持じがあるでしょ？　メトセラ傭兵団の矜持が……」

　レンリは照れたように後頭部を搔いた。

「よせやい、あちこち痒かゆくなる。まあ確かに、密猟者の手引きなんざやった日には、現げん役えき、退役問わず、傭兵団の連中が、きっちりけじめ付けに来るだろうな。傭兵ってのは信しん頼らいが資本だからな」

　レンリはそこで言葉を切ると、真ま面じ目めな顔でカミラ先生に向き直った。

「わかった、協力する。で？　アタシは何をすればいい？　任務指示をお願い」

「重要度順に言うわ。第一任務は子供たちの保護。第二任務は密猟者の捜そう索さくと発見。そして第三任務が協力者の捜索と発見よ」

「了りよう解かい！」

　レンリは実に手慣れた敬礼を返した後で、にやっと笑った。

「第一、第二任務はまだだけど、第三任務は目め途どがついてるね」

「え？　協力者を知ってるの？」

　驚くカミラ先生の顔を見て、レンリは肩かたをすくめて見せた。

「物的証しよう拠こも確証も無いけどね。居酒屋『依田窪』の店主の五ご味み鳥とり権ごん助すけことドミトリ・ドンスコイと従業員の鈴すず谷たにマイラ、あとカレーショップのナンバ・シン・サット。この三人が、どうも胡う散さん臭くさい気がするんだ」

　カミラ先生はレンリが挙げた三人の顔を思い浮うかべた。

　三人とも、ここ五年くらいに相次いでやってきた異星人である。

「うーん、そんなに怪あやしいかなあ？　確かにこの上所温泉では新参者だけど、会えば挨あい拶さつもするし、異星人町内会にも所属していて、ちゃんと回覧板も回すし、これといって不ふ審しんな行動は見られないわよ？」

　首をひねるカミラ先生を見て、レンリは声をひそめた。

「今だから言うけどさ、居酒屋の店主はドミトリだよね？　んでもって、ドミトリが身元引受人で鈴谷マイラを地球に招いたってことになっているよね？」

「えーと、よく覚えてないけど、そうね、居住許可はそういう形で出ていると思ったわ……それが何か？」

「うん、それが正しいとしたら、立場的にはドミトリの方が上でしょ？　なのに、マイラがドミトリを怒ど鳴なりつけてるところを見ちゃったのよ『このスカポンタン！』とかなんとか言いながら……これってちょっと変じゃない？」

「うーん、確かにちょっと変ね。マイラはキャラウェイ星人で形態変化できるから見た目は当てにならないし……年ねん齢れいとか経歴とか、そんなのは全部書類の上の話だものね……」

　カミラ先生はそこで言葉を切ると、顔を上げて聞いた。

「ナンバ・シン・サットはどうなの？　あのカレー屋さん、ちょっとヘンクツっぽいけど、悪い人には見えないわよ？」

「ナンバも同じ理由よ。ドミトリと並んで、マイラに怒おこられてたの。背中丸めて、しゅん、としちゃって。あれはどう見ても、マイラの手下って感じだった……書類上は、ドミトリとマイラの二人と、ナンバは全く関係ないんだよね？」

「ええ、出身星系も違うし、居住許可の書類も違うわ。ナンバは学術調査目的だったはずよ。マイラに怒られる理由がないわね……」

　──この情報は確かく認にんする必要があるわね。そういえば居酒屋が臨時休業になっていたのも気になるわね……偶ぐう然ぜんにしてはタイミングが合いすぎているわ。

　カミラ先生は、少し考え込んだ後で、にっこり笑った。

「ありがとう。参考にするわ！」

「妙みような先入観をあんたに与あたえたのでなければ幸いだ……」

　レンリはそう言うと、腰こしに手を当てて奥の居間に視線を投げた。

「久々に、昔の仲間と連れん絡らくを取ってみるか……退役したあと、情報収集会社に再就職したヤツも何人かいるしな……」

　カミラ先生はすまなそうに頭を下げた。

「ごめんね。巻き込んでおいてなんだけど、予算が組めないから報ほう酬しゆうは無理なの……」

「よせやい、商売抜ぬきだ！　こいつは、アタシの仕事を守るための、いわば自衛行動さ。あんたにケツを持てとは言わないから安心しな」

　レンリが、最初に見せたときと同じように、白い歯を見せて、にっ！　と笑ってみせた……その頃ころ。




　そこから少し離はなれたところに建っているワンルームマンション、コーポ湯ゆの花はな一○五号室では、レンリが話題に挙げていた、居酒屋の鈴谷マイラと、五味鳥ことドミトリ・ドンスコイ、そしてカレーショップのオーナーであるナンバ・シン・サットの三人組が、小さなコタツを囲んで揃そろって不満げな顔を並べていた。

　狭せまいワンルームの中には、郵便受けから持ってきたチラシや、ゲームのカタログなどが散乱し、その壁へき面めんの棚たなにはマンガの単行本とＤＶＤ、そしてライトノベルがびっしり並んでいる。

　その棚にならんでいる、ねんどろいどのフィギュアを見て、顔をしかめたのは、どこかの学校の制服っぽいブレザーを着て、頭にバニーガールのようなウサギの耳をつけた、二十歳はたちくらいの女の子……鈴谷マイラだった。

「それにしても、とっ散らかってるわねえ……ナンバも、上司を迎むかえるなら、ちっとは片付けなさいよ。まるで独り者オタクのモデルルームじゃない！」

　ナンバと呼ばれた、浅黒い肌はだの一見インド人風の瘦やせた三十歳くらいの男が、不満そうに答えた。

「仕方ありませんよ。私だって、カレーの仕込み中に、いきなりエージェントコールで呼び出されたんですから！　片付ける暇ひまもなかったんです！」

　ナンバの隣となりにいた、ずんぐりとした体型の中年男がうなずいた。居酒屋『依田窪』の店主、ドミトリ・ドンスコイである。

「それにしても、この五年間ずっとほったらかしだったシンジケートの連中が、なんでまた急に動き出したんでっしゃろ？　こんな辺境の惑わく星せいに、幹部がわざわざ来るなんて、ただ事ではおまへん。なんか、いやな予感がしまっせ？」

　マイラが、頭の上についているウサ耳をぴょこぴょこ揺ゆらしてうなずいた。

「そうそう、私の聞いたウワサだと、上層部の方の方針が変わったらしいのよ。今までみたいな、ヌルイやり方じゃなくて……何て言うの？　合理的って言うか、強ごう引いんって言うか。目先の利益さえ上げれば後は野となれ山となれ……みたいな？」

　ナンバが顔をしかめた。

「そいつはマズいですねえ……」

「何が、マズいですねえ……だ！　そもそも、あんたが真ま面じ目めに仕事しないのがいけないんだよ！　カレーばっかり作りやがって、あんたの本業はカレー屋じゃないだろうが！　私らは保護区の生き物をとっ捕つかまえて、売りさばくシンジケートの社員なんだよ？　なのに、まだ一いつ匹ぴきも捕まえてないんだから！」

　ナンバは、むっとしたような顔で言い返した。

「お言葉ですがマイラ様。そう言うマイラ様も、若い女の子はちやほやされるから、という理由で外見と設定を十九歳の短大生ってことにしたまんま、何をするでもなくずーっと居酒屋の看板娘むすめをやってきただけじゃないですか！」

「そうでんねん。最初の設定では、マイラ様がバニーガール姿で接待するスナックのお姉さんで、わてが下働きのはずやったのに……ウサギ耳をつけたもっと若いキャラクターがいるからそっちがいい、とかなんとか言いだして、得意の形態変化で若い女の子に化けてもうたから、店を居酒屋にして、わてが店主でマイラ様がバイトっちゅうことにせなならんハメになったんや。本当の年齢を地球人換かん算さんすれば、アラフォーのオバサンやってのに……」

「オバサンって言うなーっ！」
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「じゃ、年増でどないでっか」

「年増でもないっ！　私は、ぴっちぴちの十九歳の女の子なのっ！　この上所温泉のアンチエイジング効果で若返ったんだから！　それに、このウサ耳は、私らキャラウェイ人の二本の触しよく毛もうを隠かくすために必要なんだから、仕方ないじゃない！」

　ナンバは、やれやれ、という顔つきで答えた。

「確かに、上所温泉のアンチエイジング効果と、バイオエネルギーの増ぞう幅ふく力に関しては銀河中央アカデミーで立証されてますけど、年ねん齢れいを一気に半分にするほどの効果はありません。多分にマイラ様の気のせいだと思いますよ？」

　マイラは、ぶんぶん、と首を振ふった。

「そんなことない！　だって、ここに来て毎日温泉に入るようになってから、あそこもここも、ぷるんぷるんのつやつやで、目じりの小じわも消えちゃったんだから！　私は若くなったの！　そうなの！

　あーもう！　あんたらの言いたいことぐらいわかってるわよ！　でも……駐ちゆう在ざいのオマワリさんと、中学校のカミラって先生がいつも目を光らせているのよ？　とてもじゃないけど危ないことなんか出来っこないじゃない！」

「とかなんとか言っちゃって、マイラ様かて、ホンマは、温泉を離れたくないだけのくせしてからに……」

「うるさいわね！　ドミトリ！　あんただって日本酒に惚ほれ込んで、もうこの星からよそに行きたくないっていつも言ってるじゃない！」

　ドミトリは目を見開いた。

「日本酒は神の飲み物でっせ！　あれが飲めんようになったら、わては生きている理由がありまへん！」

「まったく……温泉だの日本酒だの……未開文明の産物に心奪うばわれるとは……あなた方は、それでもエージェントですか？」

　マイラとドミトリが同時に言った。

「カレーにはまり込んだあんたに言われたくない！」

　ナンバはその細い目を見開いた。

「何を言う！　カレーはこの宇宙の真理だ！　あの絶ぜつ妙みようなスパイスの香かおりによって潜せん在ざい能力が目覚めたとき、我々は一いつ切さいのテクノロジーを使わずに、空間を飛び越こえる生体ワープすら可能になるだろう！　カレーは無限の可能性を秘ひめているのだ！」

　三人はしばらく無言でにらみ合ったが、やがて誰だれともなく大きくため息をついた。

「……結局私らは、今の生活を変えたくないってことなのかもね……」

「この上所温泉の環かん境きようは良すぎます」

「永住希望者が跡あとを絶たんのもわかりますがな……」

　ナンバは、ちらっと押し入れに視線を投げた後で、声をひそめた。

「で？　どうします？　私らは一応社員なんだから、上司に協力しないわけにはいきませんよ？」

「でも、表立って動いたら、わてらの今の生活は一発でおしまいでっせ？　いちばんええのんは、いまのまんまの生活が続くことでんな」

「そこなのよ。ここは、ちょっと様子を見ない？」

「……と、申しますと？」

　怪け訝げんな顔をするナンバに、マイラは、にやっと悪だくみをするような笑いを返した。

「上司には悪いけど、ここは、あくまでも私らの生活を優先するってことで……今回の任務は失敗してしまうってのはどうかな？」

「今回は、じゃなくて、今回も、でしょう？」

「うん、今回も……ダメかな？」

　ナンバは考え込んだ。

「いつもなら、私らだけですから、失敗しましたーすんませーん……で済みますけど、今回は上司が一いつ緒しよですからねえ……私らが失敗しても、きっと上司が手を出してくると思いますよ？」

「じゃあさ、その上司の足をみんなで引っ張って失敗させちゃったらどうかな？　あくまでも協力するふりしてさ……どうかな？」

「わてらが足を引っ張ってることがわかったら、えらいことになるんとちゃいまっか？」

「そこはそれ、わかんないように上手うまくやるのよ」

「そんなに上手くやれますかねえ？」

「何、他ひ人と事ごとみたいなこと言ってるのよ、あんたがやるに決まってるじゃない」

「私が!?」

　ナンバは目を見開いた。

「なんで私なんですか！　リーダーはマイラ様じゃないですか！　こーゆーのは、リーダーの仕事ですよ？」

「そうよ、私がリーダー、そしてあんたは私の部下。部下がリーダーの命令に従うのは当たり前のことじゃない」

「うわ、ひどい上司」

「うるさいわね！　ごちゃごちゃ言ってないで、それをやるの！　それがあんたの仕事！」

「わかりましたよ、やってみますよ。でも、ダメでも怒おこんないでくださいよ」

「怒んないわよ。それどころか、上手く行ったらボーナスの査定ワンランクアップして、あ・げ・る♡」

「約束ですよ？」

　ナンバがそう言って、ちょっと恨うらみがましくマイラを見たとき、押し入れの扉とびらの隙すき間まから、緑色の光が部屋の中に差し込んだ。

「来た！」

「上司様がご降臨でっせ！」

「ほら！　ちゃんと並んでお迎むかえするのよ！」

　三人組はコタツから飛び出すと、部屋の押し入れの前で正座した。そして背筋を伸のばしたとき、目の前で、ゆっくりと押し入れの扉が開いた。

　青色の霧きりのようなものが立ち込める中、光を背中に浴びて姿を見せたのは、白いスーツを着込んで胸に赤い薔ば薇らの花をつけた、二十代半ばの実に整った顔立ちの若い男だった。

「いらっしゃいませ～」

「お待ちしておりました」

「遠路はるばるご苦労様でやんす」

　平へい伏ふくする三人組を見て、若い男は不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

「どうして空間ゲートを衛星軌き道どう上とリンクしていないのだ！　おかげでやりたくもない大たい気き圏けん内ない降下をして、保護官のパトロールビークルに追いかけまわされるハメになった！

　マニュアルには、衛星軌道上、もしくは衛星上にゲートを設置することになっているはずだぞ？」

「えー、まことに申し訳ございません……」

　揉もみ手をしながら言い訳を始めたのは、このゲートを設置した責任者のナンバだった。

「……実を申しますと、それにはちゃんと理由がございまして……支部の方に報告を上げてございますが……この惑わく星せいのテクノロジーで使用されている家庭用電力で、維い持じできるのは近きん距きよ離りゲートだけなのでございます。

　無許可でゲートを設置していることがバレたら、すべては水の泡あわになります……というわけで、この惑星に来る場合はご面めん倒どうでも直接降下していただくしかないのでございます」

　白いスーツ姿の上司は、不機嫌そうな顔のままうなずいた。

「……今、支部の報告書を確かく認にんした……まあ、そういうことであれば仕方ない。不問としよう……」

　上司はそう言った後で、あらためて三人組を見まわして、小さく頭を下げた。

「私はこのたびの人事異動で、このソル星系の担当となった、第六三三銀河辺境支部の支部長、ナンバー十四だ。パーソナルネームは無い。十四号と呼んでくれ……そして、彼が私の秘書を務めるレクサーだ」

　一人しかいないのに秘書を紹しよう介かいする十四号を見て、不思議そうな顔をするマイラの前で、十四号の足元に漂ただよっていた青色の霧が、すうっと集まって円えん筒とう状に渦うずを巻いた。

「きゃあ！」

　思わずのけぞったマイラの前で、その青色の霧はぐるぐると渦を巻き、どんどん色いろ濃こくなっていく。

　驚おどろくマイラを見て、十四号は笑った。

「どうした？　何を驚いている？　『気ギズ体モリ生ア物ン』を知らないのか？」

「あ、いえ、存じ上げております……でも、実際にこうやって目の前で見たのは初めてでして……申し訳ありません」

　十四号は、自分の隣となりでゆらゆら揺ゆれている青い霧、というか煙けむりの塊かたまりの前に右みぎ腕うでを突つきだした。

「レクサー、自己紹介をしたまえ」

　青い煙の中で何か、小さな稲いな光びかりのようなものが、チカチカといくつも瞬またたいた……と思った次の瞬しゆん間かん、十四号の右手のあたりから合成音声が響ひびいてきた。

『私ハ十四号と共ニ活動してイル、レクサーという者ダ……』

「腕時計がしゃべってるわよ？　何あれ？」

　小声で、隣にいたドミトリに聞いたマイラを見て、十四号は右手に付けている腕時計のようなものを見せた。

「ガス状生物は、声の代わりに帯電粒りゆう子しを使ってコミュニケーションを取る。私は直接受信できるが、電気信号を受け取ることのできない君たちのために、この汎はん用よう端たん末まつを介かいして会話しているのだよ」

『私は、ハンターである彼の仕事を手伝ってイル。ヤット、この星の大気組成にマッチした密度を保てるヨウニナッタので、コウシテ姿を見せるコトガできる。ヨロシクタノム』

「は、はあ、こちらこそ……」

「よろしくおねがいします」

「よろしくでやんす」

　頭を下げた三人組を見まわして、十四号はゆっくりと言った。

「挨あい拶さつはこれくらいにして、さっそく本題に入ろう。今回、私がこの惑星に来たのは、この星の上所地区産の地球人を二体捕ほ獲かくしてくれという依い頼らいを受けたからだ。

　クライアントは例によって明らかにされていないが、銀河中央部の覇は権けん国家の一つ、ラゴラーではないかと思われる」

　マイラが眉まゆをひそめた。

「ラゴラーって、あれですよね。軍事国家で君主制の国家組織の連中……やたらケンカ早くて、宇宙船の席順でも殴なぐり合いで決めるって言われてる連中……」

　十四号はうなずいた。

「そうだ。進歩と調和は闘とう争そうによって維持される、という社会哲てつ学がくの持ち主だ。そのラゴラーでは、このたび百十年ぶりに新たな盟主を選ぶ選挙が行われることになった。

　その盟主の候補の一人が、自分の影えい響きよう力を一族に示すために、地球人、それもサリアント条約下で保護されている上所地区産のものを所しよ望もうしているらしい……金に糸目はつけないから、最高級の地球人を用意してくれ、ということだ」

　十四号の横に漂っている青い煙が、チカチカと瞬いた。

『それデ、私ガ彼の手助けをスルノダ。私の一部分を、ターゲットの吸う空気ニまぎれ込マセテ、ターゲットの体調を調べるノダ。健康な個体でなければ、味が落ちるカラナ』

　マイラは、げそっとした顔になってつぶやいた。

「ああ……やっぱり食べるのね、愛あい玩がん用じゃなくて……」

「しかたありませんよマイラ様、ラゴラーは肉食がメインですから……」

「わてらかて、そのつもりで地球に来たんやから、人のことあんまり悪く言えまへんで？」

　目の前のカーペットに人差し指で「の」の字を描かきながら、マイラはぼやいた。

「それはそうなんだけどさー、なんていうの？　愛玩用ならともかく、食用ってのは気分が乗らないわよねえ……」

「銀河文明は弱肉強食といえども、確かに食われるというのは、ちょいとキツいものがありますな……」

「なまじ外見が似とるんがいかんとちゃうやろか？　メンタリティってのは、そう簡単に乗り越こえられまへん」

「そうよねえ。自分と同じ外見の生き物には、やっぱり情が移るのよ……いまだに一つの惑わく星せいの中で、同族同士殺し合っているような低レベルな文明しか作れない生物なんだけどねー」

　マイラはそう言いながら、ナンバとドミトリの顔をちらっと見た。

　──今の話を聞いて腹が据すわったわよ。こいつには協力しない、逆に足を引っ張るわよ！　いいね？

　その目は、そう言っていた。

　ナンバとドミトリも、

　──わかりました、私も賛成です。

　──こいつの足、目いっぱい引っ張ってこましたります!!

　という目で答えた。

　三人が無言で交かわした会話に気がつかぬまま、十四号は三人組に話しかけた。

「お前たちは過去五年間、失敗をくりかえして来た！　今まで、ただの一度も生体捕獲に成功していない！　確かに、この上所地区特別保護区は、他ほかの惑星の保護区と違ちがい、保護官が現住生物の警察組織や教育組織の一員として現住生物の間に溶とけ込み、共に生活し、常に厳重に警けい戒かいしている。特別居住権を持った異星人もまた、現住生物に擬ぎ態たいして数多く居住している、特筆すべき場所だ。

　通常の野生動物を捕獲するのに比べれば、その難易度は非常に高い。それがゆえに秘ひ密みつ裏りに潜せん入にゆうし、機会をうかがうという方法を採っていたのだが……その方法では、利益率が低いということで、株主代表訴そ訟しようを起こされ前経営陣じんは全員辞職することになった……」

「経営陣が替わったんですか？」

　驚おどろくマイラたちの前に漂ただよう青い霧きりの中で閃せん光こうがちかちかと瞬またたいた。

『そうだ、これからは株主の利益を優先することに方針が変わっタノダ。今までのローリスク・ローリターンの方法ではナク、これからはハイリスク・ハイリターンで行くノダ。つまり強攻策も辞さぬ覚かく悟ごで業務を推進するというコトダ。

　たとえ保護機構であっても、利益の邪じや魔まをするモノは倒ス！　必要とあれば銃じゆう撃げき戦せんを展開シテでも目的を果たす。そういう方針で業務を行うことになったノダ！』

　マイラたちは肩かたをすくめた。

「うへえ。そんなことやったら、お尋たずね者になっちゃうじゃないですか……銀河中を逃にげ回んなきゃならないわ」

「それに、保護機構と正面から戦って勝てるような装備は持ってませんよ、私ら……」

「とっ捕つかまったら、終身刑けいでっせ。死ぬまで刑務所から出てこれまへん。へたすりゃ現場で射殺、原子分解光線で『なかったこと』にされてまうで！」

　十四号は、うむうむ、という風にうなずいた。

「君たちエージェントの不安はもっともだ。その辺は安心してほしい。報ほう酬しゆうは歩合制で、成功すれば今までとは一ケタ違う報ほう奨しよう金がもらえる。万が一失敗しても、ちゃんと我々が腕うで利ききの弁護士をつけてやる。アフターサービスは万ばん全ぜんだ」

　マイラたちは顔を見合わせた。

　──ナンバ、あんたの出番だよ！

　──うまくやっておくんなまし！

　マイラとドミトリの視線を受けたナンバは『了りよう解かい！』という風に目配せをすると、十四号に向き直った。

「わかりました。我々が、この辺境の星で暮らしていたのは、まさしく今回のような任務のお手伝いをするためだったと思います。敵を知り己おのれを知り、地の利を知れば、間ま違ちがいはありません。このたびの任務成功のために、我々が蓄たくわえたこの惑星についての知識を余すところなくお伝えします！」

「うむ、私もこの惑星についての情報はそれなりに調べて来たが、やはり総論的なものでしかない。この惑星上で生活していたものでなければ知りえない、きめ細かな情報が必要だ。協力に感謝しよう」

　十四号がそう言って尊大にうなずくと、レクサー……横に漂っていた青い煙けむりも、同じようにうなずいた。

『ウム、任務に関しては保護機構との銃撃戦も辞さナイ覚悟だ……トハ言ったものの、トラブルは少ない方がいい。極ごく秘ひ裏りに任務を遂すい行こうデキレバ、それに越こしたことはナイカラナ』

　十四号とレクサーを見て、ナンバは思った。

　──まず、このレクサーとかいうガス野や郎ろうをなんとかしたほうがいいな。戸の隙すき間まから入って来られて聞き耳立てられたら、俺たちの悪だくみがバレちまう。あんなふうにフワフワ漂われないように、何かの容器の中に詰つめ込んじまうのが一番いいんだが……何かないかな？

　ナンバは自分の部屋の中に素す早ばやく視線を走らせた。

　──烏ウー龍ロン茶チヤのペットボトル……ビールの空き缶かん……いや、そんなものの中に入りはしないだろう。もっと大きくて軽くて、そして十四号が持ち歩けそうなもの……そういうものがあれば、その中に入った方が怪あやしまれない、とか何とか言えるんだけど……。

　そして視線が、あるものの上で止まった。

　──あった！　あったぞ！

　ナンバは小さくうなずくと、レクサーの前に進み出た。

「レクサー様。一つお聞きしますが、この星には、風、と呼ばれる強い大気の流れがあります。室内では問題ありませんが、屋外で強い大気の流れに逆らって、一定の形を取り続けるのは、かなりエネルギーを消しよう耗もうするのではありませんか？

　特にこのあたりは、この季節になると強い南風が吹ふきます……外出するときは、軽い密閉容器の中に入った方がよろしいかと存じますが、いかがなものでしょうか？」

『ウム、確かニ、強い大気の流れに逆らい続けるのは疲つかれル……何か良い軽量密閉容器がアレバ助かるナ……』

「そうでございましょう。実は私、このようなものを所持しているのです」

　ナンバはそう言うと、押し入れの片かた隅すみから、なにやら大きな枕まくらのようなものを引っ張り出してきた。

　それを見たマイラは、思わず口の前に手を当てた。

　──あのバカ！　なんてものを持ちだすのよ！

　マイラが驚くのも無理は無い。ナンバが引っ張り出してきたもの、それは……。

　アニメの美少女キャラのイラストがついたカバーがかかった、長細い、空気注入式の抱だき枕だった。

「うほっ、こいつはいい萌もえキャラ抱き枕でんな」

　ドミトリが小声でつぶやく。

　十四号が怪け訝げんな顔で見つめるなか、ナンバは表情一つ変えずに淡たん々たんと説明し始めた。

「この容器の表面に描えがかれている絵は、この星のメスの現住生物の絵です。この星の現住生物は繁はん殖しよくのためにオスとメスが必要だ、ということはご存知ですよね？」

　十四号は、自分の隣となりに漂っている青い煙を見た後で、あわててうなずいた。

「あ、ああ知っている。この惑わく星せいの現住生物は有性生殖体だ。それはちゃんと調べた」

　ナンバはにっこり笑った。

「そうですか、では話は早い。実は、この惑星の現住生物の生殖活動は、居住している区域によって、かなり違ちがうのです。たとえば、この上所地区のある、ニホンと呼ばれるクニでは、エリートの若いオスは、次元を超こえた恋れん愛あいを至上としているのでございますよ」

「次元を超えた恋愛？　それはどういう意味かね？　この惑星のテクノロジーは、まだディメンションコントロールが可能ではないはずだ」

「ええ、ニホンの若い男は、それをテクノロジーではなく、思念的に行うのです。つまり、三次元に存在する生物学的なメスではなく、二次元に存在するメスを配はい偶ぐう者しやとして選ぶのです。このような高度な精神構造を持つことは、一種の先進的ステータスでありまして、二次元の配偶者を持つものは、自分たちを勝利者として『勝ち組』と呼び、旧きゆう態たい依い然ぜんとした三次元の生物学的メスを配偶者とするものを敗北者とみなして『負け組』と呼んでおります。

　この、密閉容器のカバーに描かれている、美しいメスの絵を自分の配偶者として『俺の嫁よめ』と宣言し、常に持ち歩くことが、この地区の若い男のステータスなのです……」

　ナンバはそう言うと、コタツの上に置かれていたノートパソコンのマウスをクリックして、検けん索さくページを呼び出し、その検索ウィンドウに『抱き枕・俺の嫁・勇者』という単語を打ちこんだ。

「これをご覧ください。これはこの惑星の現住生物が使用してるデータベースです。実に幼よう稚ちで初歩的なものですが、ご覧になれば、私の申していることが噓うそではないということがおわかりいただけると思います」

　ノートパソコンの液えき晶しよう画面に目を向けた十四号とレクサーは、怪訝な顔を上げた。

　ガス生物であるレクサーに顔は無いが、全体の雰ふん囲い気きでなんとなく感情がわかる。

「どうした？　画面から出てこないぞ？　故障か？」

「あ、いえ、この惑星のテクノロジーレベルでは、立体映像はまだそれほど普ふ及きゆうしていないのです。この平面画像で、精いっぱいなのです」

「……そうか、未開の地であることを忘れていた」

　そう言って、ノートパソコンの画面を覗のぞき込んだ十四号は、そこに映し出された映像と文章を読んで、驚おどろきの声を上げた。

「なんと、本当のことだったのか！　『俺の嫁』に、これほどの種類があるとは！」

「こっちの表示をご覧ください、その『俺の嫁』を常に持ち歩く男に対して『勇者』という賞賛の言葉が贈られているのがお分かりでしょうか？　『勇者』というのは、特別の血筋を持ち、戦せん闘とう力が高く、思念エネルギーによる攻こう撃げきや回復の方法を身に付けたエリートの称しよう号ごうでございます……」

「うむ、お前の言うとおりだな。そうか、この『俺の嫁』を持ち歩くことで、賞賛を勝ち取れるのか……」

「はい、左様でございます。この抱き枕の中の空気を抜ぬき、代わりにレクサー様が入れば、屋外で強い風に吹ふかれても無む駄だなエネルギーを消しよう耗もうしませんし、十四号様がこれを持ち歩いても何の不自然もございません。それどころか現住生物どもは、十四号様に敬意を表することでしょう。まさに一石二鳥でございます！」

　十四号とレクサーは顔を見合わせた。

「ふむ……悪い話ではないな……」

『タシカニ、容器の中に入れるのはアリガタイ……』

「では、空気を抜きます！」

　ナンバはそう言うと、抱き枕の空気注入口の栓せんを抜き、中の空気を押し出し始めた。

『いや、抜かなくてヨイ……私が入れば、内部が入れ代わるダロウ』

　そう言うなり、レクサーはしゅるしゅると細長い姿になって、ナンバが抱かかえていた抱き枕の空気注入口に、すうっと吸い込まれるように入りこんだ。

「どうだ？」

『悪くはナイな……』

　空気注入口から、チロチロと青い煙けむりが姿を見せている。

　どうやらビニール製の抱き枕の中に入ったままだと、絶ぜつ縁えん体たいのために電磁波が飛びにくいらしい。

「私はいままで様々な惑星で生物をハンティングしてきたが、今回のようなサリアント条約保護区内での仕事は初めてだ。確かに、このような困難な任務を確実にこなすには、レクサーのサポートが必要不可欠だ。以心伝心で動けるチームでなければ、ポイントを上げることはできない」

　大おお真ま面じ目めな顔で、美少女抱だき枕まくらを抱えている十四号を見て、ナンバは感心したようにうなずいた。

「おお、ご立派な姿ですぞ、十四号様。その姿を見た地球の現住生物は、皆みな、道を空けるでしょう……」

　ナンバの言葉を聞いたマイラが、笑いをこらえるように下を向いて、ひそひそ声でつぶやいた。

「……そりゃあ、道を空けるわよね……」

「ええ、あの手のタイプに、すすんで関かかわり合いになりたくはおまへんからな……」

　そのつぶやきが聞き取られないように、ナンバは声を張り上げた。

「さて、この惑星上で移動する場合ですが、この惑星の現住生物が使っているのと同じ、自動車というものにお乗りになった方がよろしいかと存じます。

　ああ、実際にあのような原始的な乗り物に乗る必要はございません。探査移動用ビークルの偽ぎ装そう装置を使えば、外見を現住生物が使用している自動車そっくりにすることができます」

「うむ、ここに着陸する前に、保護官のパトロールビークルに追われてこのあたりの上空を飛びまわったが、確かにおまえの言うところの『自動車』という原始的な内燃機関を搭とう載さいした車両を数多く見かけた。

　宇宙船に格納してある移動用ビークルには光学迷めい彩さいスクリーンがついているが、あの『自動車』に外見を偽装したほうが現住生物に警けい戒かいされずに近づくことができる、ということか？」

「はい、光学迷彩スクリーンはほぼ完かん璧ぺきですが、やはり微び妙みような光の屈くつ折せつを生じます。未開な現住生物は野生動物に近く、些さ細さいな差異でもすぐに気がつきます。ここは光学迷彩に頼たよるよりも完全に外見を擬ぎ態たいし、さらにその表面に相手の警戒心を解く絵などをちりばめたほうがよろしいかと……」

「絵を？　『自動車』の表面にか？」

「はい、そのとおりでございます！」

　ナンバは十四号が抱えている抱き枕を指差して言葉を続けた。

「その抱き枕に描えがかれているのと同じ『俺の嫁よめ』の絵を、自動車の表面に描くのです。選ばれし者であることを周囲に誇こ示じするのが、このクニのエリートの証あかしでございます。その証しよう拠こに、これこのとおり……」

　ナンバはノートパソコンを操作して、液晶画面に、車のボディに色いろ鮮あざやかな美少女イラストを描いた自動車の写真をいくつも表示して見せた。

「おお、確かに、お前の言うとおりだ……」

『それも、デザインやレイアウトに工く夫ふうをこらしてイル。中にはアートに近いものすらアル。これは職人の技わざダ……』

「よし、わかった。この画像を参考に、移動用ビークルを『自動車』に偽装し、その表面に『俺の嫁』の絵を描こう。これで任務遂すい行こうは確実だな、レクサー」

『アア、サリアント条約下の野生生物捕ほ獲かくに成功したトナレバ、昇しよう進しん間ま違ちがいナシダ。私も鼻が高イ』

　自分が抱えた抱き枕に向かって嬉うれしそうに話しかける十四号を見て、ナンバは、してやったりという微笑ほほえみを浮うかべ、ちらっとマイラたちに視線を投げた。

　マイラとドミトリは下を向いていた。

　肩かたが小刻みに震ふるえているのは、笑いをこらえるのが精いっぱいなのだろう。

　やがてマイラは右手の親指を立てた。

　──グッジョブ、ということだな。

　ナンバは素知らぬ顔で十四号の方を向き、話を続けた。

「さて、今回のターゲットとなる現住生物ですが、年ねん齢れいはどれくらいでしょうか？　実はこの惑星上の現住生物は、年齢によって集まる場所が違ちがうのです。一いつ般ぱん的に老ろう齢れい者は上所温泉と、その先にある恵方観音と呼ばれる宗教的建造物に集まります」

「エホウカンノン？　なんだそれは。なぜそこに集まるのだ？」

「恵方観音というのは、今からおよそ三百年前に作られた、全長八メートルほどもある大きな観音像でして、一種の宗教的偶像シンボルです。人々はその偶像をあがめることで、精神的安らぎを得るのですよ」

「ふむ、人が集まるというのは狩しゆ猟りようする際に好都合だな……で？　そのエホウカンノンとやらに集まる現住生物の年齢は主にどれくらいだ？」

「そうですね、主に六十歳を超こえている老人かと……」

　ナンバの答えを聞いた十四号は、あわてて首を振ふった。

「ああ、ダメだそれではとても食用にならん！　クライアントからの指示は、柔やわらかくてジューシィな地球人とのことだ。もっと若いヤツでないと」

『我々の調べたデータベースにヨルト、やはり生後十四年前後のヤツが一番美味うまいということだ。それくらいの年齢に育った地球人が集まる場所はナイカ？』

　ナンバは言いにくそうに答えた。

「えーと、それくらいの年齢といいますと、いわゆる中学生と呼ばれる年齢ですな……この上所地区には上所中学校と呼ばれる教育施し設せつがありまして、それくらいの年齢に達した地球人は、すべてそこに集められて教育を受けることになっておりますです」

　データベースにリンクして情報を検けん索さくしたのだろう、レクサーの煙けむりのような身体からだの中にチカチカと光が瞬またたいた。

『ウム、確かく認にんシタ。この星ニハ、ショウガクセイを集めるショウガッコウと、チュウガクセイを集めるチュウガッコウという二つの飼育場所があるラシイナ。銀河裏グルメガイドにも「ソル系第三惑わく星せい上の現住生物、特にチュウガクセイは美味」という記述がアル』

　十四号は、納なつ得とくしたようにうなずいた。

「そうか、つまりジューシィで美味そうな地球人を捕獲したければ、チュウガッコウに行くか、チュウガッコウに集まる途と中ちゆうのチュウガクセイを狙ねらえばいいのだな？」

『ソウイウコトダ』

　レクサーが情報端たん末まつの端たん子しに本体の一部をすっと伸のばしてコントローラーを操作し、ナンバの部屋の壁かべに立体映像を投射した。

『狙うのハ、ココダ……』

　その立体映像は、楢山町立上所中学校の校舎の映像だった。
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「いってきまーす……」

　玄げん関かんで靴くつをはいた健吾が、家の中にいる母親に向かってそう言うと、キッチンから顔を出した母親が怪け訝げんな顔をした。

「どうしたの？　今日は朝から元気がないわね？」

「え？　ああ、ちょっとね……」

　健吾は、あいまいな返事を残して、玄関のドアを開けた。

　朝の陽ひ射ざしがまぶしい。春とはいえ、朝の気温は低い。特に片かた田舎いなかのこのあたりの平均気温は、都心に比べると三、四度は低い。それでも、口から出た白い息は、すぐに消える。真冬のように長くのびることは無い。

　──寒いけど、真冬の寒さじゃないな……太陽がもう少し高くなれば、今日も暖かくなりそうだ。

　空を仰あおいだ健吾の口から、反射的に大きなあくびが出た。

「ふぁああ、ああ」

　ふう、と息を吐はいた後で、健吾は肩かたをすくめた。

　──昨夜は、いろいろ考えることが多すぎて、目が冴さえてよく眠ねむれなかったなあ……とにかく、昨日はいろんなことがありすぎた。

　学校での大おお騒さわぎもそうだったけど、細香ちゃんを家まで送っていったときに、家に上げられそうになったのには、まいったな。あんなとき、家の人に、何を言っていいのかわかんないよなあ……まさか、この度たびはおめでとうございます、お宅の娘むすめさんは今日からスーパーガールなんですよ……なんて言うわけにもいかないし。

　──やっぱり、女の子の家に上がり込むってのは抵てい抗こうあるよなあ。気まずいというかなんというか……。

　健吾は肩の力を抜ぬいて、ふう、とため息をついて小さく首を振った。

　──まあいいか。別に彼氏ってわけでもないし、たまたま遅おそくなったから送って行っただけの先せん輩ぱいなんだから。意識する方がおかしいよな。

「……そう、自然体で行けばいいんだ、自然体で……」

　健吾は自分に言い聞かせるように呟つぶやくと、中学校に向かって歩き出した。




　ちょうど同じ頃ころ。

「行ってきまーす！」

　そう言い残して、玄関のドアを開けて家を出た細香は、玄関の脇わきにあるカーポートの中に置いてあった自転車のカギを外し、自転車を押しながら門もん扉ぴを開けた。

　門の前に立った時、細香の脳のう裏りに、昨夜ここで別れた時の健吾の顔が浮うかんだ。

　──まさか最上センパイに、家まで送ってもらうことになるなんて思ってもいなかった……。

　センパイは『いいからいいから』って言うし、時間も遅くなるから迷めい惑わくかな？　と思って、そのままここでお礼を言って別れちゃったけど、ああいう時は、ホントは引きとめて家に上げて、ちゃんとお礼を言わなくちゃいけなかったんだ。

　そうだよ、せめてお茶くらいはちゃんと出さなきゃ。こういう時は紅茶がいいのかな、玉ぎよく露ろがいいのかな？　お母さん、玉露は買い置きしてあるはずだもんね。でももしセンパイが紅茶党だったらどうしよう。スーパーの特売で買ったインスタントのレモンティーしかなかったよね。あうあう、ダメだよアウトだよ、お礼に粉の紅茶とか、いくら何でもお買い得すぎだよ……。

　あ……センパイはなんと言っても三年生だもの、もしかしたらコーヒーじゃなきゃダメかもしれないよね。きっとお砂糖もミルクもなしで、ブラックでコーヒーを飲んじゃうんだよ。あうう、私お砂糖もミルクも入ってないコーヒーなんて、飲んだことないよ。でも、私だけお砂糖四つ入れたりしたら、子供だって思われちゃうよね……。

　そう考えたら、センパイにお茶出さなくて正解だったのかな……って、そんなわけないじゃない！

　──センパイはきっと、私のことを礼れい儀ぎ知しらずの女の子だって思っただろうな。

「はぅ……」

　細香は大きくため息をついた後で、自分の頭を軽く、ぽかぽかと叩たたいた。

　──あーもう、私のバカ！　バカバカ！　ホント、嫌いやになるくらい引っ込み思案！

　こんど、センパイが送ってくれた時は、絶対に家に上げて、きちんとお礼を言わなくちゃいけないわ……うん、絶対！

　健吾が聞いたら困り果てるであろうことなど知る由も無い細香は、大きくうなずいてから自転車にまたがり、住宅街の中の道を走り始めた。

　住宅街を抜けて、楢山交通上所線上所温泉駅の裏手に出た細香は、そこを左折して線路沿いに走る農道に入った。

　その道は、上所中学校に自転車で通う生徒たちの通学路になっている。

　細香の前や後ろには、細香と同じ制服を着た上所中学校の生徒たちの乗る自転車が何台も列を作って走っている。

　この列は、そのまま上所中学校まで続くのだ。

　農道のはるか先にある県道の踏ふみ切きりの警報機が、赤く点てん滅めつをはじめ、カンカンという音が聞こえて来るのと、細香の後ろから、モーター音と、そして、カタンカタン、というレールの音が近づいて来るのは同時だった。

　モーターの轟ごう音おんと共に細香を追い抜いた二両編成の小さな電車の窓には、電車通学の小学生たちがぴったり張り付いて、自転車に乗る細香たちに向かって手を振ふっていた。

　──ほんの一か月前までは、私もあの電車に乗って、自転車通学する中学生を見て、カッコイイなあ、なんて思ってたわ。

　中学生になったら、もっと大人の会話とかができるようになって、もっと大人の恋れん愛あいとかができるって信じてた。

　──大人の恋愛って……最上センパイと？　お、おおお……オトナの、レンアイ？……。

『ぽひっ』、という擬ぎ音おんがするように細香の頰ほおが真っ赤に染まった。

　細香の脳裏に、昨夕、この道を健吾と二人で歩いて帰った時の記き憶おくがよみがえった。

　──オトナの……ってことは、やっぱり、並んで帰るだけじゃ、ないよね……手をつないだり、とか？　ううん、幼よう稚ち園えんのお散歩じゃないんだもん、きっと、腕うで組んだりして……センパイの、手が、腰こしの方に来たり、とか……。

『神通さん……いや、細香……』

『せ、センパイ……ああっ……』

　──だ、だだだ、抱だきしめっ、られちゃったりっとかっ……ひょっとすると、もしかして、その、き、キキキキキキ、きしゅっ、き、キスっ、とか……っ!?

　細香は思わず熱くなった頰を右手で押さえて首を振った。

　──わわ、何を考えてるのよ！　駄だ目めだよいけないよ、エッチなのは良くないよ！　だ、大体、そんなことになるわけないじゃない！　だって、最上センパイは、そういう理由で送って来てくれたわけじゃないのよ？　あの人は、優やさしいから……そう、誰だれにでも、ああやって優しくしてくれるのよ。そうよ、細香、勘かん違ちがいしちゃダメ。勘違いすると、後で悲しくなっちゃうから。

　──でも、期待しちゃうよね。

　本当に嫌きらいな子だったら、センパイは、あんな風に楽しそうに笑ってくれないよね。

　──でも、小学校の時、図書室でセンパイが話してくれた物語に話を振ったとき、センパイの声が沈しずんだわ……。

　なにか、すごく嫌な思い出みたいな……そんな雰ふん囲い気きだった。

　──もしかして、私のことを思い出すのが嫌だったんじゃないかしら？　ってことは、やっぱり、私は嫌われているのかな？

　頭の中で、いろいろな考えが渦うずを巻きはじめていた。

　頰が真っ赤になったり、肩かたをすくめたり……そのたびに心が動く。そして、その心の動きは、カミラ先生が施ほどこした深層心理のブロックの隙すき間まから、細香の思念エネルギーを放出し始めていた。




　細香の脇わきを追い抜ぬいて行った電車は、踏切を過ぎ、その先にある左に曲がる大きなカーブを車体を揺ゆらしながら走りぬけ、細香の視界から消えて行った。

　踏切のところに溜たまっていた自動車と自転車の群れが、一いつ斉せいに踏切を渡わたって行く。

　県道に出て右に曲がり、踏切を渡った細香は、その先にある交差点に差し掛かかった自転車が、みんな、いったん速度を落とした後で、急に逃にげるように速度を上げて行くのに気がついた。

　その動きはまるで、何かを避さけるような動きだった。

　──あの交差点に、何かいるのかしら？　もしかして動物が轢ひかれて死んでいるとか……もし、そうだったら嫌だなあ。

　そんなことを考えながら、恐おそる恐る交差点に近づいた細香が見たものは……。

　角の空き地に、停とまっているどこにでもあるような形のライトバンだった。

　だが、形こそ普ふ通つうだが、その塗と装そう、というか外見は、かなり異様だった。

　白い車体に、べたべたとアニメの美少女のイラストが貼はり付けられている。可愛かわいいといえば可愛いが、下着まる出しの、細香主観では『物もの凄すごく恥はずかしい恰かつ好こう』をした女の子が、車を覆おおい尽つくさんばかりに描えがかれているのだ。

　そして、その隣となりに立っている若い男も異様だった。

　まず、白い上下のスーツの胸に赤い薔ば薇らをつけている。いまどき、ドラマでもそんな恰好をする人間はいない。

　さらに、その男の腕にある、車に貼られたのと同じ美少女キャラの絵のついた、大きな抱だき枕まくら。

　どんな車に乗っていようが、抱き枕を持とうが、その男が普通の態度ならば、それほど問題ではない……いや、問題かもしれないが、それほど警けい戒かい心を煽あおるものではない。

　しかし、その若い男の目つきもまた、尋じん常じようではなかったのだ。

　身体からだをなめまわすような、値ね踏ぶみするような目つきで、通学している中学生の頭の先から足の先まで見つめているのだ。

　それは、この平和な温泉街に似つかわしくない、獲え物ものを探す狩かり人ゆうどの視線だった。

　自転車に乗った中学生たちは、まず、萌もえイラストが貼られた車と抱き枕を抱かかえた若い男を見て、好こう奇き心しんに駆かられ速度を落とし、そして、その狩人のような視線を浴びて恐きよう怖ふに駆られていたのだ。

　しかも男は、ときどき抱き枕を口元に寄せて、なにやら、ぶつぶつと話しかけている。

　誰もが本能的に、『こいつは危険だ！』と感じるようなこんな男を、周囲の人間が放っておくはずが無かった。

　県警本部の通信指令課の一一○番回線と、楢山警察署の当直の電話、そして上所温泉駐ちゆう在ざい所しよの電話に通報が殺さつ到とうしたのは言うまでも無い。

『県警本部から、楢山管内各局！　楢山町上所温泉下郷交差点に不ふ審しん者がいるとの通報あり！　不審者の人着は、年ねん齢れい二十代半ばの男、白いスーツ上下、アニメのイラストがプリントされた枕のようなものを抱え、通学途と中ちゆうの女子中学生を物色するような目つきで、交差点に立っているとのこと。なお、近くに同人が乗車してきたと思われる、アニメのイラストが貼られた白いライトバンが駐ちゆう車しや中。職質の際は、事故防止に十分留意の上、実じつ施しされたい！　なお、続報が十数件連続して入電中！　かなり目立つものと思量されます！』

　この一一○番通報を受け、楢山町の中心部をパトロール中のパトカー『楢山一』と、同じく付近をパトロール中だった県警本部の自動車警ら隊のパトカー『県警二○一』は、直ちに赤色灯を点灯させ、上所温泉の方向に急行した。

　上所温泉駐在所の大淀警部補は、小学校の新一年生たちの交通安全指導のために、上所小学校の前にある交差点で交通指導を行っていたが、この連れん絡らくを受けて直ちに駐在所の連絡用ミニパトカーに乗り込んだ。

　──この上所地区に、そんな変質者がいるとは思えない……どこか、他ほかから来たに違ちがいない。

　しかし、そいつが変質者だとしたら、なぜ、こんな片かた田舎いなかを狙ねらう？　ましてや、人通りの多い、こんな朝っぱらに、そんな目立つ姿で。
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　──どう考えても、つじつまが合わない。そう、まるで地球の常識を知らない異星人のようじゃないか。

　大淀警部補は小さく目を見開いた。

　──もしかして……いや、決めて掛かるのは良くない、ある程度の予測は立てるべきだが、先入観に凝こりかたまったのでは、見えるものも見えなくなる。

　判断の選せん択たく肢しを絞しぼり込むことと、決め付けることは違うのだ。

　──保護シールドを展帳しておこう。複合シールドは、色相変化が大きすぎるから、とりあえず単層だな。

　大淀警部補は、ミニパトのハンドルの下についている目立たない小さなスイッチを押した。

　ブ……ン。

　という小さな振しん動どう音のような音を立てて、ミニパト全体が薄うす青あおい膜まくのようなもので覆われた……とはいえ、よほど気をつけてじっくり見比べなければわからないくらいの薄青さである。




　一方、その頃ころ、下郷の交差点に立っていた十四号は、走ってきた自転車の集団の後ろの方にいた、一人の女子中学生に目をつけていた。

　普通の地球人ならば、他の中学生たちと見分けはつかないだろう。ちょっとカンが利きく人なら、おとなしそうな子だな、くらいは感じ取れるかもしれないが、これと言って外見的な差は無い。

　しかし、異星人である十四号とレクサーの目には、その女の子は輝かがやいて見えた。

　生物ハンターの目で生物を見るとき最も重要なのは、その生物が健康であるかどうかという点である。健康ならば捕ほ獲かく後の環かん境きようの変化に耐たえられるし、食品とするのなら新しん鮮せんさが重要な要素となる。

　そして、健康かどうかを判断するのは、その生き物の発する生体エネルギーのレベルである。このレベルの差を、普ふ通つうの人間は顔色や態度、表情などで判断している。いわゆる『精気が無い』とか『顔が輝いている』という表現で表されるものである。

　だが、生物ハンターのプロである十四号とレクサーは、人類とは違う感覚器官を発達させていた。彼らには、その生物の生体エネルギーのレベルが、キルリアン反応としてダイレクトに受け取ることができるのだ。

　その女の子は明らかに他の女子中学生とは違っていた。

　全身から発するエネルギーの奔ほん流りゆうを感じた十四号は、抱えていた抱き枕に話しかけた。

「レクサー！　見ろ！　あの現住生物を！」

『うむ、ものすごいキルリアン反応だ！　あれほどの生体エネルギーを持っている生物が、この星ニいるとハ思わなかった！』

　細香に対してカミラ先生が施ほどこした深層催さい眠みんによるシールドは、普通の精神状態では有効に作用する。しかし、細香が悩なやんだり、恐きよう怖ふを感じたり、そういった「思念の乱れ」があると、シールドしきれずに思念エネルギーを発してしまうのだ。

　十四号とレクサーのセンサーが感知したのは、実は生体エネルギー反応ではなく、細香の思念エネルギー反応だった。

　レクサーは、興奮したように言った。

『アレハ食用ではナク研究材料とシテ売れるレベルだ！　まず最初に、あの現住生物カラ捕獲シヨウ！』

「よし！」

　十四号はそう言ってうなずくと、自転車に乗って近づいてくる女子中学生に向かって走り出した。

　細香は驚おどろいた。抱だき枕まくらを抱かかえて、今にも襲おそい掛かかりそうな目つきで、こっちを見ていた男が、いきなり自分に向かって走って来たのだ。驚くな、と言う方が無理である。

　──きゃあ！　何？　どうして？　なんで私の方に来るの？　え？　どうしよう？　どうすればいいんだろう？

　頭に浮うかんだ答えは一つだけだった。

　──逃にげよう！

　恐怖に駆かられた細香は、思わず、全力で自転車のペダルを踏ふんだ。

　そう、思い切り、全力で……。

　その瞬しゆん間かん。

　細香の前まえ髪がみの一部分が、すうっと白くなり……。

　細香を乗せた自転車が、ふっと消えた。

　──え？

　十四号が目を見開くのと、身体からだ全体を巨きよ大だいな丸太で殴なぐりつけられたような衝しよう撃げきが襲ったのは同時だった。

『どぉおおおおおん！』

「ぐはっ！」

　そのまま五メートルほどふっ飛ばされた十四号は、尻しりもちをつくように着地し、そのまま後ろにごろん、と路上に転がった。

　十四号の耳に聞こえた、爆ばく発はつ音のような轟ごう音おん。それは細香が乗った自転車が音速の壁かべを越こえたときに生じた、衝撃波の音だった。

　あたりの家のガラスが割れ、ブロック塀べいが傾かたむく中で、よろよろと立ちあがった十四号が、呆ぼう然ぜんと立ちつくしているところに、赤色灯を点灯させたミニパトカーが突つっ込んできて、急停止した。

　十四号の足元に転がった抱き枕から、青い煙けむりが噴ふき出してきた。

『いかん！　官憲だ！　保護官かもしれん！　逃げろ！』

　十四号は急いで抱き枕を拾い上げると、交差点の角に停とめてあった白いライトバンに走り寄って乗り込んだ。

「待て！」

　ミニパトから飛び降りた大淀警部補が駆け寄ったが、ドアに手を掛ける前に、ライトバンは音も無く急発進した。

　大淀警部補は目を見開いた。

　──エンジン音がしない！　そんな馬ば鹿かな！……ってことは！

　走り去るライトバンに向かって、大淀警部補は左手を突きだした。

「むん！」

　唸うなるように声を上げると、左手首にはめている腕時計の周囲が一いつ瞬しゆん、紫むらさき色いろに光ったように見えた。

　次の瞬間。逃とう走そうする白いライトバンのボディが、ぱぱっ！　とモザイク状に乱れ、すぐに元に戻もどった。

「やはりそうか！　くそ！」

　大淀警部補がミニパトに駆け戻った時、県警のパトカーがサイレンを鳴らして飛び込んできた。

　──しまった！　このパトカーの現着が遅おそければ、ビークルに変形して追つい跡せきできたものを！

「どうしました？　何があったんですか？　爆発ですか？」

　パトカーの警官は、周囲を見まわして聞いた。

　細香の自転車によって引き起こされた衝撃波によって、近きん隣りんの家のガラスが割れ、信号機はねじ曲がり、自じ動どう販はん売ばい機きが倒たおれている。

　──いかん！　なんとかしてつじつまを合わせないと！

　大淀警部補は、左手で空を指差した。

「これは、どうやら竜たつ巻まきらしい！」

「竜巻？　こんなに天気がいいのに？」

　そう言って空を仰あおいだパトカーの警察官が、え？　という顔になった。いつの間にか、頭の上に灰色の雲が湧わき、それが渦うずを巻いていたのだ。

「局地的なものだろうが、この件と例の変質者とは別件だ！　君たちは、例の変質者を追ってくれ！　白いライトバンに乗って、西方に逃走中だ！」

「わかりました！　では、そっち方面の重点警けい戒かいにあたります！」

　パトカーの警察官はそう言うと、敬礼して走り去った。

　雲は低く垂れこめ、強い風が吹ふきはじめていた。爆発音を聞いた住民の誰だれかが、一一九番をしたのだろう。遠くから消防車と、救急車のサイレンが聞こえて来た。

　──とりあえず気象コントロールデバイスで、この衝撃波の痕あとは竜巻に偽ぎ装そうしたが……ここの事件処理が終わるまで追跡はできないな……あいつは今いま頃ごろとっくに偽装を解いて、どこかに飛び去っているだろう。人類の警察官の立場を偽装しているのも善し悪あしだな。

　大淀警部補は、大きくため息をついた。




　一方、その頃ころ。自転車で音速を超こえてしまった細香は、十四号に襲おそわれそうになった下郷の交差点から二キロほど行った県道上で、途と方ほうに暮れていた。

　県道は直線道路だったため、ほとんど障害物もないまま、ここまで来ることができたのだが、ここまで来たところで、自転車のペダルが折れてしまったのである。

　カミラ先生の加えた改造が不足していたのか、細香が計算値以上の力を加えたのか、原因ははっきりしないが、自転車が壊こわれ、動けなくなったことは事実である。

　自転車に装備されていたシールドスクリーンが機能していたために、空気との摩ま擦さつで細香の衣服が脱ぬげたり、熱で溶とけたりすることは無かったが、自転車が動かないのでは、どうしようもない。

　細香は心細そうにあたりを見回した。

　田んぼの中に新しく作られた県道沿いには民家は無く、かなり離はなれたところに、いくつか農家らしい建物が見えるだけだ。

　──どうしよう……気が付いたら、こんなところまで来ちゃった。怖こわいから逃にげようと思って、必死に自転車こいだだけなのに……。ここ……上かみ塩しお田だあたりかしら？　中学校を通り越こして、とんでもないところまで来ちゃった……どうしよう、このままじゃ遅ち刻こくしちゃう……。

　そのとき、細香の足元からネコの鳴き声が聞こえた。

『にゃーおぅ』

　見ると、そこに茶トラ模様のネコがちょこんと座って、細香を見上げていた。

　──あれ？　なんで、こんなところにネコがいるんだろう？　それにずいぶん人ひと懐なつっこいネコだな？

　そう考えたとき、細香の脳のう裏りに、昨日、中学校の保健室でカミラ先生が言った言葉がよみがえった。

『リトルグレイたちは、外で活動する時はネコの恰かつ好こうをしていマスネ。何か助けが欲しい時は「いーぐるー」と言ってください。彼らが、たちどころに駆かけつけて、あっという間に問題を片付けてくれマスネ……』

　細香は、足元の茶トラのネコを見降ろした。

　──もしかして……このネコちゃんも、そうなのかな？

　ネコは、不思議そうな顔で細香の顔を見上げたままだ。

　──どう見ても、普ふ通つうのネコだわ……でも、もし、カミラ先生の言葉が本当だったら、なんとかしてくれるかもしれない……やってみようかな？　でも、ネコに話しかけているのを誰かに見られたら、きっと変な子だって思われちゃうよね……。

　細香は、もう一度あたりを見回した。通行人もいないし、走って来る車の姿も無い。

　──よし、今だわ！

　細香は、覚かく悟ごを決めたように一回深呼吸すると、足元のネコに向かって小声で呼びかけた。

「あの……えーと……いーぐるー？」

　細香の声を聞いたネコは、ひと声高らかに鳴いた。

「ウミャーオウ！」

　それだけだった。

　別にこれといって、変わった様子は無い。ネコは、一声鳴いただけで、澄すまし顔である。

「……やっぱり、普通のネコちゃんだったんだ……」

　細香が肩かたを落としてそうつぶやいた時。どこか遠くから、何やら声が聞こえて来た。

「ミャーグルー」「ミャーグルー」「ミャーグルー」

　その声は、そう聞こえた。

「え？　え？　何？」

　あたりを見回した細香の前に、いきなり四匹ひきのネコが現れた。それは、まさに降って湧いたような出現の仕方だった。

「きゃあ！」

　驚おどろく細香の前に進み出た茶トラのネコが、すっと後ろ足で立ち上がると、再び一声鳴いた。

「ミャーグルー！」

　次の瞬しゆん間かん。

　ぽん！　という感じで、細香と自転車の周りを緑色の大きなシャボン玉のようなものが覆おおった。

　──これが、カミラ先生が言っていた、ディメンションバブルなのね！

　細香の目の前で、茶トラを筆頭に、黒、白、三毛、黒キジの五匹のネコたちは、一いつ斉せいに後ろ足で立ち上がると、そのまま自転車に群がった。

　折れたペダルを調べて、お互たがいに顔を見合わせたネコたちは、どこからともなく持ってきた機械で、折れたペダルの付け根にレーザーのようなものを照射して溶よう接せつを始めた。

　他ほかのネコたちは、自転車の様々な部分を調べ、点検し、そして部品の交こう換かんを始めた。

　やがて、ペダルの溶接が終わると、次に素す早ばやくグラインダーをかけ、塗と料りようを塗ぬり、コンパウンドで磨みがきあげた。これだけの作業に要した時間は、たったの数分間だった。

　すっかり新品同様になった自転車の前に、五匹のネコたちが一列に勢ぞろいして、細香に向かって敬礼した。

「ミャーグルー！」

　その姿は、敬礼というよりは招まねきネコに見えた。

「い……いーぐるー！」

　細香があわてて答えると、ネコたちは満足そうにうなずいた。

　周りを覆っていた緑色のシャボン玉が、出来たときと同じように、ぽん！　と消えると、ネコたちは、ぱっと、クモの子を散らすように、四方八方に走って消えて行った。

　細香は驚いたように目を見開いて、あたりを見回すと、そこは上所中学校のすぐ裏手にある空き地だった。

　──え？　え？　なんで？　私、さっきまで、上塩田の田んぼの中にいたはずなのに！

　もしかして、あの、ネコの恰かつ好こうをしているリトルグレイたちが、ここまで運んでくれたのかしら？　全然気がつかなかった。でも、それしか考えられないよね……。

「どうもありがとうございます、リトルグレイさん」

　細香はそう言うと、リーダーらしい茶トラのネコが消えて行った方向に向かって、深々とお辞じ儀ぎをした。




　上所中学校に登校してきた女子中学生たちは、朝から不ふ審しん者の話で盛り上がっていた。

「ねえねえ、見た？　あの車！」

「うん、見た見た、あれって『痛車』って言うやつでしょ？」

「乗ってるお兄さんは、イケメンでカッコよかったよ？」

「やだあ、あんた、顔なんか見てたの？」

「え？　何？　何の話？」

「知らないの？　ってあんたの家は上塩田か、じゃあ知らないのも無理ないわ、あのヘンタイがいたのは、下郷の交差点だもの」

「ヘンタイ？」

「うん、白いスーツを来たカッコイイお兄さんなんだけどね、乗ってる車は痛車っていうの？　ほら、アニメの女の子のイラストをべたべた貼はった車で、オマケにアニメの女の子のイラストがついた大きな枕まくら抱かかえてるのよ！」

「そうそう、なのに、どっか偉えらそうなのよね！」

「何それ、ヘンタイじゃん！」

「だからヘンタイって言ってるのよ！」

　女子中学生が、きゃあきゃあ言っている下げ駄た箱ばこの隣となりの列では、男子中学生たちが、これまた目を輝かがやかせていた。

「おう、見たか？」

「ああ、見た見た、すげえのな。俺、ネットとかで見たことあるけど本物見たの初めてだ！」

「中三の先輩が、声掛けたんだって？」

「ホントかよ、すげえ、よくそんな勇気があったなあ」

「いや、その先輩もオタクでね、抱だき枕のキャラが知りたかったんで、その抱き枕なんですか？　って聞いたらしい。そうしたら『俺の嫁よめだ！』って胸張って答えたんだってよ！」

「堂々と痛車に乗って、抱き枕抱えて胸を張るなんて、すげえよ」

「やっぱさー、信念が違ちがうんだよな、俺たちみたいなニワカと違って」

「オタクって、馬ば鹿かにされてるんだと思ってた」

「バーカ、あの人はイケメンだから許されるんだよ！　お前じゃダメなんだよ！」

「ちくしょう！　ただし、イケメンに限るって、こういうことだったのか！」

「現実は厳しいなあ」




　しかし、もちろん、抱き枕男を賞賛し憧あこがれる生徒ばかりではない。

「いたいた、健吾！　大変だぞ」

「どうした？　血相変えて」

　登校した健吾が校門のところまでやってくると、そこにクラスメイトのひとりが、一年生らしい女子を連れて駆かけ寄ってきた。

「変態……じゃなくて、不審者だ！　通学路に出たそうだ！」

「不審者？　なんか、竜たつ巻まきがあったとかいう話は聞いたけど……」

「竜巻が起きる前だよ。通学路の下郷の交差点のところに『俺の嫁』の絵のついた抱き枕を抱かかえた変態がいて、女子に声かけようとしてたそうだ。この一年の子が見たって」

「『俺の嫁』の絵のついた抱き枕だって？　本当か？」

　確かにそれは不審者である。あれは、自分の部屋で一人楽しむものであって、白昼堂々、というか、朝っぱらから抱えて通学路をうろつくためのものではない。

　──確かにこれは僕たちの出番だ。不審者情報のチェックは、防衛委員の管かん轄かつだ！

　健吾はクラスメイトが連れていた一年生の女子に声をかけた。

「見たのは君だね？　そのときの様子を詳くわしく教えてくれないか？」

「えと、私、一年Ｂ組の北きた上かみです。えと、ヘンな男の人が、うちのクラスの防衛委員の神通さんに声をかけようとして、それで、竜巻があって、えと……」

「なんだってっ!?」

　神通という名字を聞いて、健吾が思わず大声をだす。

「ひゃんっ」

　首をすくめた一年女子を見て、健吾はあわてて頭を下げた。

「あ、ごめんごめん。それで？　どうなった？」

「えと、そこで竜巻があって。お巡まわりさんも来て大おお騒さわぎになったので……。えと、男の人はその時にいなくなっちゃったんです」

「細香ちゃんは？」

「えと、細香ちゃんも、その時にいなくなっちゃってて……え？　細香……ちゃん？」

　一年女子の目が、興味深げにきらりん、と光ったが、健吾は気付かなかった。

　健吾が思い浮うかべていたのは、昨日、保健室で細香に突つき飛ばされた時のことである。

　自分は右みぎ腕うでのショックシールドがあったので無事だったが、あれと同じことが変態男の身に起これば、ただではすまない。

　──どうしよう？　細香ちゃんも心配だけど、僕としてはその変態野や郎ろうのほうが心配だ。

　変態にだって、生きる権利はある。とっさに突き飛ばしたりしたら、アニメのワンシーンじゃないけど、どこかとんでもないところまで飛んでいくに違いない。衛星軌き道どうに乗ってても僕は驚おどろかないぞ。

　健吾が考え込んでいたそのとき。

「おはようございまーす！」

　後ろの方で、聞き覚えのある声がした。

　振ふり返った健吾が見たものは、自転車を押して校門をくぐってきた細香の姿だった。

　健吾は思わず大きな声で呼びかけた。

「細香ちゃん！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　変態男と竜巻騒さわぎのために、始業時間が近いというのに校門の周りには大勢の生徒が集まっていた。そんな中で、いきなり健吾に大声で呼びかけられた細香は、思わず立ちつくした。

「え？　あ、は、はいっ？」

　健吾はにっこり笑って話しかけた。

「良かった。無事だったんだな。あ、でも変態男は無事とは限らないのか……」

「え？　ええっ？」

「何があったの？　そいつを突き飛ばした覚えはある？」

　そこまで口にしたとき、健吾は周囲の視線が自分と細香に集まっていることに気が付いた。特に細香のクラスメイトの北上という女子は興きよう味み津しん々しん！　という目で細香と健吾を見比べている。

　──うわ、やばい！　こんなところで目立つわけには行かない！　細香ちゃんのことは秘密にしないと！

「あ、あっと、えーと……昼休みにでも、教えてくれないか？　これは防衛委員の仕事だから！」

　わざと防衛委員と言う部分を大きな声で言った健吾の真意がわかったのだろう。細香もあわてて口裏を合わせた。

「は、はいっ！　そうですね！　ぼ……防衛委員のお仕事ですよねっ！」

　誰だれがどう見ても無理のある会話だった……。

　こうして、上所中学校に流れる変態と竜巻のウワサに、局所的に──特に一年生の女子の間に、もうひとつのウワサが加わった。

　変態と竜巻のウワサは、中学校だけに留とどまらなかった。

　ただでさえ平和なのんびりした田舎いなか町である上所温泉では、ちょっと変わったことがあれば、その話はあっという間に広まる。竜たつ巻まきの発生により、ガラスが割れた民家に、地方ローカル局のテレビ局が取材に来たために、竜巻のニュースと共に、変質者が徘はい徊かいしているという噂うわさは、上所地区に暮らすほとんどの人が知ることとなった。




『続きまして、県内のニュースです。本日、午前八時頃ごろ、楢山町上所地区で竜巻が発生し、民家五ご棟むねにガラスが割れたり屋や根ね瓦がわらが飛ぶという被ひ害がいが発生しました……』

　ローカル局のアナウンサーのナレーションと共に、テレビの画面に下郷の交差点が映し出された。

　曲がった交差点の標識や、倒たおれた自じ動どう販はん売ばい機きなどをバックに、近くの家の人なのだろう、お婆ばあさんが映った。

『いやあ、雨もなんも降って無かったのよ、いい天気で。そしたらいきなり、ばりばりっ！　って音がして、家のガラスが割れて。てっきりガス爆ばく発はつかと思ったんよ。そしたら空が曇くもって来て、こう、ぐわーっと渦うず巻まいて。あんな雲見たの、生まれて初めてだよ！』

　テレビの画面は、スタジオにいるアナウンサーに切り替かわった。

『気象学の専門家であり、気象に関する著作がある富ふ士じ見み大だい学がくの清し水みず教授の話によりますと、局地的に積乱雲が発達し、ダウンバーストと呼ばれる下降気流が発生した場合、このようなことが起こる可能性がある、とのことです……』

　二十インチの小型液えき晶しようテレビの前に立ったマイラが、両手を広げて大きくうなずいた。

「聞きました？　十四号様。あれは、この地球では珍めずらしくない自然現象なんですよ？」

　横に座っていたドミトリがうなずく。

「そうでんねん、竜巻っちゅうおっそろしい風が吹ふきまんねん。現住生物のしわざではおまへん！」

「この星の現住生物は、テクノロジーの力を借りて、やっとのことで音速を超こえているのです。女子中学生が、自転車で音速を超えることなんかできっこありません！　誠まことに申し上げにくいのですが、どう考えても十四号様とレクサー殿どのの見たものは何かの間ま違ちがいではないかと……」

　ナンバたちの言葉を聞いた十四号とガス生物のレクサーは、お互たがいの顔を見合わせた。

　ここは、ナンバのワンルームマンションである。

　細香を捕ほ獲かくしようとして、衝しよう撃げき波はにふっ飛ばされ、大淀警部補に見つかって逃にげ出した十四号とレクサーは、ビークルの偽ぎ装そうを解いて飛び上がり、浅せん間げん山やまの谷にあるダムの水底に隠かくした地表降下船に逃げ帰った。そこから、近きん距きよ離り転移ゲートを使って、ふたたび、このナンバの部屋の押し入れから現れたのだ。

　十四号とレクサーは、同時に応こたえた。

「それはない！」『そんなはずはない！』

「我々は見たのだ！　その現住生物の発する生体エネルギーを！」

『ああ、あれほどのキルリアン反応を発する生物を見たことがない！』

　マイラは横にいたドミトリにささやいた。

「ねえ、そんなすごい子、上所中学にいたっけ？」

　ドミトリは怪け訝げんそうな顔で首をひねった。

「さー、ちょっと気が付きまへんでしたなあ……わてらかて、一応は生物ハンターの端はしくれでっせ？　そういう子がおったら、気がつくはずでんがな」

　十四号は、ドミトリの言葉を鼻で笑った。

「ふん、お前たちの無能さがわかる言葉だな。無能なものには、見えるものも見えんのだ！　とにかく、我々が見た現住生物はケタ外れのエネルギーを持っていた！　あの生物には、とてつもない商品価値がある！」

　十四号の周りを漂ただよう青い煙けむりの中で、火花がチカチカと瞬またたいた。

『うむ、そのとおりだ。あの生体エネルギーは、十分に生物兵器として転用できる。

　星間戦争を計画している覇は権けん種族や、独立を目もく論ろんでいる自治惑わく星せい連合などは、喉のどから手が出るほど欲しいだろう……我々は、とんでもない獲え物ものを見つけたのだ！』

「レクサー、お前のデータベースに、あれと同じようなデータがあるか？」

『ちょっと待ってくれ、降下船とリンクする……』

　青い煙の中に、パパッ！　と複雑なパターンの火花が走った。

『ウム、今から四百二十三銀河標準世紀前に、銀河南域辺境のクリプトン恒こう星せい系の第四惑星で、同レベルの生体エネルギーを持つ現住生物が発見され、捕獲され最デイ終スラ兵プタ器ーとして使われてる……当時の経済価値で七兆信クレ用ジ単ツ位トの値がついたそうだ』

「七兆信用単位だと？　惑星を一つ私有できるほどの額じゃないか！」

　青い煙は、十四号の前に手の形を作り、人差し指を立ててそれを振ふって見せた。

『いや、チガウな。言っただろう？　これは銀河標準世紀で四百二十三世紀前の話だと。今の価値レート換かん算さんすれば、二十兆信用単位ほどの価値になるだろう……』

「二十兆だと？　間違いないのか？」

　十四号の声は震ふるえていた。

『間違いない、銀河中央銀行のレート換算だ』

「……ということは……あの現住生物の捕獲に成功すれば、我々は一夜にして銀河の大だい富ふ豪ごう紳しん士し録に名を連ねる……ということか？」

『ソウダ、富と名声は、思うママダ！』

　十四号は胸の前で両手を握にぎり締しめ、叫さけんだ。

「かなう！　夢がかなうぞ！　私の夢！　子供の頃ころから胸の中に思い描えがいた夢がかなう！　究極の博物館！　廃はい止しされた航路の、うち捨てられた宇宙船を銀河中からすべて集め、パーツをリビルドしてレストアし動態保存した、究極の宇宙船博物館を作ることができる！　ああ、思い起こせば子供の頃、父に連れられて行った宇宙港で、引退するブルーラインの豪ごう華か客船を見て以来、私が思い描いていた夢。それが今現実になろうとしているのだ！」

　十四号の意気込みっぷりを見たナンバが、マイラにそっとささやいた。

「……ヤバイっすよ、マイラ様。あいつ、船ちゃんです。完全に舞まい上がってますぜ……」

「……船ちゃんって……宇宙船マニアのこと？」

「ええ、そうです、宇宙船マニアもいろいろいるんです。宇宙船の映像記録を撮とる撮り船。模型を作る模船、遠えん距きよ離りゲートが実用化されて、遠距離宇宙航路の廃止が決まるとそこに行く葬そう式しき船。どうやらあの十四号は、実船ですね」

「実船？　なによそれ」

「その名のとおり、実物を買い取って自分のものにしたがる宇宙船マニアです。よほどの金持ちじゃないとできない趣しゆ味みですよ」

「……いずれにしろ、私にはついて行けない世界の話だわ……目がイッちゃってるもの」

　肩かたをすくめたマイラの視線の先には、

「はっはっはっ、究アルテ極イメのツト博ミユ物ージ館アムの、出航だっ！」

　と、高らかに笑う十四号の姿があった。

　マイラの言葉を聞いた、ドミトリもうなずいた。

「マニアちゅうのは、ただでさえ、どこか外れとんのに、それが欲よくの皮かわ突つっ張ぱらせたら、間違いなくマトモな判断できまへん。なんぞトチ狂くるったこと言いださんとええのやけど……」

　三人の予感は当たっていた。十四号は、三人を見て胸を張った。

「もはや、ラゴラー星系からの依い頼らいなど、どうでもよい。我々はとてつもないものを見つけたのだ！　さあ、攻こう撃げきの準備をしろ！　これから、あの個体が飼育されているチュウガッコウという施し設せつを襲しゆう撃げきし、あの個体を捕ほ獲かくするぞ！」

　ナンバたち三人は、目を見開いた。

「えええええっ！　サリアント条約下の惑星で異星人としての行動を取れば、即そく座ざに逮たい捕ほ、最悪の場合は原子分解されても文句が言えないんですよ？」

「そうよ！　そんなことやったら保護機構と全面戦争になっちゃうわよ！　勝てっこないわ！」

「万が一、上手うまく逃にげおおせても、銀河文明評議会から『公パブ共リツ概ク・念エネのミ敵ー』の指定を受けて、とことん追いかけられまっせ？　とっつかまったら一巻の終わりでんがな！」

　十四号は三人組を見み据すえて言った。

「貴様らがこの五年間、ただの一件も捕獲を成功しなかった理由は、その負け犬根こん性じようだ！　目の前にチャンスがぶら下がっていても、何一つアクションを起こさず、できない理由だけを並べる、そのネガティブ思考がすべての原因だ！

　もうよい！　貴様らの力は借りん！　私とレクサーだけで、チュウガッコウとやらを襲おそい、あの個体を手に入れて見せる！」

　そう言いきった十四号を見て、ナンバたちは顔を見合わせて、小声でつぶやいた。

「それは好都合というか……」

「手伝えって言われた方が困るというか……」

「見てるだけの方が、気が楽というか……」

　ごにょごにょと小声で答えた三人の言葉を、十四号は聞いていなかった。

「では、我々はこれより、あの現住生物を捕獲するための行動に移る！　行くぞレクサー！」

『了りよう解かいした！』

　青い煙けむりを引き連れた十四号は、そのままナンバの部屋の押し入れの中に消えて行った。押し入れの襖ふすまを閉めると、押し入れの中から、ヴ……ンという機械音が聞こえ、やがて襖の隙すき間まから、ぴかっと緑色の閃せん光こうが瞬またたいた。

　恐おそる恐る押し入れの襖を開けて、中を覗のぞき込んだドミトリが、つぶやいた。

「行ってしもうたようでんな……」

　ナンバは困こん惑わくしたような顔つきで、マイラに向き直った。

「マイラ様……どうするおつもりですか？　あいつらをこのまま放置したら、大おお騒さわぎになりますよ？　我々異星人の存在がすべて露ろ見けんします！　銀河文明評議会は、この惑わく星せいに介かい入にゆうせざるを得なくなります。完全に隔かく離りされて文明進化は凍とう結けつされてしまいます！　私たちは全員追い出され、地球の人類はこの恒星系から出ることもできずに今のまま滅めつ亡ぼうしていくしかありません……」

　マイラは怒おこったように答えた。

「わかってるわよ！　あんたに言われなくたって、このまま放っておいたらどうなるか、くらい……私だって、そんなの認めたくないわよ！」

「じゃあ、どないしますねん？　シンジケートに逆らったら、わてらの給料はどこからも入ってきまへんで？　この星から他ほかの星に行く推すい進しん剤ざいすら払はらえんようになったら、わてら、この星に島流しならぬ、星流しでっせ？」

　マイラは腕うでを組むと、右手の握にぎりこぶしを口の前に持っていって、じっと考え込んだ。

　触毛を偽ぎ装そうするために頭に付けている、バニーガール風のウサギの耳が、ぴょこぴょこ左右に動くのは、彼女が考えている証しよう拠こだった。

　そして二呼吸ほどの時間の後で、マイラはうなずいた。

「よし、決めた！　十四号のことを、駐ちゆう在ざいさんに通報するわ！」

　ナンバとドミトリは目を見開いた。

「上司を通報するんですか？」

「マイラ様、それはシンジケートへの裏切りでっせ？」

「違ちがうわ。確かにあいつらは、最初、シンジケートの命令で、現住生物を捕獲する目的でこの星にやってきたわ。それは任務よ。でも、今のあいつらの目的はそうじゃないわ。あいつらは、自分たちの一いつ攫かく千せん金きんを夢見て行動しているのよ！　それはもう、シンジケートの任務じゃないのよ！」

　ナンバが、ぽん！　と手を打った。

「そうか、今の十四号とレクサーを通報しても、それはシンジケートへの裏切りじゃないってことか！」

　ドミトリも、うんうん、と、うなずいた。

「考えようによっては、逆にシンジケートの危機を救うことにもなりまんなあ」

「そうよ！　私らはシンジケートの裏切り者じゃないわ、その逆よ！　シンジケートを危機から救った功労者よ！」

　マイラはそう言うと、着ていた制服風のブレザーのポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出して、にやっと笑った。

「……それに、不ふ審しん者や犯罪者を見つけたら、通報するのは市民の義務だもんね！」







[image: 第六章　第六天魔王の出現]




　上所中学校では、六時間目の授業が終わろうとしていた。

　この後、各クラスで行われる、明日の予定や各委員会からの連れん絡らく事じ項こうを告げるショートホームルームが終われば授業は終わりである。

　いつもなら、さっさと下校する生徒の姿が見られるのだが、この日は木曜日であり、生徒たちはほとんど校内に留とどまったままだ。

　上所中学校では、毎週木曜日の放課後は課外活動の日と決められており、委員会活動と部活動を優先して行うこととされている。

　名目上は、あくまでも優先的に、ということで自由参加になっているが、実質的には、ほぼ全校生徒が、委員会活動と部活動をやらされることになっている。

　そんな事情はつゆ知らず、上所中学校の正門の脇わきにある月つき極ぎめ駐ちゆう車しや場じようの空きスペースに、光学迷めい彩さいスクリーンを展帳したビークルを置いて、その中から中学校の様子をうかがっていた十四号が、怪け訝げんな顔でつぶやいた。

「おかしい、チュウガクセイたちが出てこないぞ？　ナンバのデータだと、この時間になればチュウガクセイたちはこの施し設せつからそれぞれの巣に帰るはずだ」

　隣となりに漂ただよっていたレクサーが、チカチカと瞬またたいた。

『それよりも、キルリアンセンサーを見ろ。全く反応が出ていない……』

「なんだと？」

　十四号は右手のひらを感応端たん子しに当てた。

　ハンター用に改造されたビークルの複合センサーのデータが、直接意識に流れ込んで来る。そのデータの中には、朝、下郷の交差点で出会った相手のような、突とつ出しゆつしたエネルギー反応は無かった。

「おかしいな？　朝、我々が遭そう遇ぐうした個体が収容されている施設は、このチュウガッコウではなかったのか？」

『いや、このエリアには、チュウガッコウはここにしかない。それに朝出会ったとき、あの個体は、このチュウガッコウに通う、メスのチュウガクセイの衣装を身につけていた。間ま違ちがいなくここにいるはずだ』

「では、どうしてセンサーに反応が出ないのだ？」

『わからない……何らかのシールドが働いているとしか思えない』

「保護官の管理下にある、ということか？」

『それは十分考えられる……我々はすでに発見されているのだからな……だが、ためらうわけにはいかんぞ、リスクを冒おかさねばリターンは得られない』

　十四号は、わかっている、という風にうなずいた。

「ああ、立ちふさがるものは実力で排はい除じよしてでも目的を果たす！　これより直接チュウガッコウに向かう！」

　十四号たちの乗ったビークルは、光学迷彩スクリーンの境界線を揺ゆらめかせて、ふわりと浮うき上がった。

『……とはいえ、チュウガッコウに近づくノハ危険ではないか？』

「いや、保護機構は、サリアント条約下の惑わく星せいにおいて、我々の存在を明らかにすることはできない。今日の朝、出会った現住生物の警官の姿をした男は、明らかに保護官の一人だった。だが、彼は我々を追つい跡せきしなかった。いや、できなかったのだ！

　我々がチュウガッコウの上空に姿を現しても、保護機構の連中は我々に正面から攻こう撃げきを仕し掛かけたり、光学迷彩を中和するような行こう為いはできない。保護機構は、みずからの手でサリアント条約を破るわけにはいかない。というジレンマに陥おちいっているのだ！」

『ソウカ！　そこに付け入る隙すきがあるのダナ？』

「そういうことだ」

　十四号がそう言ってにやりと笑った……その頃ころ。




　自分が十四号たちに狙ねらわれていることなど知る由よしも無い細香は、防衛委員会の緊きん急きゆう会議に出席していた。

　居並ぶ委員の中に、健吾の姿はなかった。

　──あれ？　最上センパイはどうしたんだろう？

　細香の疑問に答えるように、副委員長の名取が委員たちを見回して言った。

「えーと、今日の緊急委員会は、例の変質者への対応を決めるものでして、上所温泉駐ちゆう在ざい所しよの大淀さんが出席されます。最上委員長は駐在さんをお迎むかえに行っておりますので、しばらくお待ちください」

　その名取の言葉を聞いた教室の防衛委員たちは、お互たがいの顔を見合わせた。

「やっぱり駐在さんが来てくれるんだ」

「こういうときは専門家に来てもらわないと、俺たちだけじゃ心細いものなあ」

　そう言った二年生の男子生徒を見て、三年生の女子生徒が笑いながら言った。

「あら？　青あお葉ばくんは、いつも、俺は合気道初段だ！　変質者が出たら俺がやっつけてやる！　って豪ごう語ごしてたじゃないの」

　青葉と呼ばれたお調子者っぽい男子生徒は、顔の前で両手を振ふった。

「あ、いや、高たか尾お先せん輩ぱい。いくら腕うでに自信があっても、あいつは無理です。あいつの目つきは普ふ通つうじゃありません。あんなヤツの相手、シロウトには無理ですよ」

　高尾と呼ばれた三年生の女子生徒は、目を見開いた。

「……そんなにすごかったの？　私は見てないから知らないんだけど……」

　青葉は高尾先輩に向き直ると、両手を広げて説明を始めた。

「えーとですね、なんで、今日の朝の変質者が危険だったかと言うとですね。抱だき枕まくらを持っていたとか、そういう部分じゃないんですよ。いくらなんでも、それだけで通報されたりはしません。通報された理由は、やつの目つきだったんです！」

「どういうこと？」

「なんと言ったらいいのかな、こう、肉にく食しよく獣じゆうが餌えさになりそうな草食獣を物色するような目と言えばわかりやすいかな？　ぶっちゃけ、抱き枕を持っていなくても痛車に乗っていなくても、あの目つきで通学路に立って、通学する女子中学生をじーっと見ていたら、誰だれもが不安になって一一○番に電話しちゃうようなそんな目つきだったんですよ」

　青葉はそこで言葉を切ると、教室の中を見回して、細香に目をとめた。

「そういえば、そこにいる一年生の神通さんが、あの男に襲おそわれそうになったって話を聞いたんだけど、実際どうだった？」

　いきなり話を振られた細香は、目を見開いたまま固まった。

　──え？　あ、どうしよう……こういうとき、なんて答えればいいんだろう？

「えと、あの……あの……」

　細香の頭の中に、十四号と出会ったときの記き憶おくがよみがえった。

　小こ脇わきに抱き枕を抱かかえ、こちらを、ひた、と見み据すえて、ずんずん迫せまって来る十四号の目を見た時の恐きよう怖ふを、なんと言い表せばいいのだろう？

　いろいろな言葉がぐるぐる回ったが、どの言葉も、あの時の恐おそろしさを言い表せないような気がした。

　──でも、言わなくちゃ、なんか言わなくちゃ。えと……えと……。

　半分パニックに陥った細香の口から出たのは……。

「……すっごく……怖こわかったです……」

　という実にシンプルな言葉だった。

　──うわあああ、馬ば鹿か？　私ってもしかして馬鹿？　小学生じゃないんだから、もっときちんと話さなくちゃいけないのに！

　だが、見るからにおとなしそうな細香が、胸の中から絞しぼり出すように口にした言葉には、なんともいえない説得力があった。

　細香の言葉を聞いた三年生の高尾は、目を見開いた。

「……なんか、すっごく怖かったみたいね」

　青葉が、我が意を得たり、という風にうなずいた。

「すごいなんてものじゃありません！　まさしく獲え物ものを狙う目ですよ。ああいうのをウオノメタコの目って言うんです！」

「それをいうなら、鵜うの目鷹たかの目よ」

「ええ、そうとも言います」

　青葉が、高尾先輩のツッコミをさらりと流したその頃。




　上所中学校の上空に浮うかんだ、遮しや蔽へいシールドと光学迷めい彩さいによって姿を隠かくしていたビークルの中で、レクサーが叫さけんだ。

『いた！　反応が出たぞ！　やはりあの建物の中だ！』

「座標を固定できるか？　センサーのデータを直接取り込めるお前と違ちがって、私は感応端たん末まつを使わないと読みとれない」

　彼らが感知した思念エネルギー。それは、細香の意識の中にある、恐怖心が発するものだった。細香が記憶の中に、獲物を見つけた猛もう禽きん類るいのような目で迫って来る十四号の顔を思い浮かべた時、その記憶が恐怖心を呼び覚ましたのだ。

　恐怖心とは、自己保存の本能が脅おびやかされたときに生まれる自然な感情の動きである。カミラ先生は、細香の潜せん在ざい能力を封ふうじ込めるために深層心理にブロックを仕し掛かけたが、生き物としての反応をブロックすることはできなかった。細香の恐怖心は、本能の奥から湧わき出る自己保存の欲よつ求きゆうとリンクし、封じ込まれていた能力をわずかながら呼び覚ましていたのだ。

『三次元座標を固定した！　目標は、建物の最上部の小部屋にいる！』

「よし！　そこにビークルを降ろせ！　スタン・ビームを浴びせて捕ほ獲かくするぞ！」

『了りよう解かいした……む？　ナンダ、この反応は……』

　レクサーの言葉に疑念が混じるのと、ビークルの操縦室に、ピヨピヨピヨ、というひよこの鳴き声のような音が響ひびき渡わたるのは同時だった。

　十四号の顔色が変わった。

「な、なんだ!?　この緊きん急きゆう警告音は！」

　地球人が聞けば、可愛かわいいひよこの鳴き声にしか聞こえないが、十四号たちにとって、その音は重大な危険を意味する緊急警告音だった。

　素す早ばやくモニターに目を走らせた十四号は、目を見開いた。

「保護機構の強制措そ置ち通告だと？　くそ！　ふざけるな！」

　十四号は、操作用のトラックボールの上に置いた手を必死に動かした。しかし、操縦モニターからは操作無効を意味する警告音が聞こえてくるばかりだった。

　そして次の瞬しゆん間かん、ビークルが、がくん！　と大きく揺ゆれた。

「どうした!?　攻こう撃げきか!?」

『いや、攻撃ではない、中和ビームの照射だ！　遮蔽シールドと光学迷彩を剝はぎ取られた！　強力な牽トラ引クタビームが照射されている！』

「牽引ビームだと？　くそ！　ビークルごと収容するつもりか！」

　十四号はビークルのコンソールを覗のぞき込んだ。

　地表の二か所と、上空の一か所から、緑色のビームが照射されていた。よく見ると、周囲の空間にも、幾筋もの薄うすい緑色の細い線が走っているのがわかる。

『くそ！　罠わなだ！　チュウガッコウの上空は、力場と偽ぎ装そうスクリーンで囲われている！　こっちの光学迷彩を剝ぎ取っても、地表からは我々の姿は見えない！』

「逃にげろ！　こっちも中和ビームだ！　保護機構の牽引ビームを無力化するんだ！」

　ビークルのコンソールの上に薄く広がったレクサーの本体の中に、いくつもの電気回路のような火花が走るのが見えた。

　上空に浮かんだ、大型の保護機構のＵＦＯから延びる緑色の牽引ビームに、紫むらさき色いろの鋭するどいビームが襲おそいかかり、その力場を無効化し始めると、それを感知したのだろう、緑色の牽引ビームの出力が一段と強力になった。

『ダメだ！　出力が違いすぎる！　このままでは保護機構の母船に収容されてしまう！』

　十四号はコンソールをにらみつけて、吐はき捨てるように言った。

「くそ！　多勢に無勢か……こんなことなら、地球支部の連中にも手伝わせれば良かった！　あのダメ社員どもでも、地表のビーム発生装置を破は壊かいするくらいはできたかもしれんのに……」

　そう言った後で、十四号は、はっと何かに気がついたように目を見開いた。

「……そうか！　地球支部の連中を使えばいいのか！」

『何をやらせるツモリダ？　いまさら地表のビーム発生装置を破壊しても間に合わんゾ』

「いや、そうじゃない。地球支部の連中には、我々と……獲物の回収をやらせるのだ！　保護機構の連中は、このビークルごと我々を逮たい捕ほしようとしている。ならば、このビークルなど破は棄きしてしまえばいい！」

　青い煙けむりの中でチカチカと閃せん光こうが瞬またたいた。

『ソウカ！　獲物を回収するためにはこのビークルが不可欠だったが、その回収を地球支部の連中にやらせるのナラ、このビークルは不要だ……シカシ、脱だつ出しゆつポッドを使えば、ポッドごと牽引ビームに取り込まれてシマウゾ？　どうやって脱出するノダ？』

「ポッドは使わない……私自身を生身で射出させる！」

『馬ば鹿かな！　脱出ポッドは、ビークルの反応炉ろの爆ばく発はつに巻き込まれないように、音速を超こえる初速で射出される。それに生身の身体からだが耐たえられるわけがナイ！』

「だから君に頼たのむのだ。私を包み込んで衝しよう撃げきを吸収してくれ！　君ならできる！」

　レクサーはしばらく無言のまま煙のようにゆらゆら揺れていたが、やがて、仕方がない、という風にふわっと動いた。

『わかった。やってみよう。中和ビームを最大出力で発射して、敵の牽引ビームを無力化した後で、射出口から我々を射出するように指プロ示グラムしておこう……』

「よろしく頼む！」

　十四号はそう言ってうなずくと、通信コンソールに向かって話し始めた。

「地球支部！　聞こえるか、地球支部！　我々は脱出する！　未来に向かって脱出する……」

　中学校の上空で、二機の円えん盤ばんが繰くり広げる激しいビーム合戦の閃光は、雨雲に偽ぎ装そうされたスクリーンの薄い部分を透とう過かして地表に降り注いだ。窓の外に走る閃光は、教室の中にも差し込んだ。

『ぴかっ！』

「きゃあ！」

　閃光に顔を照らされた細香は、思わず小さく悲鳴を上げた。

　他ほかの教室からも、女子生徒の上げる悲鳴が聞こえてきた。

「うわ、すごいカミナリだな、また竜たつ巻まきが起こるんじゃないのか？」

「家に帰る前に、雲がどっかに行ってくれればいいんだけどなあ……」

　雨雲の上を走る幾いく筋すじもの閃光を見上げて、防衛委員会に出席していた委員たちが、口々にそんなことをつぶやいていた頃ころ。

　その真下にある中学校の応接室では、駐ちゆう在ざい所しよの大淀警部補が眉み間けんに縦じわを寄せて、耳の中に入れた警察無線のイヤホンを右手で押さえていた。

　その様子を見ていた上所中学校の教頭先生が、怪け訝げんな顔で聞いた。

「何か事件でもありましたか？」

「え？　いえ、ちょっと緊きん急きゆう事態のようですね……でも、こちらとは関係ないようです。このまま防衛委員会の方に出席させていただいても問題は無いと思われます」

　教頭先生は、ほっとしたように答えた。

「ああ、そうですか、それは良かった……なにしろ今朝のような事件は、この上所中学校始まって以来ですからね。ぜひとも駐在さんのご協力を頂きたいのですよ。いかんせん中学校にできることにも限界がございますので……」

「ええ、生徒の安全を確保するのは私の責任でもあります。しっかり協力させていただきます」

　そう言って応接室のソファから立ち上がった大淀警部補を見て、教頭先生はあわてて頭を下げた後で健吾に言った。

「よろしくお願いします……最上くん。大淀さんをお連れして」

「はい、わかりました！　ご案内します！」

　健吾はそう言うと、応接室のドアを開けた。

　廊ろう下かを歩きはじめた大淀警部補は、小声で健吾に言った。

「カミラ先生から聞いたよ。君と一年生の神通細香くんは、我々保護機構の一員になったそうだね。歓かん迎げいするよ」

「な、なんだってーっ！」

　思わず声を上げた健吾を見て、大淀警部補はあわてた。

「声が大きい！　私の正体は秘密ということになっているんだ。あまり大声を出さないでくれたまえ」

「あ、そうでした、申し訳ありません……」

　いけね……という顔で頭を下げた健吾を見て、大淀警部補も頭を下げた。

「いや、もとはと言えば、この一連の騒さわぎの元げん凶きようは私が作ったようなものだからな。あまり強く言えた立場ではないのだが……私にはこの上所地区の地球人を守るという責務がある。それは異星人であっても、警察官であっても同じなんだ……」

　大淀警部補は、ふっと笑って、言葉を継ついだ。

「私は異星人だが、戸こ籍せきや出生記録を作り、県警の警察官を受験し、地球人の警察官と同じ訓練を受けて県警巡じゆん査さを拝命して警察官になったのだ。つまり、本物の警察官でもある。

　私のように、異星人でありながら、地球人としての生活背景を持ち、地球人として生活している者は、この上所温泉には数多いのだ。名前を聞いたらきっと君も驚おどろくだろう」

　そんな、まさか……と言おうとして、健吾はその言葉を飲み込んだ。

　──いや、きっとそれは本当のことに違ちがいない。

　カミラ先生や駐在さんが宇宙人だったように、宇宙人はいろんな所にいて、ごく普ふ通つうの地球人のように暮らしているんだ。

　健吾は胸の中で、ふう……とため息をついた。

　──こんなこと、三日前の僕なら、腹を抱かかえて笑っちゃっただろうなあ。馬ば鹿かなこと言うな、もっと『常識的』に考えろ……と、怒おこったかもしれない。

　でも一晩寝ねて起きたら、『常識』が『非常識』になって、『非常識』が『常識』になっちゃった。

　本当ならもっと驚いたり、あわてたりするものなんだろうけど……人間って許容範はん囲いを超こえちゃうと、意外と驚かないものかもしれないなあ……。

　健吾は、のほほんと、そんなことを考えていた。しかし、大淀警部補の次の言葉を聞いて腰こしが抜ぬけるほど驚いた。

「実を言うと、今日の朝、姿を見せた変質者の正体は……我々が昨日から追いかけていた不法侵しん入にゆう者しや……つまり、異星人なのだ。

　今、この上所中学校の上空で、その不法侵入した異星人の円盤と、我々保護機構の円盤が激しいビーム合戦をやっている。あの雲の中で光っている稲いな妻ずまは、ビームの撃うち合いだ」

「な、なんだってーっ？」

　思わず大声を上げた健吾に向かって、大淀警部補は、しーっ、と言うように唇くちびるの前に右手の人差し指を立てた。

「大声を出さないでくれと言っただろう？」

「あ、どうもすみません……とか言っている場合じゃありません！　犯人逮たい捕ほとかそういう一大事に、こんなところにいていいんですか？」

「ビークル捕ほ獲かくのような機械相手の仕事は機械に……というか、電子人格に任せたほうが間ま違ちがいが無いのだよ。私がここにいる理由は、奴やつらの手から細香くんを守るためだ」

「え？　奴らが細香ちゃんを狙ねらっているんですか？　ピンポイントで？」

　大淀警部補は、ああ、いけない、という風にうなずいた。

「ああ、君に伝えるのを忘れていた。異星人の狙いは、どうやら思念臨界反応を起こした神通細香くんを拉ら致ちすることらしい。彼女のエネルギーを利用すれば、恒こう星せい間戦争用の思念兵器が簡単に作れるからな。闇やみの武器マーケットに、すごい値段で売れる。やつらはそこに目をつけたに違いない」

「そんな！　あの子は、望んでもいないのにスーパーガールにされちゃったんですよ？　あげくの果てに、兵器にするから拉致するなんて、そんなひどい話がありますか！」

「わかっている……その責任を痛感している……」

「責任を痛感……そんな大人の言葉でごまかさないでください！」

　思わず声を荒あらげた健吾の後ろから、柔やわらかな声がした。

「大淀さんをあんまり責めないでくださいデスヨ。大淀さんは、一いつ生しよう懸けん命めいデスネ」

「カミラ先生！」

　健吾たちの後ろに立っていたカミラ先生は、健吾をなだめるように言った。

「私たちは細香ちゃんを守るために全力を尽つくしますデスネ。仕事だからじゃアリマセン……いえ、仕事だけじゃアリマセン、と言うべきデスネ。私も、細香ちゃんの近くに一いつ緒しよにいて、ボディガードをやりますデスヨ。私と大淀さんの二人で細香ちゃんを守り抜くデスヨ」

　大淀警部補は、ほっとしたような顔で答えた。

「カミラさんが一緒にいてくれれば、心強い……あなたの戦せん闘とう力は私の比ではないからな」

「え？　戦闘力って？」

　驚く健吾を見て、カミラ先生は大淀警部補をちらっとにらんだ。

「大淀さん、オンナノコの秘密をホイホイ話すものじゃナイデスヨ」

「あ、いや、これは失礼した……」

　大淀警部補は右耳に入れてある警察無線のイヤホンを押さえて、真しん剣けんな表情で答えた。

「とにかく細香くんのところに急ごう。上空で捕獲作業が続いているが、やつら結構しぶとく抵てい抗こうを続けているらしい。普通の不法侵入者なら、ビークルを押さえられれば観念するんだが、今回は一ひと筋すじ縄なわではいかない連中のようだ」

「わかりました」

　健吾たち三人が、早足で階段を上り始めたそのとき。

『どっかーん！』

　爆ばく発はつ音と、バリバリという破は裂れつ音と、ガラスの割れる音、そして女子生徒の悲鳴が混じった腹の底に響ひびくような轟ごう音おんが聞こえてきた。

「いかん！」

　大淀警部補が叫さけぶのと、カミラ先生が「いーぐるー！」と叫ぶのは同時だった。

　次の瞬しゆん間かん。

　健吾の視界が、ふわん、と緑色っぽい色調に変化した。

「三階の教室と校舎の一部にディメンションバブルを展開したわ！　この空間の中は、外から隔かく離りされている。でも長くは維い持じできない！　急いで！」

　階段を駆かけ上がった大淀警部補とカミラ先生の後に続いて、三階の委員会が開かれてる教室に飛び込んだ健吾が見たものは……。

　吹ふき飛んだアルミサッシの窓まど枠わくと、天てん井じように開いた大きな穴。爆発で吹き飛ばされたかのように、教室の壁かべ際ぎわに積みあがった、無残に捻ねじ曲がった教室の机やイスの山。

　その山の隙すき間まから、上所中学校の制服がちらっと見えた。女子の制服だった。

　──うわ！　細香は？　細香は無事なのか!?

「ほう、保護官のお出ましか……」

　若い男の声がした。

　見上げると、そこに、雑誌のグラビアから切り取って立体化させたような、整った顔立ちの若い男が立っていた。しかし、胸に赤い薔ば薇らをつけた白いスーツ……という昭和の時代の匂においが漂ただようファッションが、すべてを台無しにしている。

　大淀警部補が、腰こしのホルスターに入っていたピストルを抜ぬいて、その若い男に突つきつけて叫んだ。

「銀河文明保護法違い反はんの現行犯としてお前を逮捕する！　抵抗すれば、即そく座ざに原子に分解する！　無む駄だな抵抗はやめろ！」

「ほう……原始的な武器に偽ぎ装そうしたＺ原Ａ子Ｐ分ガ解ン銃か。それを持っているということは、間違いなく保護官……ならば、こちらも遠えん慮りよはいらんな。全力で戦わせていただこう！」

　次の瞬間。若い男の目が、くるりと白く裏返った。

　めりめりピキピキという音を立てて端たん正せいな男の顔が左右に分かれると、その中からイソギンチャクを思わせる真っ赤な触しよく手しゆが出現した。二つに割れた能面のような顔の間から、うねうねと動く真っ赤な八本の触手を伸のばしたその姿は実に悪あく魔ま的な容よう貌ぼうだった。

　──うひ！　グロい！

　健吾は、思わず目を逸そらした。

「……なるほど、クリオネリアンだったというわけか。抵抗する意志ありと見なす！　悪く思うな！　これが法だ！」

　大淀警部補がそう言って構えたピストルの引き金に力を込めた……次の瞬間。

　目にもとまらぬ速さで動いた、青い棒のようなものが大淀警部補の右みぎ腕うでを下から上に跳はね上げた。
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『ＺＡＰ！』

　テレビのホワイトノイズのような音と共に、教室の天井の一部が消しよう滅めつした。

「なにぃ？」

　驚おどろきの声を上げた大淀警部補の顔が、苦痛にゆがんだ。青い棒は、形を変えて蛇へびのように右手に絡からみ付き、先せん端たん部が右手に握にぎられたピストルの内部に入り込んでいた。

「く、くそ！」

　左手でその青い蛇をつかもうとするのだが、つかんだ部分はその場で一いつ瞬しゆんに霧きり状じようになって消えてしまう。

「ギズモリアンか！　くそ！　油断した！」

　大淀警部補が、苦痛の声を上げるのと、右手に握られたピストルが、内部から紫むらさき色いろの閃せん光こうを発してはじけ飛ぶのは同時だった。

「うぉっ！」

　大淀警部補の右腕に巻き付いていた青い蛇がその場で煙けむりになると、気味の悪い触手を伸ばした姿に変形した男の腕時計から、合成音声のような声が流れ出した。

『ＺＡＰガンは分解シタ……もう恐おそれることはナイ』

「くそ！　これだけが武器だと思うな！」

　大淀警部補はそう叫ぶと、握っていたピストルの残ざん骸がいを投げ捨てた。ベルトから伸びるスプリングのようなコードで、ぶらんと、ぶら下がったピストルには、稲いな妻ずまのような火花が走り、パチパチと音を立てていた。

「こちらも遠慮はせんぞ！……むん！」

　大淀警部補がそう言って両手を握り締しめると、身体からだから闘とう気きのようなものが噴ふき出し、見る見るうちに腕や顔から剛ごう毛もうが伸び始めた。声帯も一いつ緒しよに変形し始めたのだろう、ごろごろ、という音の混じった声で大淀警部補は言った。

「こいつは、私が何とかします！　カミラさんは、生徒の治ち療りようと蘇そ生せいを！　最上くんは細香くんを保護してくれ！」

「わかりました！　クリオネリアンのバッカルコーンには毒素があるわ！　気をつけて！」

「この形態になれば、代謝をコントロールできます！　お任せください！」

　骨格が変形し、二本足で立っている理由が無くなったのだろう、大淀警部補は、そう言うと、その場に両手を突いた。そこにいるのは、どう見ても、警察官の制服を着た一頭の巨きよ大だいなオオカミだった。

『うぉろぉおおおおおん！』

　巨大なオオカミは腹の底に響ひびくような野太い咆ほう哮こうをあげると、イソギンチャクと化した十四号に飛び掛かかった。

　──うわ！　イソギンチャク男対オオカミ男の対決かよ！　どこのＢ級映画だ？

　健吾が思わずそうツッコミを入れようとしたとき、教室の片かた隅すみから「ひゃぁ！」という細い悲鳴が聞こえた。

　──そうだ！　細香だ！　あの子はどこだ？

　悲鳴の聞こえたあたりを探した健吾の目に映ったのは、教室の隅すみで捻じ曲がった机の下に這はいこんで、頭を抱かかえて小さく丸まった細香の背中だった。

　──いた！

「細香！　無事か？」

　そばに駆かけ寄り、声をかけてしゃがみこんだ健吾に、細香は無言で抱だきついてきた。

「おわ！」

　健吾は、思わず声を上げてしまったが、すぐに腕の中の細香の身体が細かく震ふるえているのに気がついた。

　──怖こわかったんだ……そうだ、怖くないわけがない。

　僕だって足が震えている。僕が取り乱さないのは、心のどこかで、これを現実じゃないと思い込もうとしているからだ。

　健吾の見ている前で、リトルグレイたちが走り回って、吹ふき飛ばされて積みあがった机やイスの山の中から防衛委員たちを救出していた。

　誰だれも皆みな、ぐったりとしており、意識が無い。

　一番手前に寝ねかされた名取の横にかがみこんで、脈を調べていたカミラ先生が悲しそうに首を振ふるのが見えた。

「どうですか？　無事なんですか？」

「あいつが突つっ込んできたときの衝しよう撃げき波はをモロに食くらってるわ……このままでは……助からない……保健室に蘇生キットを取りに行っているヒマは無いわ！」

「そんな！」

「これは、こうなることを予測できなかった私の責任です……最後の手段を取ります」

　カミラ先生は思いつめたような表情でそう言うと、少し悲しそうな表情で健吾と細香を見て、小声で付け足した。

「……私の本当の姿を見ても……怖がらないでクダサイ……」

「え？」

　驚く健吾と細香の前で、カミラ先生はしゃがみこむと、顔の前で両りよう腕うでを交差させた。

　そしてそのまま動かなくなった。

「カミラ……先生？」

　思わず声をかけた健吾は、カミラ先生の身体が小さく震えているのに気がついた。

　──細香みたいに怖いのか？　いや、違ちがう、これは恐きよう怖ふから来る震えじゃない！　カミラ先生は全身に力をためているんだ！

　一方、教室の窓まど際ぎわでは、怪かい奇きイソギンチャク男と、オオカミ男が死し闘とうを繰くり広げていた。

『しゃぎゃーっ！』

　これは、イソギンチャク男の叫さけびである。

『がうるるるるるる！』

　これは、オオカミ男のうなり声である。

　個人の身体を防護する携けい帯たい用のシールドが実用化された世界では、原子分解光線以外のビーム兵器や携帯火器を使っても、相手にダメージを与あたえることはできない。ビーム兵器の加速された粒りゆう子しや、銃じゆう器きの弾だん丸がんなどの高速で飛ひ翔しようする物体はすべて個人用シールドが中和してしまうのだ。

　そうなると、相手の身体にダメージを与えることができるのは、格かく闘とう術、つまり握にぎりこぶしで殴なぐる、つかんで投げる、関節を折る、という実に原始的な方法だけなのだ。

『しゃぎゃーっ！』

　イソギンチャク男が、頭部のバッカルコーンを振り回して襲おそい掛かかる。しかし、その動きを見切っていたかのように、オオカミは身を翻ひるがえして跳ちよう躍やくした。

　そのままイソギンチャク男の下半身に嚙かみ付こうとするが、その顎あごを青い棒のようになった煙けむりが叩たたき返す。オオカミは、くるりと回って元の位置に戻もどり、イソギンチャク男とのにらみ合いに戻った。

　──二対一というのは、不利だな……。

　健吾がそう思ったとき、腕うでの中にいた細香がびくんと肩かたをすくめた。

「どうしたの？」

「カミラ先生が……」

　細香の指差したカミラ先生は、顔の前に両腕を交差したまま動かない……ように見えた。

　だが、そうではなかった。ゆっくりと、その背中が盛り上がっている。肩けん甲こう骨こつのあたりの白衣がむくむくと持ち上がり、それに連れて、上半身のスーツも上に持ち上がっていく。

「カ……カミラ先生？」

　健吾の声は上ずっていた。無理もない。金きん髪ぱつ美人で巨きよ乳にゆうの優やさしい先生として、上所中学校の男子生徒の憧あこがれの的だったカミラ先生が、今、異形のものに変へん貌ぼうしようとしているのだ。

　イソギンチャク、オオカミと来て、次は何だ……などと考えている余よ裕ゆうもなかった。答えは、すぐに明らかになったからである。

　背中の二つの突とつ起きは、ぐんぐん伸のびていく。やがて、びりぃいいいっ！　という布が裂さける音が響ひびいた。それは、白衣と、その下のスーツ、そして白いブラウスまでもが肩の部分から大きく裂ける音だった。

　その裂け目から姿を見せたのは……黒い翼つばさだった。羽う毛もうを持たないその翼は、折りたたんだこうもり傘がさのように見えた。

　隠かくすように顔の前で交差させていた腕を降ろしながら立ち上がったカミラ先生は、ゆっくりと目を開いた。

「あ……目が！」

　細香は息を吞のんだ。

　その言葉のとおり、カミラ先生の目は、瞳ひとみが金色に、そして瞳どう孔こうがネコのような縦長に変貌していた。

　背中の羽根が音もなくふわっと開いた。

　細い骨と、その間に張られた薄うすい皮ひ膜まくが広がると、肩に掛かっていた洋服の残ざん骸がいが舞まい落ちる。

　黒い下着姿となったカミラ先生は、その見事なプロポーションを誇こ示じするように胸を突き出し、悪あく魔まのように微笑ほほえんだ。

　──うわ……色っぽい。

　健吾は思わず見とれてしまったが、細香の反応は違っていた。

「きゃ！　牙きば！」

　そのおびえた声を聞いた健吾はあらためてカミラ先生を見直した。

　──あ、ホントだ。すごい犬歯……。

　細香の言うとおり、カミラ先生の犬歯は三センチほど伸びていた。

「どう？　驚おどろいたでしょ……これが私たち種族の、本当の姿よ……」

「驚かない……と言ったら噓うそになりますけど……なんとなく見覚えのある姿ですよね？　吸きゆう血けつ鬼きとか、サッキュバスみたいな……って、ごめんなさい」

　カミラ先生は悲しそうにうなずいた。

「私たち一族は、古くから地球上で活動していたのデスヨ。能力を必要とする時は、この姿に戻らねばナリマセン。そこを目もく撃げきされたことがあったのでしょう……伝説の吸血鬼の正体は、おそらく私たちです」

　カミラ先生は、怪奇イソギンチャク男と死闘を繰り広げているオオカミを見て、真しん剣けんな表情で言った。

「大淀さんが、あいつらを引きつけているうちに、防衛委員の子たちの治ち療りようをシマス！　まずはこの名取クンからデスネ！」

　そういうが早いか、カミラ先生はくわっと口を開けて、名取の首筋にがぶりと嚙み付いた。

「きゃあああ！」

　細香が思わず悲鳴を上げた。

「せ、先生！」

　目を丸くする健吾の前で、カミラ先生は名取の首筋から噴ふき出る鮮せん血けつを『じゅるるるるるっ！』と音を立てて吸い取った。

　そして、カミラ先生は小さくうなずくと、ゆっくりと口を離はなした。名取の首筋には、カミラ先生の犬歯が刺ささった跡あとが二つ、ぽっかりと開いている。だが、不思議な事に出血は止まっていた。それどころか、皮ひ膚ふに開いた穴の周囲が盛り上がって、みるみるうちに傷口がふさがって行く。

「私たちの種族の唾だ液えきには、地球人の細さい胞ぼうを再生し活性化させる因子が含ふくまれているのデスヨ。吸血鬼の不老不死伝説は、ここから生まれたのでしょうネ」

　驚く健吾を見て、カミラ先生がそう言って微笑んだ……そのとき。

『キャイーン！』

　動物の……と言うより犬の悲鳴のような声が教室に響いた。

「大淀さん！」

　カミラ先生の悲鳴にも似た声を聞いて、オオカミが聞きにくい声で答えた。

『ダイジョウブ……マダ毒ハ回ッテ……ナイ』

　イソギンチャク男の頭部から伸びる赤い触しよく手しゆの直ちよく撃げきを食くらったのだろう、右みぎ肩かたの部分の体毛が抜ぬけて、赤あか紫むらさき色いろに変色しているのが見えた。

　カミラ先生は、自分の足元に横たわっている防衛委員の生徒たちを見下ろした。

　──この子達を一刻も早く助けなくちゃいけない……でも、あのまま大淀さんを一人で戦わせておくわけには行かない！　クリオネリアンのバッカルコーンの触手にある刺し胞ほうの毒は神経毒だ！　今はまだ毒が回っていないから立っていられるけど、体が動かなくなるのは時間の問題だわ！

　──そうだ！　細香ちゃんの思念エネルギーなら、個人用のシールドに中和されずに相手にダメージを与あたえられる！

　カミラ先生は、健吾の腕にしがみついて、真っ青な顔で震ふるえている細香を見た。

　──ダメだわ……細香ちゃんの性格は戦いに向いていない、彼女が戦えるとは思えない。

　健吾クンにああ言ったけど、彼女を現地採用の保護機構のエージェントにしたのは、彼女を原子分解させないための方便であって、本当に戦わせるつもりなんか無かった。

　だけど……このままでは……。

　カミラ先生は顔を上げて、健吾を見み据すえて言った。

「健吾クン……彼女に……細香ちゃんに、戦い方を教えてあげて！」

　健吾は、自分の耳を疑った。まさか、目の前で繰くり広げられている、このイソギンチャク男対巨きよ大だいオオカミという化け物同士の戦いに、細香を参戦させろと言うのか？

　その『まさか』だった。カミラ先生は、真剣な目でうなずいた。

「このままでは、大淀さんは、毒にやられて体が動かなくなるわ！　そうなったら、私一人ではあなたたちを守りきれナイ……この……瀕ひん死しの重傷を負っている委員の子たちも助からないわ！　お願い！　細香ちゃんに戦い方を教えてアゲテ！　それができるのは……承しよう認にん者であるあなただけナノ！」

「え？　でも、そんなこと言われたって無理です！　細香ちゃんに戦えるわけがありません！　いくら僕が教えたって……」

「大だい丈じよう夫ぶ！　地球人の力を信じて！　地球人の心の中にある、物語の力を信じれば戦えマス！　あいつのデータをキミの右みぎ腕うでから、脳の記き憶おく層に転送するわ！　それを見て、戦い方を考えて！」

　カミラ先生の言葉と同時に、健吾の脳内にさーっと冷たい水が流れ込んでくるような感かん触しよくが伝わってきた。それと同時に、目の前にいるイソギンチャク男の特とく徴ちようや、全身を個人用のシールドで蔽おおっているという情報が、まるでずっと前から知っているかのように、ぽん！　と脳のう裏りに浮うかんだ。

「こ、これって……」

「一時的な記憶の書き換かえよ！　私の知っているデータを全部キミに送ったわ！　戦い方を考えて！」

　──え？　あ、うわ、すげえ、こんな敵どうやってやっつければいいんだ？

　健吾が混乱していたその時、その腕にしがみついていた細香は、自分の足元に横たわる防衛委員たちを見つめていた。

　少し前……そう、ほんの少し前まで。この教室で笑いながら話していた先せん輩ぱいたちが、今、体のあちこちから血を流して、倒たおれている。その中には、あの、お調子者の青葉先輩の姿も、頼たよりになるお姉さんの高尾先輩の姿もあった。

　細香は目を閉じた。足の震えは止まらなかった。両手でしがみついている健吾の腕を離したら、きっとその場にへたり込んでしまうだろう。離したくなかった。ずっとしがみついていたかった。その腕から伝わる健吾の体の温かさを感じた時、細香の胸の中に熱いものが沸わきあがってきた。

　──この温かさを無くしたくない！　失いたくない！　それだけは嫌いや！　絶対に嫌！

　細香は、握にぎり締しめていた健吾の腕をもう一度ぎゅっと強く握り締めた。

　──できるよ、細香。

　きっとできる。最上センパイの言うとおりにすればきっとできる……やるのよ、細香。あなたは今まで、ずっと後こう悔かいしてきたよね。やりたい……って思ったことでも。一歩踏ふみ出す前に。できっこない、やれっこない。そう自分に言い訳して、いつもいつも、後になってから、やっておけばよかった……って後悔してばかり。

　そんな自分が嫌きらいになって……嫌いな自分に自信なんか持てなくて。またあきらめて……その繰り返しだったよね。でも、大丈夫。だって……最上センパイがいるもの！

　細香は、健吾の腕に抱だきついて目をつぶったまま大きく一回うなずいて……そして顔を上げた。

「……教えてください……センパイ」

「……え？」

　健吾は目を丸くして、細香の顔を見つめた。血の気を失った細香の頰ほおに、少しだけ。そう、ほんの少しだけ、赤みが差していた。

　細香は、健吾の顔を正面から見つめて言った。

「私に、戦い方を教えてください……小学校の時のように、私が、あのお化けを倒す物語を教えてください！　私……やります！」

「え？　でも……」

　ためらう健吾を見て、カミラ先生が言った。

「細香ちゃんは一人では戦えマセン！　健吾クンの承認と命令が無ければ、思念エネルギーを解放できないノデス！　さあ！　細香ちゃんに戦い方のイメージを与えるノデス！」

　──うわあああ、そんなこと言われたって。どうすりゃいいんだ？　イメージを与えるって……魔ま法ほうの呪じゆ文もんか？

　健吾の脳内に、過去に読んだ小説やマンガや、やったことのあるゲームに登場した呪文が、ぐるぐると渦うず巻まいた。

　──えーと、何かないか？　なにか、こう、どかん！　と効果のあるやつ！

　そのとき、健吾の脳裏に超ちよう有名なテレビゲームの呪文が浮かんだ。

　──あれだ！　あれならきっと細香も知っているはずだ！

「よし！　細香！　一発お見み舞まいしてやれ！　イオナズンだ！」

「へ？」

　細香は、きょとん、とした顔で健吾を見上げた。

「イオナズンって……あれですか？　ゲームの……」

「そう、やったことあるだろう？　あのゲーム！」

「え、ええ、弟と一いつ緒しよに、何回か……」

「じゃあ、話は早い！　あのイメージであいつにイオナズンをぶつけてやるんだ！」

「え？　で、でも……」

「大丈夫！　君ならやれる！」

　細香は真っ青な顔のまま、両手を突つき出して、叫さけんだ。

「い、いおなずーん！」

「……。」

「……。」

　なにも、起きなかった。

「だ、ダメです！　センパイ！　イオナズンは使えません！」

「……ＭＰが足りなかったのか？」

　半泣きで見上げる細香の顔は、くしゃくしゃだった。傍そばから見ていてもわかるほどに足が震ふるえているのがわかる。

　──怖こわいんだ。きっと、死ぬほど怖いに違ちがいない。当たり前だ……目の前で繰くり広げられている化け物の死し闘とうに参加しろって言われて、怖くないはずが無い。くそ！　僕が戦うなら、こんなに悩なやまない！　人を戦わせて、それを見守るだけなんて、こんなもどかしい戦いは初めてだ！

　そう考えたとき、健吾の脳のう裏りに一つのゲーム＆アニメが浮うかんだ。

　──いや、違う、初めてじゃない！　そうか！　このシチュエーションは、あれにそっくりだ！　あれなら戦えるんじゃないか？

　健吾は、自分の左ひだり腕うでをつかんでいる細香の肩かたに右手を乗せて、顔をじっと見つめた。

「……細香、キミに決めた！」

「……え？」

　あっけにとられたように、ぽかん、と口をあけた細香に、健吾はたたみ掛かけるように言った。

「イメージするんだ！　物語を！　僕はマスターだ！　君はマスターの指示に従って戦えばいい！　僕を信じて！」

　細香は、何かに気がついたかのように目を見開き、そして、にっこりと笑った。

「はいっ！　マスター！」

「よーしいくぞ！　前に出るんだ！　怖がるな！　僕がついている！　自分の中に物語を思い浮かべろ！　そしてそのキャラクターになりきるんだ！」

「は、はいっ！」

　でも、僕にだって責任はある！　僕が的確な指示を出さなければ、細香が危険に晒さらされる！　そんなのは嫌いやだ！　絶対に嫌だ！

　健吾は叫んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ！　僕を信じろ！　あいつの触しよく手しゆが届く範はん囲いに近づかなくてもいい！　あと少しだけ近づくんだ！」

　細香は、小さく、こくん、とうなずくと、震える足でさらに二歩近づいた。

　──どうなるかわからないけど……あの距きよ離りならきっと行ける！

「大淀さん！　どいて！　そいつ倒たおせない！」

　健吾の声を聞いたオオカミ男は、驚おどろいたように振ふり向いた。そして、すぐそこに細香が立っているのを見て、もっと驚いたようだった。

　カミラ先生の声が飛ぶ。

「細香ちゃんが戦います！　あなたは下がって、毒の中和を！」

『……』

　オオカミ男は納なつ得とくしたのだろう。目の前にいるイソギンチャク男をにらみつけたまま、じりじりと脇わきに動いた。

　イソギンチャク男は、触しよつ角かくを振りたてて、細香のほうを向いた。八本ある触角のうち、二本ほどがちぎれかけて、だらんとぶら下がり、足元に引きちぎられた触角が二本、転がって、ひくひくと動いているのが見える。しかし、残りの四本は、まだぬらぬらと動き回っている。ごぼごぼという音を立てて、イソギンチャク男がつぶやいた。

『降こう伏ふくして、獲え物ものを差し出すから、命を助けてくれということか……ふん、保護機構も落ちたものだな……』

　健吾は叫んだ。

「違う！　その子は、獲物なんかじゃない！　狩かり人ゆうどだ！」

『狩人？　こんなひ弱な生物が？』

　イソギンチャク男は、ごぼごぼ、と笑った。

「笑えるのも今のうちだ！　行けぇ!!　細香ァあ!!　十万ボルトだぁあああっ！」

「はいぃっ！」

　細香は力いっぱいそう答えると、背中を丸めるようにして両手を握にぎり締しめ、全身に力を込めた。健吾の足元に、細かな振しん動どうが伝わってきた。何かが、急速に高まっていくのがわかる。目には見えないエネルギーの渦うずが、細香の周りに渦巻き、それが、どんどん圧力を増していく。

　やがて、細香の前まえ髪がみの一部が、すっと白くなった。

『こ、これは……』

『なんというキルリアン反応！　イカン！　このままデハ……』

　青い煙けむりがそう言って、壊こわれた窓の方にすっとうごいたそのとき。

　握り締めていた両手を突つき出すようにして細香が叫さけんだ。

「じゅう！　まん！　ぼるとぉおおおおおおお！」

　──ぱちん！

　つまようじを折ったときのような小さな音がした。それは、冬の乾かん燥そうしたときに、部屋のドアノブとかを触さわろうとした時に、指先に飛ぶ静電気の火花の音によく似ていた。

「え？」

　目を見開いて、凍こおりついた健吾の前で、細香が悲鳴を上げた。

「は、はわわわっ！　ダメです！　出ません！　何も出ません！　センパイ！」

「そ、そんな馬ば鹿かな！」

　頭の上から赤い触手を突き出したイソギンチャク男は、ごぼごぼ、という音が混じった声で笑った。

『わはははは、なんだそれは、子供の遊びに付き合っている暇ひまは無い！　そうやってわざわざ出てきてくれたのだ、ありがたく頂いていくとしよう！』

　そう言って両手を広げて迫せまってくるイソギンチャク男の前に、再びオオカミ男が立ち塞ふさがった。

『そうはさせん！　まだ倒されたわけではないぞ！』

『ふん、くたばりぞこないが！　私の毒で動けなくなるまで、苦しむがいい！』

　そう言うなり、イソギンチャク男は触しよつ角かくを振りたてて、オオカミ男に飛び掛かかった。オオカミ男は、その触角攻こう撃げきをバックステップで避さけた。だが身体からだの動きが目に見えて落ちているのがわかる。

「細香！　下がれ！　下がるんだ！」

　健吾は、そう叫ぶと、オオカミ男とイソギンチャク男の乱らん闘とうの真ん中で、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている細香のところに駆かけ寄り、抱だきかかえるようにして、後ろに下がった。

「あ、センパイ……ダメです！　戦えません……私、無理です！」

　目に涙なみだをためて小さく首を振る細香の肩かたをつかんで、健吾は力づけるように首を振った。

「大丈夫だ！　僕を信じろ！　君は戦える！」

「でも……どうやって？」

「それは……」

　健吾は言葉に詰つまった。

　──カミラ先生は、物語で戦い方を教えろと言っていた。でも、さっきの『十万ボルト』は通用しなかった。なぜだ？　あれだってちゃんとした物語なのに。

　もしかして……パクリじゃダメなのかもしれない。世の中には、山のように物語がある。だけど、そういった物語から借りてきたイメージでは、細香の能力を開くだけの力が無い。細香の中にある物語じゃないと、力を引き出せないのかもしれない。

　でも……細香の中にある物語って……なんだ？

　そのとき、健吾の脳のう裏りに、昨日の夜、一いつ緒しよに帰った帰り道で、細香がつぶやいた言葉がよみがえった。

『私、あのお話……大好きでした！　一人のときもずっとあのお話を考えていたんです。センパイと一緒に冒ぼう険けんする物語とか……』

　──そうか！　細香はあの物語を知っている。僕の考えていた、あの……中二病満開のあの物語を！　あれなら戦える！　あの物語なら、細香の中にあるのは間ま違ちがいない。

　──でも……あれをやれっていうのか？　あの、どうしようもない、自己中心的無敵妄もう想そうを……。

　健吾は、顔を上げて、泣きながら震ふるえている細香を見つめて、そして、うなずいた。

「わかったよ、細香……僕は今わかった」

　え？　という顔をする細香を見つめたまま、健吾は力づけるように言った。

「僕の名前を知っているか？　最上健吾という仮の名前ではない……古いにしえの神から与あたえられた、僕の、本当の名前だ……」

　細香は一いつ瞬しゆん目を泳がせた後で、はっと見開いた。

「はい……あれですね……穢けがれなき黄金の魂たましいと、暗黒の破は壊かい神の二つの顔を持つ音速の貴公子……グリュンヒルド……」

「そうだ、僕は、もういちどその名をこの身に纏まとう！　僕はあの物語で戦う！　君も戦ってくれ！　君は我が従者、我が友、我が手に輝かがやけるヴァルキリージャベリンだ！」

　細香の目が輝いた。

「はいっ！　戦います！　グリュンヒルドさま！」

　──うわああああ。くそう！　もう、どうにでもなりやがれ、ちくしょーっ！

　健吾は、やけくそになって叫んだ。

「よし！　行くぞ！　まずは『漆ダー黒クネのス・衝ソニ撃ツ波ク』だ！　あいつのシールドを叩たたき壊せ！」

「はいっ！」

　細香は小さくうなずくと、目を閉じて一回深呼吸した。同時に、細香の額の上に跳はね上がっていた前髪の一部が、すうっと白くなった。目には見えない力のようなものが、細香の周りに集まってくるのがわかる。その力は、低周波のように空気を細かく振しん動どうさせつつ高まっていく。そして、その振動が、ピークに達したその瞬しゆん間かん。
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　細香は目を見開き、両手を斜ななめに振ふり上げ、顔の前で両手のひらが合わさったその瞬間に叫さけんだ。

「だーくねすぅうううう、そにっくぅ！」

　叫び終わるのと同時に、細香の手の振りに合わせて、黒っぽい何かが飛び出した。影かげのようにも見えるそれは、真っ直すぐ飛んで、イソギンチャク男の体に命中した。

　がぎぃいいいいいん！

　金属を思い切り叩きつけるようなカン高い音が響ひびくのと同時に、イソギンチャク男の体が七色のスペクトルをきらめかせて輝いた……と思った次の瞬間、その七色のスペクトルが手足と触角の先せん端たんから溶とけるように消えて行く。

「やった！　やりました！　何か出ました！　黒いのがシュシュって！」

　弾はずむような声で叫ぶ細香の声に、カミラ先生の声がかぶった。

「個人用シールドが崩ほう壊かいしていくわ！　負ふ荷かに耐たえられなかったのよ！」

　カミラ先生の言葉を聞いて、健吾は思いついた。

　──そうか！　シールドが無くなったってことは……今、ヤツは、生身だ！　ここでもう一いち撃げき食くらわせれば、今度は倒たおせる！

「細香！　もう一発だ！　今度は『天ハル崩マゲのドン・雷ライト撃ニング』だ！　電でん撃げきをお見み舞まいしてやれ！」

　健吾の言葉を聞いた細香は、こくん、とうなずいて、両手を握にぎり締しめた。

　自分の身体からだを防御していたシールドが失われたことに気がついたイソギンチャク男は、傍はたで見ていてもわかりすぎるほどに、うろたえた。

『な、なんだと？　なぜこれほどのパワーが、この生物に……』

　イソギンチャク男は、何かに気がついたかのように、後ずさりした。

『ま、まさか……思念臨界反応？　いや……そんなことが……』

　そのとき、力を溜ため終わった細香が、再び叫んで両手を突つき出した。

「はるまげどん……らぁいとにんぐぅうううううう!!」

　バリバリバリバリ！

『うぎゃああああああ！』

　細香の腕うでからほとばしる電光の中で、イソギンチャク男は、がっくりと膝ひざを突き、そしてそのまま床ゆかに崩くずれるように倒れこんだ。

「やったぞ！　細香！」

　健吾の声を聞いて我に返ったのだろう、細香の腕から発していた電撃が止まった。細香のもとに駆かけ寄った健吾に、細香は抱だきついた。

「やりました！　センパイ！」

「うん、よくやった！　すごいぞ、細香！」

　細香の身体を抱きとめた健吾はそう言うと、目の前に転がっているイソギンチャク男を見た。黒く炭化した手足や触角の先から、薄うすく白い煙けむりを立てて床に転がっているイソギンチャク男は、なんとなく七輪の炭火の上で炙あぶったスルメを連想させた。

「よくやってくれた……後は私が処理する。感謝の言葉も無い！」

　人間型に戻もどった大淀警部補が右みぎ肩かたを押さえてやってきた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　毒は……」

「ああ、獣ビース形トフオ態ームのときの私は、代謝をコントロールできる。ヤツの毒は、ほぼ分解を終えた……傷が残るが……なに、我が一族の間では、戦って出来た傷きず跡あとは誇ほこりだ」

　大淀警部補はそう言うと、腰こしのベルトにつけた手て錠じようケースから、黒い手錠を取り出した。

　──あれ？　こんな手錠が役に立つのかな？

　健吾がそう思っている目の前で、大淀警部補は手錠を床に転がっているイソギンチャク男の手にガチャリ、と掛かけた……次の瞬間、男の身体が、紫むらさき色いろに光って、ふっと消えた。

「きゃ！」

　小さく悲鳴を上げた細香に、大淀警部補は笑いかけた。

「あれは手錠に見えるけども、実は生体転送装置なんだ。ヤツの身体を母船の留置フィールドに転送した。もうこれであいつは何も出来ないし、逃にげたギズモリアンも一人では何も出来んよ。そう恐おそれることはない」

　細香は、はっとしたように顔を上げた。

「え？　あの……死んじゃったんじゃ……」

　大淀警部補は、笑いながら首を振った。

「クリオネリアンがあれくらいで死ぬものか。あいつらは指先数センチあればそこから再生して元に戻ってしまうような生物だ。あいつを殺すには、全身の細さい胞ぼうを完全に炭化させなくちゃ無理だよ」

「そう……良かった……」

　そうつぶやいて、ほっとため息をついた細香を見て、健吾は思った。

　──細香は殺したくなかったんだな。たとえあんな化け物でも、命を奪うばうことに抵てい抗こうがあったんだ。その優やさしさは、悪いことじゃない。僕は、その優しさを忘れちゃいけない。それを忘れたら……細香が苦しむ。細香が悲しむ。そんな細香を……僕は見たくない。

　そんなことを考えていたとき、後ろのほうでカミラ先生の声がした。

「防衛委員の子たちの治ち療りようは終えたわ。全員再生完かん了りようよ。後は、ここを片付けて、元通りにするだけデスネ！　いーぐるー！」

　振り向くと、後ろのほうで待機していたリトルグレイたちが、一いつ斉せいに動き始めるところだった。捻ねじ曲がった机やイスを運び出し、床ゆか下したから同じような机を運んでくるもの、割れた窓まど枠わくを取りはずすもの、屋根に開いた大穴に、鉄筋を溶よう接せつし、コンクリートそっくりのパテのようなものを吹ふき付けるもの。

　一方では、イソギンチャク男からちぎれた二本の触しよく手しゆを、巨きよ大だいなピンセット、あるいは焼肉に使うトングのような器具ではさみ取り、青色のバケツに入れているものもいる。いまだにぴくぴくうねうね動く触手を、わっせわっせとバケツに突っ込んでいる。

　目にも留まらぬ速さで動き回るリトルグレイを見ていた健吾は、大事なことに気がついた。

　──建物やイスや机は元通りになるだろう。でも、人間の記き憶おくはどうなるんだ？　この教室にいた防衛委員たちが意識を取り戻したらどうなるんだ？

　健吾の疑問に気がついたのだろう。人間の姿に戻ったカミラ先生は、にっこり笑った。

「防衛委員たちの記憶に残っているのは、すごい音とショックだけデスネ。だからその記憶と、細香ちゃんの放った電でん撃げきの痕こん跡せきを利用シマス」

「電撃の痕跡？　あ、そうか、カミナリか！」

「そうデスネ。さすがは健吾クン。頭の回転が速いデスネ。カミナリがこの教室の窓に落ちたことにシマス。そのショックで、この教室にいた防衛委員たちは全員気を失ってしまったのデスヨ。ディメンションバブルを展開したとき、外の世界の人が聞いていたのは、バリバリドカン！　という音と振しん動どうデスから。その直後に、この教室を繫つなげますデスネ。外の世界の人たちが驚おどろいて飛び込んできたとき、目にするのは落らく雷らいの痕跡と気を失った防衛委員たちの姿デスネ。のーぷろぶれむデスネ」

「そうか、さすがですね……見事につじつまが合っています」

「フフフ、見くびってはイケマセン。私たちは、地球時間で何百年もこうやって活動してきたのデスヨ」

　カミラ先生はそう言って笑った。
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　保健室の窓から、上所中学校の校門を出て行くパトカーと、ローカルテレビの取材車を見送ったカミラ先生は、ふう、とため息をついた。

「なんとか、つじつまを合わせましたデスネ。朝方の事件の時に、大淀さんが気象デバイスをコントロールして竜たつ巻まきの仕し業わざにしてくれたおかげで助かりましたデスヨ」

　カミラ先生の脇わきに立っていた健吾が聞いた。

「マスコミの取材が、つじつまが合わない部分を見つけてしまって、騒さわぎになるってことはないんですか？」

「マスコミとは、視し聴ちよう者にとって一番わかりやすい答えを提示することで成り立っている商売デスネ。マスコミが『今回の騒ぎの原因は、竜巻です』と言ってくれれば、それを見た人は『ああそうなのか』と納なつ得とくしてしまいマスネ。そこに疑問を抱いだきません。逆を言うなら、マスコミをコントロールできれば、大たい概がいのつじつまはつけることができる、ということデスネ……」

　カミラ先生はそこで言葉を切って、肩かたをすくめた。

「昔は、つじつまの合わないことは、何でも『天てん狗ぐじゃ！　天狗の仕業じゃ！』って言えばよかったから、楽だったんですけどネ……」

「いつの時代ですか！」

「とにかく、問題なく終わって良かったデスヨ。救急車で病院に運ばれた防衛委員の皆みなさんも異状なしということで、病院からそのまま帰宅したそうデス」

「すごい回復力ですねえ……名取なんか瀕ひん死しの重傷だったのに」

「私の再生因子は効果抜ばつ群ぐんデスネ。不ノー死ライ身フ・のプリン姫セスの二つ名は伊だ達てじゃありませんデスヨ」

　カミラ先生は自じ慢まんげに言うと、後ろに立っている細香に向き直った。

「それにしても、細香ちゃんの戦い方は見事でしたネ。戦せん闘とう訓練を一度もやったことがないのに、アレほど的確に相手にダメージを与あたえることができるとは……はっきり言って先生、見直しましたデスヨ」

　細香は目を見開くと、あわてて顔の前で両手を振ふった。

「あ、いえ、そんな！　あれは全部最上センパイの言うとおりにやっただけで……」

「言うとおりに動けることが、素す晴ばらしいじゃないデスカ。普ふ通つうは、言われただけでそのとおりに戦えませんデスネ」

　カミラ先生の言葉を聞いた健吾は、細香と戦ってからずっと考えていたことを口にした。

「カミラ先生……そのことなんですけど……僕たちに訓練をする場所を用意してくれませんか？」

「訓練デスカ？　できますよ。ただ……細香ちゃんのパワーに耐たえられるだけの耐たい久きゆう性せいがあるかどうか、ちょっと自信がありませんデスネ。フルパワーで戦うとしたら、恒こう星せい系攻こう略りやく艦かん隊たいの艦隊戦レベルのエネルギーが飛び交かいますから……」

　健吾はあわてて首を振った。

「あ、いえ、そういった、実戦の訓練じゃなくて、細香ちゃんのことをもっと知りたいんです……あ、いや、細香ちゃんの知っている物語を知りたいんです。だから、二人でいろいろ話ができる場所とかがあれば……」

「え？」

　カミラ先生は、きょとん、と目を見開いた後で、にまーっと笑った。

「あー、ソウデスか、ソウデスよね。うんうん、昨日会ったばっかりで、まだ二人で話も何もしてませんデシタね。二人には、もっと時間が必要ですよネー」

　健吾とカミラ先生のやり取りを聞いていた細香は、思わず頰ほおが熱くなるのを感じていた。

　──今、最上センパイが、私と話がしたいって言ったよね……ウソじゃないよね？　うわ……どうしよう。夢じゃないよね。ほっぺたつねってみようかな……。

　そんなことを考えていたところに、健吾が声を掛かけて来た。

「細香ちゃんの了りよう解かいも取らないで勝手に決めちゃったみたいで悪いけど……どうかな？」

「いえ、そんな……」

　あわてて首を振った後で、真っ赤になった頰に手を当てて下を向いた細香を見て、カミラ先生は優やさしく微笑ほほえんだ。

「細香ちゃんも賛成みたいデスネ。わかりました。静止衛星軌き道どう上で待機している母船にディメンションバブルを展開させた部屋を用意しておきますデスヨ。下校時間まで三十分しかありませんけど、母船ならエネルギー供給ができますから、三時間くらいすごしても、ここに戻もどってくれば、二分くらいしか過ぎていませんデスネ。時間が有効に使えますデスネ」

　カミラ先生はそう言うと、ベッドの周りに引いてあるカーテンを引き開けた。

「さあ、二人とも、上うわ履ばきを脱ぬいでベッドに乗って……」

「へ？」

　ぽかんと口を開ける健吾を見たカミラ先生は、ベッドの上を指差した。

「この上が転送フィールドになっているのデスヨ。ほら、昨日、健吾クンも細香ちゃんも、この上で目が覚めたでしょう？」

「あ、ああ、はい、そうでした……」

　お互たがいの顔を見合わせて、同時に赤くなった健吾と細香を見て、カミラ先生は笑った。

「別に寝ねる必要はアリマセンから、安心して下さいネ。さあ時間がありません、早く乗って」

「あ、はい……」

　健吾はそう言ってうなずくと、上履きを脱いで、ベッドの上に膝ひざ立ちするように乗った。糊のりの利きいた清潔なシーツのさらさらした感かん触しよくが、ズボン越ごしに伝わってくる。ベッドの脇わきで、上履きを脱いで手に持った細香の手を取って引っ張り上げると、細香は、恐きよう縮しゆくしたように首をすくめて頭を下げた。

「ありがとうございます……」

　ベッドの脇にカミラ先生が立って、にっこり笑った。

「デハ、転送します！」

　健吾の意識が、ふっと消えた……と思った次の瞬しゆん間かん、健吾は見覚えのある部屋の中にいた。

　そこは、昨日、あのダサいＵＦＯに連れ去られたあとで、最初に目が覚めた時の、あの安っぽい家具の置かれたリビングのような部屋だった。健吾と細香の二人は、片手に上履きを持って、膝立ちしたままの姿勢で、センターラグの上でお互いの顔を見合わせていた。

　横に立っていたカミラ先生は、リビングの床ゆかに正座すると、二人に向かって笑いながら声を掛けた。

「そんな恰かつ好こうしてないで、座っタラ？」

「あ、はい」

「どうもすみません」

　健吾と細香は、カミラ先生の前に並んで座った。カミラ先生はコタツの上に置かれていた急きゆう須すの中に、茶ちや筒づつからお茶を入れて、ポットのお湯を注ぎながら言った。

「まあ、細かい話は、お茶でも飲みながらするとしましょうネ。テーブルの上にあるお菓か子しは、好きにつまんでイイデスヨ」

　コポコポ。という音を立てて、湯飲みにお茶が注がれると、部屋の中に緑茶の香かおりが漂ただよった。カミラ先生は、手に持った湯飲みから、熱いお茶をゆっくりすすると、ふう、とため息をついた。

「やっぱり、お茶は落ち着きますデスネ。日本人の知ち恵えデスネ」

　この部屋の様子と、そのセリフには、何の違い和わ感かんも無かった。だけど──健吾は思った。

　──ここは、衛星軌道上の宇宙人の母船の中で、今、目の前でお茶飲んで落ち着いているこの人の正体は、どう見ても吸きゆう血けつ鬼きでオオカミ男と一いつ緒しよに働いていて……。なんか、もう、常識とか非常識とか、どうでも良くなっちゃったよなあ……。

　カミラ先生は、そんな健吾を見て、ゆっくりと話し始めた。

「さきほど、保健室でも言いまシタが、今日の細香ちゃんの戦い方は見事でした。賞賛に値あたいします……健吾クンの指示で細香ちゃんが放った衝しよう撃げき波はは、こちらの測定で、推定二千万トンの質量が音速の三倍の速度で衝しよう突とつしたのと同じくらいはあったと思われマス……いかに高性能の個人用シールドでもあれほどの負ふ荷かに耐えられるものはありませんデスネ」

「二千万トン？　そんなに？」

　細香は恥はずかしそうに下を向いた。

「すみません……夢中だったから……」

「いや、謝ることはないよ。君のエネルギーの強さで、勝てたんだから……」

　そう答えたあとで、健吾はふと思った疑問を口にした。

「……それにしても、どこからそんなエネルギーを持って来れたんだろう？　思念臨界反応ってのは、一体どんなものなんですか？」

「それは、地球人が持っている特とく殊しゆな能力から生まれてくるエネルギーなんデスヨ」

　カミラ先生は、ちょっと真ま面じ目めな顔になった。

「地球人は誰だれでもみんな、意識の中に『物語』という名前のエネルギーを持っていマスネ。だから、みんな自分のことを『やればできる人間だ』と思ってイマス。生まれて、物心がついた頃ころから、地球人は誰もがそう信じて疑いません。

　何の根こん拠きよも無いのに、そう思えるのは、実は、地球人だけなのです。でも、地球人は、その能力を、うぬぼれとか、無知から来る傲ごう慢まんさ……要するに『中二病』と言ってバカにしていますデスネ」

　健吾は目を見開いた。

「え？　地球人の能力って……中二病のことなんですか？」

　カミラ先生は重々しくうなずいた。

「ソウデス。中二病こそが、地球人の特殊能力なのデス。

　こうありたい、こんなことができればいいのに。それが進化の原動力なのデス。地球人の先祖が中二病でなかったら。あなたは今いま頃ごろ、樹の上で生活している一いつ匹ぴきのサルでしかなかったはずデス。

　確かに、地球人のほとんどは、その自分の思念エネルギーを、どう使えばいいのかわからないのデスヨ。でも、わかった人間はちゃんと結果を残しますネ。『やって、できた人間』がいるのが、その証しよう拠こデスネ」

　考え込んだ健吾を見て、カミラ先生は微笑ほほえんだ。

「地球人は未熟で幼よう稚ちで、未開の種族デス。でも、私たち先進種族が失ってしまった強い思念エネルギーを持っているのデスヨ。そして、その思念エネルギーは、無意識のうちにこの地球上に満ちて、相そう互ごに影えい響きようを与あたえあっているのデスネ。

　ナノマシンによって彼女が手に入れた能力は、この地球上に満ちている、その人類の無意識の思念エネルギーの集合体を、そのまま物質世界のエネルギーとして取り出せる、という能力なのデスネ。これが思念臨界反応と呼ばれるものデスネ。

　細香ちゃんのエネルギーの根源は、地球上の全人類の無意識の中にある、中二病のエネルギーなのデスヨ」

　カミラ先生の説明を聞いたとき、健吾の脳内で、いくつかの要素が、すぽん、とはまったような気がした。

「そうか……物語で戦うって、そういう意味だったのか。あのイオナズンとか、ボールに入ったモンスターを戦わせる物語とかが、まったく使えなかったのに……僕と細香ちゃんが一緒に作った物語に出てくる必殺技わざがちゃんと使えたのは、細香ちゃんの意識はあの物語とシンクロしていたからなんだ。

　自分が何をやって、どんなことをすればいいのか、その手順は全部物語の中にあったんだ！　だから、カミラ先生はマニュアルはいらない、物語があればいい、って言ったのか！」

「そういうことデスネ」

　カミラ先生はそう答えると、お茶をすすった。

「健吾クンと、細香ちゃんの共通の物語があれば、それが一番効力を発揮しますデスネ。思い浮うかべたイメージに齟そ齬ごがあったのでは、エネルギーを使えません。具体的に思い浮かべないで、なんとなくのイメージでエネルギーを使っても、それは焦しよう点てんのボケたものになってしまって、敵にダメージを与えるどころか拡散して、地球人全体の意識にダメージを与えることになりますネ」

　健吾は考え込んだ。

「そうか……そうすると、やっぱり僕は細香ちゃんとじっくり話した方がよさそうだな。細香ちゃんがどんな物語を知っているのか、どんな物語が好きなのか。僕は細香ちゃんのことを何も知らない……」

　健吾はそこで言葉を切ると、細香の顔を見て、微笑んだ。

「話してくれないか？　君のこと……」

「はい……」

　細香は頰ほおを染めて、健吾を見上げると、一いつ生しよう懸けん命めい、勇気を振ふり絞しぼるような声で答えた。

「私の知っている物語で一番好きなのは、やっぱり最上センパイが教えてくれた、あの物語です！　あの戦い方をもう一度私に教えてください！」

「え？　あ、あれかい？　あの話をもう一度、ここでやれっていうこと？」

　健吾の額に、嫌いやな汗あせがじわりとにじみ出て来た。

　だが、そうとは気づかない細香は、目を輝かがやかせてうなずいた。

「はい！　あの、『穢けがれなき黄金の魂たましいと、暗黒の破は壊かい神しんの二つの顔を持つ音速の貴公子』の物語です！　貴公子グリュンヒルドさまが、『ここは俺に任せろ！』って言って、光子エネルギーをバリバリ！　って出すところが、すごくかっこ良かったです……」

　──やめてくれ！　なんだよ、その、『俺に任せろ！　バリバリ！』って！　いや、僕が語った物語なんだけどっ！

　健吾は、その場でのたうち回りたかった。

　──過去に封ふうじた物語の封ふう印いんを解く……というと、すごくカッコイイけど。

　なぜだろう。僕は今、すごく心が痛い……。
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　衛星軌き道どう上の保護機構の母船で、健吾が自分の過去にさいなまれていたその頃ころ。

　上所温泉駅の駅前から沢さわ沿いに連なる温泉街を三百メートルほど進んだ先にある温泉旅館『永えい春しゆん館かん』の露ろ天てん風ぶ呂ろでは、鈴谷マイラが天然掛かけ流し温泉を堪たん能のうしていた。

「ふわぁあああ、ホント、生き返るわねえ」

　上所温泉は、単純硫い黄おう温泉（低張性アルカリ性高温泉）と呼ばれる無色透とう明めいの温泉である。ほんのりと硫黄の匂においのするそのお湯に肩かたまで浸つかったマイラは、ゆっくりと背せ伸のびをするように両手を上に上げた。

　露天風呂にいたのはマイラだけだった。

　この旅館では宿しゆく泊はく客ではない人でも格安の料金で旅館の温泉に入ることができる日帰り入浴サービスをやっているのだが、平日の午後四時過ぎとなれば、ほとんど客はいない。上所温泉には、この旅館の入浴料金より、はるかに安い値段で温泉に入れる昔からの温泉共同浴場が三つあり、地元の老人たちは、もっぱらそっちの温泉を利用しているのだ。

　マイラは、ほとんど貸切状態の露天風呂を満まん喫きつするように手足を伸ばし力を抜ぬいた。

　お湯に預けた身体からだがふわーっと浮く感かん触しよくを楽しむように目をつぶって、大きく、ふう、とため息をついた。薄うすく目をあけて、ふわっと漂ただようように湯船の上に浮かぶ自分の白い二つのふくらみに目を落としたマイラは思わず微笑ほほえんだ。

　──うふ、こうやって胸がお湯に浮かぶと、なんかすごいグラマーになったみたいで気分がいいわねえ。

　まあ、私たちキャラウェイ人は、体型変化できるから、巨きよ乳にゆうにしようと思えばいくらでも巨乳になるんだけど……一応十九歳の短大生ってことになってるから、あまりメリハリつけちゃってもねえ……。

　マイラは頭の上に立っている二本のウサ耳を見上げた。

　──ただでさえ、このウサ耳が目立ってるからなあ……まあ、今の体型で我が慢まんするとしますか。居酒屋に来るお客さんには可愛かわいがってもらえるし……。

「あーあ、保護機構にケンカ売ったアホな上司は、返り討うちにあって、なべて世はこともなし……私らの生活は、当分安あん泰たいよね……」

　思わずひとりごとをつぶやいたとき、露天風呂の仕切りの向こうから、聞き覚えのある声が聞こえた。

「うひひひひ、ナニ言うてまんねん。姉さんが駐在さんに密告したんやおまへんか」

「そうですよ、自分の欲よく望ぼうに走ったとはいえ、曲がりなりにも上司なんですよ？」

　マイラは上半身を起こすと、唇くちびるを尖とがらせて言い返した。

「ちょっと、密告なんて言わないでよ、人聞きの悪い……私は、善良な銀河市民としての義務を果たしただけじゃない。シンジケートのエージェントであると同時に、私は立派な銀河市民なんだからね！」

「いつもながら、姉さんの変わり身の早さは見事でんなあ」

「ホンネとタテマエの使い分けっぷり、見習いたいものです」

「うふふふふ、賢かしこいオンナはいいオンナなのよ……」

　そう言って、マイラが両手を伸ばしてお湯と戯たわむれるように手のひらで水面をぴちゃぴちゃ揺ゆらしたとき。

　マイラの視界一いつ杯ぱいに広がる白い湯気の中に、何かが動くのが見えた。

　それは……青い煙けむりのように見えた。

「え？」

　マイラは目を見開いた。

「まさか……」

　その、まさか、だった。

　露天風呂の水面から立ち昇のぼる白い湯気に混じって、明らかに異質な青い湯気が、露天風呂を囲う竹のフェンスの間から、すうっと入り込んで来ていた。

「きゃあああ！」

　悲鳴を上げて後ずさりするマイラの目の前で、その青い煙は渦うずを巻き、一つにまとまった。

「マイラさま！　どうしました？」

「何かあったんですか！」

　見ると、ドミトリとナンバが、男湯と女湯の間に立てられた塀へいをよじ登って顔を覗のぞかせていた。

「きゃああ！　のぞくんじゃないわよ！　このスカポンタン！」

　マイラは両手で胸を覆おおうと、あわてて湯船の中に身を沈しずめた。

「そやかて、あんな悲鳴上げられたら、だれかて気になりまんがな」

「そうそう、私らの大事なボスですから、心配するのは当然のこと」

「うるさい！　旅館の人が来る前にさっさと首を引っ込めろ！　レクサー様がおいでだよ！」

「え？　どこどこ？」

「どこにいるんですか？」

「ド阿あ呆ほうーっ！」

　マイラの怒ど鳴なり声と共に宙を飛んだ手て桶おけが『すぱこーん！』という音とともに、塀の上から、女湯を覗き込んでいたドミトリとナンバの顔面に見事にヒットした。







　十五分後。

　マイラたち三人組とレクサーは、開店前の居酒屋『依田窪』の店内に居た。

　青い煙のようなレクサーの体内で電気信号のように火花がチカチカ瞬またたくのと同時に、店内のテレビのスピーカーから、雑音の混じった音声が聞こえてきた。

『十四ゴウハ、逮たい捕ほサレタ……彼ガイナクテハ、宇宙船ニ戻もどルコトガデキナイ……保護機構ニ発見サレヌヨウニ宇宙船ハスベテノエネルギーヲシャットダウンシタ状態デ水面下ニアルノダ。転送ゲートモ宇宙船側ノ転送ゲートガ閉ジテイルノデ使エナイノダ』

　ドミトリはあわてて答えた。

「あ、なんだったら、わてらの宇宙船お貸ししまひょか？」

「ええ、私らの宇宙船をお使いくださいませ！　少々旧式ですが、この恒こう星せい系の外までならひとっ飛びですわ！」

　レクサーは首を振ふるように動いた。

『イヤ、私ダケ逃にゲテモ意味ハナイ。宇宙船ヲ水面上ニ引キ揚あゲテ欲シイ。彼ヲ取リ戻ス！』

「取り戻すって……どうやって？」

『取引ダ……』

　マイラは、え？　という顔になった。

「取引？　取引って言ったって。私たちには保護機構と取引できる材料がありませんよ？　誰だれか人ひと質じちにでもするんですか？」

『材料ハアル……七ツノ大罪ダ！』

　マイラとドミトリは同時に声を上げた。

「ななつの……」

「大罪ぃ？」

「七つの大罪って……アレのことですか？　サリアント条約下の特別保護惑わく星せいに暮らす異星人が守らなくてはならない、七つの基本原則……」

「確か……『見せるな』『見られるな』『話すな』『書くな』『目立つな』『記録に残されるな』『干かん渉しようするな』……の七つでんな」

『ソウダ。コノ七ツノ規則ニヨッテ、保護機構ハ、コノ星ノ現住生物ニ、我々異星人ノ存在ヲ知ラレヌヨウニ細心ノ注意ヲ払はらッテイル。異ナルレベルノ文明ガ接せつ触しよくスレバ、想像モツカヌ混乱ヲ引キ起コス……想像モツカヌ混乱ヲダ……』

　マイラは、思わず目を見開いた。

「つまり、十四号さまを釈しやく放ほうしろ、しなかったら、私たち地球にいる異星人の存在をバラすぞ！　ってわけですか？」

「レクサーさま、それはいくらなんでも無理でっせ？　向こうには遠えん慮りよする理由がおまへん！　わてらの正体バラす前に、Ｚ原Ａ子Ｐ分ガ解ン銃でＺＡＰＺＡＰと消されてしまいまっせ？　いなかったこと、無かったこと、にされてそれでおしまいでんがな！」

　レクサーは、胸を張るようにそっくり返った。

『消サレヌヨウニスルノダ。私ノ身体からだハ、ドンナモノノ中ニデモ入ルコトガデキル。ＺＡＰガンデ消セヌヨウナ、貴重ナ物ノナカ……文化財トカ宗教的シンボルナドノ中ニ入リ込ンデシマエバ、保護機構ノ保護官トイエドモ消スワケニハイカナイ！』

「なるほど、文化財を人質に取るってわけね」

「うまく行きますやろか？」

『ソコヲ交こう渉しようスルノガ、オ前タチノ仕事ダ』

　さらっと言い放ったレクサーの言葉を聞いて、マイラとドミトリは目を見開いた。

「私たちですか！」

「わてらでっか！」

『ソウダ。オ前タチハ、コノ星ノ歴史ヤ文化ニ詳シク価値ヲ知ッテイル。価値ヲシッテイル者ダカラコソ、ソレヲ取引材料ニ使エルノダ』

「そりゃあまあ、何が大事な物なのかわかんなきゃ、人質っていうか、担保には取れないし、そいつをカタにして要求を通すことはできませんけど……交渉なんて、そんな高こう尚しようなこと私たちには無理です！」

「姉さん、こんなときに駄だ洒落じやれ言うとは、ええ度胸でんなあ」

　マイラは、横にいたドミトリのむこうずねを蹴け飛とばした。

「駄洒落じゃないわよ、このスカポンタン！」

「痛てててて、何しまんねん」

　足を押さえてぴょんぴょん飛び跳はねるドミトリを無視して、マイラは愛あい想そ笑いを浮うかべて言った。

「ほほほ、お馬ば鹿かなところをお見せして申し訳ございません。でも、私らは、みんなこんな調子のお馬鹿ぞろいでございまして。とても保護機構を向こうに回して、ネゴシエーターなんて重要な役目はつとまりませんですのよ。私らにできることと言えば、せいぜい要求文書を保護官のところに持っていく、メッセンジャーくらいのものでございますぅ」

『……ウム。確カニ、交渉ヲサセルトイウノハ荷が重過ギルヨウダ……仕方ナイ。オ前タチニハ、メッセンジャーヲヤッテモラウトシヨウ……トリアエズ宇宙船ヲ水面下カラ引キ揚ゲテ欲シイ』

　マイラとドミトリ、そしてナンバの三人は、お互たがいの顔を見合わせた。

　──どうする？

　──どうもこうもおまへん。逆らうわけには行きまへん。

　──ここは、言うことを聞いておいたほうがいいと思われます。

　──うん、ナンバの言うとおり、ここは命令に従いましょう。

　視線だけの会話を終えたマイラは、レクサーに向き直ると、にっこり笑った。

「かしこまりました。では、今すぐ手配しますわ！」




　次の日も、楢山町上所地区はいい天気だった。

　朝からすっきりと晴れ上がった青空は、頭のてっぺんは真っ青だが、地表に近づくに従って春特有の白く霞かすみがかかった色合いになり、山の稜りよう線せんと重なるあたりは水色に見える。

　健吾も細香も、依よ田だ入いりダムのダム湖の湖底で、捲けん土ど重ちよう来らいを図はかったレクサーが何やら活動を始めている……ことなど、露つゆ知しらず。ごく普ふ通つうに登校して、ごく普通に授業を受けていた。

　昨日の落らく雷らい騒さわぎで、委員七名が失神してしまった防衛委員会は、今日の放課後に改めて開かれることになっていた。

　四時間目の授業を聞きながら、健吾はノートに何やら一いつ生しよう懸けん命めい書き付けていた。

　傍はたから見れば実に立派な授業態度だが、それは先生が黒板に書いた授業の内容ではなく。意味不明の漢字を並べた熟語と、それに振ふられたカタカナだった。




　──漆ダー黒クネのス・衝ソニ撃ツ波ク

　こいつは、真っ黒な衝しよう撃げき波はが飛び出して、相手にダメージを与あたえる魔ま法ほうだけどもっと効果をあげる方法は無いかな？　「衝ソニ撃ツク波ブーム」って言葉よりも、もっと強いイメージの単語を探し出して細香ちゃんに教えてあげないとな……。

　──灼ヒート炎フアイ円ヤリン斬グ・波カツター

　こいつは、摂せつ氏し数千度の鉄をも溶とかす高温のプラズマをリング状にして投げつけて、敵を切断する魔法だけど……ザクのヒートホークとか知っていれば、高熱で切断するイメージが浮かぶんだろうけど……細香ちゃんは、ガンダムって知ってるかなあ？

　まあいいや、こいつも昼休みに聞いてみよう。

　──永エタ遠ーナ力ル暴・風フオ雪ース絶・対ブリ零ザー度ド

　こいつは。敵の周囲の熱を一いつ瞬しゆんに奪うばって絶対零度を作り出し、氷フリージのング・棺コフインのなかに閉じこめる魔法だ……こいつのイメージは細香ちゃんもわかっている。

　きっと効果的に使えるだろう。

　健吾がノートに書いていたのは、自分で考えた魔法の名前と、その効果だった。

　言葉にして口に出したときに語感が良いように、口の中でぶつぶつ言いながら一生懸命ノートを取っている健吾を見て、斜ななめ後ろの席に座っていた、一人の女子生徒が、眉まゆをひそめた。

　──最上君は、一体何をやっているんだろう？　さっきから、一人でぶつぶつと……。

　防衛委員会の委員長として、熱心に活動していることは知っていたけど……おとといあたりから、どうも様子がおかしいのよね……。

　黒くろ髪かみをさっぱりとショートボブにまとめた、その女子生徒は、この上所中学校の生徒会長にして、小学校の頃ころからの健吾の天敵……そう、衣笠初恵その人である。

　初恵は、眉み間けんに縦ジワをよせて、斜め前に居る健吾の背中をじっと見み詰つめていた。

　──おかしいわ。うん、絶対におかしい。

　どこがどうおかしいのかと聞かれたら、こう答えてあげるわ……『全部！』って。あいつは、言うことなすことおかしいのよ。小学校の頃のあいつは、ホント、おかしいなんてもんじゃなかった。変なことばかり言っているおかげで、クラスメイト全員から変な目で見られて……。

　今から考えれば、あいつはちょっと早い中二病だったのね。でも、あの頃の私はそんなの知らなかったから、ホントにおかしくなっちゃったんじゃないかって心配してたのよねえ。ホント、苦労したわ。なのに、あいつときたら、人の苦労なんかお構いなしで……。

　その頃を思い出した初恵は、小さくため息をついた。

　──誰だれよりも早く中二病になったってことは、それだけ人より頭が良かったってことよね。テストだって、いつもクラスで一番か二番……私のライバル的な存在だった……っていうか、成績で言えば今でもライバルよね。進学高の樫かし森もり高校を単願で狙ねらえるくらいだし。

　見た目もそれなりで、そこそこカッコ良かったし、変なことばかり言ってたけど、誰かをいじめるとか、バカにするとかそんな所はちっともなくて、逆に優やさしさもあって……。

　──また、あんな風になったら……。いいえ。させないわ。彼の正気は私が守るのよ！　ライバルとして！

　初恵がそんなことを考えていると……。

『キンコンカンコーン！』

　ウエストミンスター寺院の鐘かねの音色が教室に響ひびき渡わたった。

　黒板の前に立っていた先生が顔を上げる。

「ようし、今日はここまで！　今日のところからテストに出すからな！　しっかり覚えておけよ！」

「起立！」「礼！」

　先生が廊ろう下かに出ると、教室の中が、わっと沸わき立った。

　待ちに待った昼休みである。給食の準備のために給食当番の生徒たちが配はい膳ぜん室に給食を取りに行く間に、生徒たちは手を洗い、それぞれに教室の中で、給食準備に入る。

　楢山町の小中学校は、完全給食である。

　日本では、小学校の給食実じつ施し率はほぼ百パーセント近いが、中学校になると、地方自治体によって大きく違ちがう。埼さい玉たま県けん、長野県、東京都などでは、実施率が高く、全体の八十パーセント以上が給食を実施しているのに対し、大おお阪さか府ふや、兵ひよう庫ご県などでは、給食を実施している中学校は全体の五十パーセント以下であり、大阪や兵庫県の出身の人の中には、中学校に給食があると聞くと、小学生みたいだと笑う人もいる。

　ともあれ、上所中学校には、給食があり、健吾もその恩おん恵けいにあずかっている一人である。

　今日の献こん立だては、大豆と小魚のカリカリ揚あげに、マーボ豆どう腐ふ、白飯、フルーツサラダと牛乳。というもので、特に大豆と小魚のカリカリ揚げは、健吾の大好物だった。

「うは！　美味うまそう……いっただっきまーす！」

　そう言って、食器の中のカリカリ揚げに箸はしをつけた……その頃ころ。




　上所中学校から南西に二キロほど上所温泉を奥手に入ったところにある寺院は、今日も参拝客で、それなりの賑にぎわいを見せていた。この寺院の正式の名前は楽常寺というのだが、参拝するほとんどの人が、この寺のことを『恵方観音さま』と呼ぶ。

　その名のとおり、この寺の真ん中には、全長約八メートルという大きな観音像を納めた観音堂が建っており、毎年、この中に立つ観音像の左手の小指から恵方と呼ばれる方角に向かって長い紐ひもが張られ、人々が願いを書いた短冊をその紐に結びつける、という風習があることから、俗ぞくに『恵方観音』と呼ばれるようになった。

　この風習がいつ頃からあったのかは定さだかではないが、その中心となっている大きな観音像は、五代将軍徳川綱つな吉よしの頃に、東大寺大だい仏ぶつ殿でんを再建するために公こう慶けい上人が日本全国を行あん脚ぎやした際に集めた浄じよう財ざいと、大仏の頭部を鋳ちゆう造ぞうした際に余った銅を使って作られたと言われており、江え戸ど時代では、この観音像にお参りすれば、奈な良らの東大寺の大仏殿にお参りしたのと同じ功く徳どくを積むことができるということで、参拝客が殺さつ到とうしたそうである。

　もっとも、誰もが便利に日本全国好きなところに行けるこの平成の世の中では、その功徳もだいぶ薄うすれたのだろう。上所温泉に来た湯治客が散歩がてら訪おとずれるだけの、ひなびた山寺として、辺りの風景に溶とけ込んでいる。恵方観音の観音堂の前では、今日も観光バスから降りてきた大勢のお年寄りが群がり、観音様を一心不乱に拝んでいた。

　お賽さい銭せんを賽銭箱に投げ入れ、両手を合わせ観音様を見上げた一人の老ろう婆ばが、ん？　と言う顔になったのはそのときだった。

「どうしたい、おキヨさん、なんぞ、変わったことでもあったかい？」

　おキヨと呼ばれた老婆は、小さく首をひねった。

「わたしゃあ、ちょいと目が悪いもんで、ようは見えんだが……観音様の手が妙みような恰かつ好こうになっとりゃせんかのう？」

「観音様の手が？」

　そう言われた仲間らしい老婆は、顔を上げて、しげしげと観音像を見上げた。

「どこも変わっとりゃせんぞ？　こりゃあ、いよいよおキヨさんもボケが始まったかの」

「やめとくれ、わたしゃまだまだボケとらん！　ええからよう見ぃ、観音様の左手は、こう立てて小指に紐が結んであるじゃろ？　右手は胸の前に、こう手のひらを上にしておったはずじゃが……」

　おキヨ婆さんが、そう言ったそのとき。

『ぎ、ぎぎぎぎぎぎぎぃいいいい』

　捻ねじ曲げられた金属がきしむような音が、観音堂の中に響き渡った。

「なんじゃ？」

「何の音じゃ？」

　あたりを見回した老婆たちの目の前で。

　観音像がゆっくりと腕うでを持ち上げた。

「ひ、ひえええええ！」

「観音様が動いた！」

「罰ばちじゃ！　罰があたったんじゃ！　嫁よめの悪口を言いまくっていた罰じゃ！」

　老婆たちは、その場で腰こしを抜ぬかしてへたり込んだ。




　一方、上所中学校の三年Ｂ組の教室では、恵方観音で怪かい奇き現象が起こったことなど、まったく知らない健吾が、カリカリ揚げを実に嬉うれしそうに食べていた。

　──うんこれだよこれ。大豆の美味さ、というより、これは大豆の周りの衣ころもが吸った、砂糖醬じよ油うゆのタレの美味さだよな。この、油で揚げた片かた栗くり粉この衣が、タレを吸った美味さってのは、酢す豚ぶたとかと同じで、なんとも言えない美味さがあるよなあ。

　いつものように、料理のどこが美味おいしいのだろう？　などと分ぶん析せきしながら給食を食べていた……そのとき、健吾の右みぎ腕うでが、突とつ然ぜん、携けい帯たい電でん話わのバイブレーションのように、ブ……ン！　と細かく震ふるえだした。

「う、うわっ！」

　健吾は、思わず箸を取り落とし右手をつかんだまま立ち上がった。クラスメイトの視線が集中する中で、健吾は思わず叫さけんでしまった。

「く、くそ！　静まれ！　僕の右手！　どうしたって言うんだ！」

　健吾の声に応こたえるように、脳内にカミラ先生の声が響ひびいた。

『ごめん！　大変なことが起こったの！　今なら昼休みでしょ？　動けるよね？　お願い！　細香ちゃんを連れて、保健室に来て！』

　──そんなこと言われても。えーと、どうすりゃいいんだっけ？　あ、そうだ、確か、この右手首の傷きず跡あとがマイクになっているっていってたよな……。

　健吾は、自分の右手首に向かって話しかけるように答えた。

「わかりました、すぐに行きます！」

　自分の右手首に向かって話しかける健吾の姿を見て、クラスメイトの間から、くすくす笑う声が起きるのにも構わず、健吾は教室を出て行こうとした。

「待ちなさいよ！」

　その背中に向かって声をかけたのは、生徒会長の衣笠初恵だった。

「最上君、まだ給食を食べ終わってないじゃない！　席を立って、どこに行くつもり？」

「え？」

　健吾は振ふり返った。

　──うわ、衣笠かよ。まためんどくさいヤツが文句つけて来やがった。こいつの言ってることは正論だ。間ま違ちがっちゃいないんだが。いちいち説明している暇ひまも無いし……どうしよう？

　こうなりゃ適当に理由をでっち上げて、逃にげるしかないな。

「えーと、ちょっと地球を救わなくちゃならなくなったんだ。給食よりも世界平和のほうが大事だよね？　そうだよね？」

　いきなりとんでもない事を言い出した健吾の、その畳たたみ掛かけるような言い方に、あっけに取られた初恵は、思わず「う、うん」とうなずいてしまった。

　健吾はにっこり笑って右手を上げた。

「じゃあ、そういうことで！」

　そう言い残して出て行こうとする健吾を見て、我に返った初恵は、あわてて叫んだ。

「ちょっと！　この給食どうするつもり？」

「残すのはいけないんだろ？」

「当たり前じゃない！　調理員の人たちが、一いつ生しよう懸けん命めいつくってくれたんだもの！」

「じゃあ、君が食べてくれよ。それで万ばん事じ解決だ！」

　健吾は、にっこり笑って答えると、くるりと背を向けて教室を走り出て行った。

「え？　あ、ちょっと待ちなさい！　こら！」

　初恵は教室の出入り口まで追いかけたが、健吾は階段を走り降りて行ってしまった。健吾の消えた廊ろう下かをにらみつけた初恵は、何かを確信するように大きくうなずいて、つぶやいた。

「……再発したわね……間違いないわ」

　そして、健吾の机の上に残された給食を見て……。

「……私が、食べるの？　最上君の、食べかけを？　それって間接キスじゃない……」

　初恵の頰ほおが、何とも形容しがたい色に、ポッと染まった。




　階段を駆かけ下りた健吾は、そのまま一階の一年Ｂ組の教室に飛び込んだ。

「防衛委員の神通細香さんはいますか！　委員長の最上です！」

　楽しそうに談だん笑しようしながら給食を食べていた一年Ｂ組の教室が一いつ瞬しゆん静まり返った。生徒の視線は、飛び込んできた健吾と、窓まど際ぎわの一番前で食事をしている一人の女子生徒の二つに注がれた。

「ふぇ？」

　口に箸はしの先をくわえたまま、メガネの奥の目をまん丸にした細香を見つけた健吾は、細香のところに駆け寄った。

「細香！　一大事だ！　君が必要なんだ！　一いつ緒しよに来てくれ！」

「へ？　あ、あの、え？」

　健吾は、目をまん丸にしたまま硬こう直ちよくしている細香の腕うでをつかんだ。

「話は後だ！　とにかく来てくれ！　君じゃなきゃダメなんだ！」

　細香の後ろに座っていた女子生徒……昨日の朝、校門のところで健吾に変質者のことを説明した北上という名前の女の子が、つぶやくように言った。

「うわ……直球ど真ん中だ……」

　我に返った細香は、健吾の目を見てうなずいた。

「わかりました……私でよければ……」

　一年Ｂ組の生徒の間からどっと、歓かん声せいが上がった。口笛を吹ふく者あり、手を叩たたく者あり、大おお騒さわぎである。

「なんだ？　こいつら……」

　健吾は、周りが何に騒いでいるのかわからないような顔であたりを見回した後で、もう一度細香の腕を引いた。

「さあ、行こう！」

「はい！」

　そう言って立ち上がったとき、ようやく細香は気がついたのだろう。

「あ……」

　と小さく口を開くと、そのまま耳の先まで真っ赤になって、北上に向かって言った。

「違ちがう！　違うの！　そんなんじゃないの！　これは……」

「友達との話は後でもできるだろう！　さあ、行くぞ！」

　健吾はそう言うと、半ば強ごう引いんに細香の腕を引いていく。

「いや、あの、センパイ、そうじゃなくって、あの、誤解され……!?」

　と細香がつぶやいたのだが、健吾には聞こえていなかった。

「おしあわせにー！」

「いつか式を挙げるときには呼んでくださいねー！」

　そんな声でいっぱいになった教室から細香を引っ張り出した健吾は、そのまま廊下を走って、保健室に駆け込んだ。

「カミラ先生！　細香を連れてきました！」

　健吾たちを待ちわびていたのだろう、カミラ先生はほっとしたような表情を浮うかべた。

「ああ、良かった！　例のイソギンチャク男の片割れのガス星人が、とんでもないところに立て籠こもっているの！　原子分解銃じゆうで消すわけにも行かないし……範はん囲いが広すぎて、ディメンションバブルを広げるわけにも行かないわ。だから正常化バイアス特化部隊を出動させたの。あなた方の力を使って、あいつをあそこから追い出してほしいの！」

「あそこから追い出す？　あそこってどこですか？」

　カミラ先生は、保健室のベッドを指差した。

「詳くわしいことは母船で説明するわ。ゲートを開けるから靴くつを脱ぬいであのベッドに乗って……あ、靴は手に持っててね！」

「あ、はい……」

　健吾はそう言うと靴を脱いで左手に持ち、膝ひざ立ちするようにベッドに乗った。

　そして、右手を細香に差し出した。

「つかまって」

「あ、はい……」

　細香は頰を染めると、健吾の右手を握にぎった。

　健吾が細香をベッドの上に引っ張り上げようとした……その頃ころ。




「一年生の女の子を保健室に連れ込んだですってぇ？」

　健吾の行動を聞いた、初恵は目を見開いて叫さけんだ。

　大きく開いた口から、げっぷが漏もれそうになって思わず口を閉じる。自分の分の給食と一緒に健吾の給食の残りも食べたので、お腹なかが苦しい。

「一年が騒いでいたので確かく認にんしました。保健室ってことは、昨日の落らく雷らいの件じゃないですかね」

「カミラ先生、昨日はずっと付きっきりでしたし」

　初恵に呼びつけられた生徒会役員は、そう説明した。

　正常化バイアスは、頭の良い子にほど効果を発揮する。納なつ得とくできる理由を自分で見つけ出すからだ。だが、それにも限界はある。

「とんでもありません！　あの馬ば鹿かを一刻も早くとっ捕つかまえて、隔かく離りするのです！　これ以上あの病気の犠ぎ牲せい者しやを出してはなりません！」

　初恵の言葉を聞いた生徒会役員たちは、怪け訝げんな顔を見合わせた。

「病気って……なんのことですか？」

「思春期の青少年が感かん染せんする実に恐おそろしい病気、現実と妄もう想そうの区別がつかなくなり、果てには妄想を真実の自分だと思い込み、社会性を失っていく恐ろしい病気……中二病よ！」

「中二病？」「でも、あれってネタだろ？」「ああ、俺もそう思ってた……」

　ひそひそと会話する生徒会の役員を見回して初恵は自信ありげに断言した。

「中二病はネタでもなんでもありません！　その証しよう拠こに、今、一年生の女子が一人、重度の中二病患かん者じやである最上健吾の毒どく牙がにかかろうとしています！　このままじゃ、保健室でどんなことが起こってしまうか！　さあ、急いで保健室に向かいましょう！　その女子を救うのです！」

　初恵はそう言うと、保健室に向かって走り出した。

「待ってください！　保健室には、カミラ先生もいらっしゃいます！　変なことはできないと思いますし……」

　追いすがる書記の男子生徒を見て、初恵は断言した。

「いいえ、中二病に冒おかされた男子は何をするかわかりません！　カミラ先生も危険です！」

　そう断言する初恵の目は本気だった。その脳内には、中二病に冒された健吾と、いたいけな下級生やエロエロな養護教諭とのイケナイ展開が渦うず巻まいている。

　──だめよ、最上君！　現実と妄想の区別はきちんとつけなきゃ！

　生徒会の役員たちを引き連れて、一階の保健室の前までやってきた初恵は、入り口の前で立ち止まると、一回深呼吸してから、引き戸を開けて叫んだ。

「失礼します！　生徒会長の衣笠です！」

　その声が保健室の中に響ひびくのと、カーテンの陰かげにあるベッドの上にいた健吾と細香、そしてカミラ先生の三人が、ふっと消えるのは、ほぼ同時だった。
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　二分後……と言っても、健吾と細香の体感時間では数時間後になるが……二人は、マイクロバスの中にいた。

　上所温泉の奥手にあたる山あいの寺の駐ちゆう車しや場じように停とめられたそのバスの窓には、中が見えないように遮しや光こうフィルムが張られ、車内を区切るようにカーテンが引かれている。車内では、座席に座っている健吾に向かって、カミラ先生は真しん剣けんな表情で説明を行っていた。

「今度の相手は、ガス状生物だということは説明しましたデスネ。つまり、知性を持った二酸化炭素デスネ。彼の名前はレクサーと言いますデス……昨日学校で大暴れして、やっとのことで捕まえたあの、イソギンチャク男の片割れデスネ。

　レクサーは、あの恵方観音像の内部に入り込んで、重要文化財である観音像を人ひと質じちに取っています。私たちは、あの観音像の周囲にディメンションバブルを展帳しようとしたのですが、中和ビームによって穴を開けられ、バブルを維い持じできませんでした。つまり、あの観音像をこの世界と切り離はなすことができないのデスヨ。

　つまりあいつは、異星人の存在を秘ひ匿とくしなくてはならないという、我々保護機構の立場を逆手にとって、逮たい捕ほしたイソギンチャク男の釈しやく放ほうを要求している、というわけデスネ」

「釈放するんですか？」

「もちろん、しません。そもそも保護官にそんな権限はありまセン」

「大淀警部補はどうしてるんですか？」

「大淀さんハ、レクサーのせいで動き出した恵方観音像を見て大おお騒さわぎになったお寺の人や、お婆ばあちゃんたちから話を聞いていマス。撮さつ影えいだってことにするので、大おお忙いそがしなんデス。とても手が離せナイのデスヨ」

「あの……警官ってお仕事は、もしかして、こういう事態の時にはむしろ、動きにくいんじゃ？」

　健吾の指し摘てきに、カミラは苦笑いする。

「そうデスネ。これまでは、地球で悪さをしようとするハンターも、ココまでバカなことはやらなかったのデス。サリアント条約を破るような行こう為いはどう考えても不利益の方が大きいのデスヨ。だからハンターは地球人に隠かくれてこっそりと行動して、保護官もこっそりと阻そ止ししていたわけデス」

「ＺＡＰガンでしたっけ？　あの原子分解銃じゆう……あいつで消してしまうわけには行かないんですか？」

　カミラ先生は、忌いま々いましそうな顔で首を振ふった。

「ガス状生物は、ほんの少しでも生き残っていれば、そこからすぐに復活します。ＺＡＰガンで消すのが一番難しい相手なのデスヨ。

　確かに、今、あいつは、あの観音像の中に入ったままです。今ならＺＡＰガンを使って観音像ごと消せますケド、あの恵方観音像は重要文化財です。部分的な損そん壊かいなら分子クローン技術で再生させることは可能ですが、原子に分解してしまえば、再生は出来ません。いずれにしろ、ディメンションバブルが作れないのでは、人々の見ている前で、観音像を消すことになります。その光景がこの町の人々やマスコミに流れたら、とんでもないことになります。サリアント条約の規定により、この惑わく星せい……地球は、隔かく離りされてしまいます」

「隔離されたら、どうなるんですか？」

「早すぎた接せつ触しよくは、良い結果を生みまセン。ひとり立ちできるマデ……つまり自力で文明を向上させ、異種族や異星人の存在を受け入れることができるようになるまで、いかなる銀河文明も地球人とのコンタクトを取れなくなります……いわば、銀河の孤こ児じになってしまいマスネ」

「それって……悪いことなんですよね？」

　カミラ先生は悲しそうにうなずいた。

「地球人の文明の進化は、私たちが注意深く見守ってイマス。直接に干かん渉しようすることは無くとも、破は滅めつに向かうような因子は、注意深く取り除かれているのデスヨ。

　この銀河には、地球と同じように核かく分ぶん裂れつの技術を開発した文明がいくつもありマス。しかし、その多くが、戦争のために核分裂のエネルギーを用いて、自じ滅めつしマシタ。

　地球も、その一歩手前まで行きマシタネ。今でも危険ナところをフラフラ行ったり来たりしてイマス。でも、全面核戦争が起きなかったのは、地球人の中にいる私たちが踏ふみとどまる因子をサポートしていたからなのデスヨ」

　健吾は、自分が着ている白い詰つめ襟えりに、金の刺しし繡ゆうを施ほどこした、軍人の礼装のような服を見下ろして、前の席に座っているカミラ先生に聞いた。

「何で、こんな恰かつ好こうで戦わなくちゃいけないのか……その理由が、そのサリアント条約ってヤツなんですね？」

　カミラ先生はにっこり笑った。

「そうデス。ディメンションバブルが展帳できない以上、あくまでも現実世界の中で、あの観音像の中にいるレクサーと戦わなくちゃなりません。でも、その光景を見れば、どんな人でも、これはおかしい、非常識だ、不条理だ、これは何だ？　と疑問を持ちマスネ。疑問を抱いだいた人間は、理由を知りたがります……その、理由こそが、私たちが一番知られたくないことデスネ。

　では、どうすればいいのか。答えは簡単です。私たちの戦いを見た人が、疑問を持たないようにすればいいのです。

　人間というのは、理由のある光景に疑問を持ちませんネ。たとえば、人通りの少ない住宅街の路地を、スクーターに乗った男が、一いつ軒けん一いつ軒けん家の様子を見ながら走り回っていたら、誰だれもが不ふ審しんに思いマスネ。中には警察に電話する人もいるデショウ。

　でも、その男が、ピザ店の制服を着て、スクーターにピザ店のステッカーが大きく貼はってあればどうデスカ？　不審に思いマスカ？」

「いいえ、みんな、ああ、ピザの配達なんだ……と思うだけで、不審には思わないと……って、そうか！　そういうことなのか！　理由のある風景に疑問を持たないって！」

「ソウデス。だから、キミと細香ちゃんに、その衣装を着てもらったのデスヨ……」

　カミラ先生は、マイクロバスの後部に引かれたカーテンに向かって声をかけた。

「細香ちゃんは、用意できましたか？」

　カーテンの向こうから、蚊かの鳴くような小さな声が聞こえた。

「あ、はい……衣装は身につけました……けど、これって……」

　カミラ先生は、席を立つと、つかつかと、カーテンに近づき、それをさっと引き開けた。

「きゃあ！」

　細香は悲鳴を上げて、ミニスカートの裾すそを押さえた。

　そこに立っていたのは、どこかのショッピングセンターなどの催もよおしもので行われる、魔ま法ほうのヒロインショーのような、ピンクのひらひらフリルのついた派手な衣装を身にまとった細香だった。

　本来ならば、女性らしさを強調するためなのだろう、身体からだの線が出るようにぴっちりとフィットするようにカットされた衣装は、細香の細い身体をさらに強調し、胸むな元もとは薄うすく、ピンクのミニスカートから伸のびる足は細い。

「あ、あうう……そんなに、じっと見ないで下さいぃ……」

　足を隠かくすように屈かがみ込み、恥はずかしそうにうつむく細香の表情とあいまって、興奮するよりも、どちらかと言うと保護欲よくを大いに搔かき立てられそうだ。

「ご、ごめん……！」

　頰ほおを染めた細香の言葉に、ドキッとするものを感じて、健吾は慌あわてて目を背そむけた。だが網もう膜まくには、細香の白い足が、なだらかで微かすかな胸の曲線が、うっすらと紅あかく染まった頰やうなじが、くっきりと焼き付いている。

　──は、裸はだかも見ちゃったのに、なんで、いまさら……っ。

　落ち着かない気分になってしまった健吾のことに気付いているのかいないのか、のんきそうな口調でカミラ先生はぱちぱちと拍はく手しゆしながら、ブラボー、とか言っていた。

「うーん、戦うヒロインという感じではありませんが、これはこれで人気が出そうなキャラデスネ。うん、いいデスヨ、細香ちゃんこれで行きまショウ」

　サイズが合っていないのだろう、頭からずり落ちてくる、羽はね飾かざりのような派手な装そう飾しよくのついたヘッドホンを直しながら、困ったような表情で、細香は答えた。

「でも、あの……」

　カミラ先生は、細香の前で右手の人差し指を立てて左右に振ふった。

「でも、はありません。というか、でもはでもでも、これはデモンストレーション！　言ったデショウ？　ここはロケ地で、あなたは夏休み特とく撮さつ祭り用の劇場用映画、スーパー少女エイトリアンの主人公ですネ。

　これからエイトリアンが、恵方観音に乗り移った悪あく霊りようを倒たおすシーンを撮とるわけです。立体映像を投とう影えいした実にリアルな撮さつ影えいデス。心配いりません、私と健吾クンのやりとりは、そのインカムで聴きき取れますネ。細香ちゃんの声も私が聞いています。細香ちゃんは健吾クンの指示に従って動けばいいのデス」

　カミラ先生が、そう言ってウィンクしたとき、マイクロバスのドアを開けて、ジャンパーを着たサングラスの男が顔を出した。

「本番開始です！　スタンバッて下さい！」

　カミラ先生は、にやっと笑って親指を立ててつぶやいた。

「いーぐるー！」

　サングラス男も、にやっと笑うと、親指を立てて言い返した。

「いーぐるー！」

　その声は、カン高いリトルグレイたちの声と同じだった。

　観音堂の周りには、銀レフと呼ばれる、光を反射させて影かげを無くすためのアルミ箔はくを張ったパネルを持ったスタッフや、クレーンに乗った大きな劇場用の映画撮影用のカメラなどがずらりと勢ぞろいしていた。

　寺の境けい内だいの外側で、観光客や、参拝客、近くの住民などが遠巻きに見守る中で、撮影スタッフらしい若い男がパンフレットを配っている。

「映画の撮影中でーす！　ご協力お願いしまーす！」

　そのパンフレットを見た見物客たちは、目の前の観音堂を見上げて口々に言った。

「へえ、あの中にある観音様を立体映像で動かすんかい」

「すごい時代になったんやねえ」

「はー、３Ｄ映画ってこうやって撮るんだ、知らなかった……」

「レーザー光線を、半はん透とう過かスクリーンに照射して、浮うかび上がらせるんだって！」

「日本の技術もハリウッドに負けないようになったんだなあ」

「でもなあ、日本の映画って脚きやく本ほんがダメだからなあ」

「あ、そろそろ撮影が始まるみたいよ！」

　見物客たちの目の前に、白い軍服のような服を着込んだ、少年が現れた。

「あの子が主人公なの？」

「見たこと無い子ねえ」

「新人じゃないの？　ほら、こういう子供向け映画って、若手の俳優の登とう竜りゆう門もんじゃない」

「がんばってー！」

　見物人たちの声せい援えんを聞いた、その少年は照れたように下を向いた。

「うわあ、ホントに新人みたいよ！　スレてないわ！」

「知らない子だけどファンになっちゃいそう！」

　中年のオバサンたちが、わいわいと騒さわぐ。

　スタッフが「静かに！」と書いたプラカードを掲かかげると、やっとオバサンたちは静かになった。

　監かん督とくらしいサングラスの男が、右手を上げて合図した。

「アクション！」

　カメラが回り始めた。




　一方、観音像の中に充じゆう満まんしていた青色の煙けむり……ガス状生物のレクサーは、イラついていた。

　──保護機構め！　まわりを取り巻いているだけで、何のメッセージも送って来ないとは！　約束の刻限はもうすぐだと言うのに！　まあいい、ならばこの宗教的文化財を使って、大暴れしてやるだけのことだ！

　レクサーが、そう決断したそのとき。観音像の前に白い軍服のような詰つめ襟えりの制服を着た一人の少年と、白とピンクのミニスカートの衣装を来た少女が進み出た。

　──何だ？　あの現住生物は……初めて見るな。

　ガス状生物のレクサーには、地球人の区別はほとんどつかない。

　生物というのは、似通っていればいるほど、個体の識別ができる。犬やネコが好きな人が、一目で見分けることができるのは、好きだからというのもあるが、同じ哺ほ乳にゆう類るいだからだ、という説もある。

　その証しよう拠こに、爬は虫ちゆう類や両生類、魚類と、人間からかけ離はなれて行けば行くほど見分けるのはむずかしくなり、よほど注意深く観察しないと、見分けることはできない。

　つまり、ガス状生物であるレクサーにとって、人間を顔だけで見分けようとするのは、ちりめんじゃこの中の一いつ匹ぴき一いつ匹ぴきを見分けようとするのと同じことであり、着ている服で個体の識別をするしかなかったのである。

　観音像の前に進み出た健吾は、大きく深呼吸すると、カミラ先生に教えられた台本を思い出しながら、大声でセリフを叫さけんだ。

「文明保護機構から、警告する！　エギト・ゴルグ・レクサー上級指導種！　君の行こう為いはサリアント条約における禁止行為の十一条から四十六条に至るすべてに抵てい触しよくしている！　直ちに違い反はん行こう為いを中止し、我々の保護下に戻もどるように！　さもなければ、保護機構は強制力を発動し君を処しよ罰ばつする！」

　健吾の言葉を聞いたレクサーの意識の中に怒いかりがむくむくと湧わき上がって来た。観音像の中に渦うず巻まいている青色の煙の中にバチバチと電光が走った。

　──おのれ！　下級生物の分際で、保護機構の威い光こうをかさにきて賢さかしげに！　許さん！　踏ふみ潰つぶしてくれる！

　うぉおおおおおおおおん！

　うぉおおおおおおおおん！

　観音像の体内の空くう洞どうから発する大きな振しん動どう音とともに、観音像の右足が、ゆっくりと動き始めた。

　ぎぎぎぎぎっぎぎぎぃいい！

　観音像の手足には、関節がついているわけではない。ただの金属の筒つつである。それを無理やり捻ねじ曲げたために、金属がねじ切れる音が響ひびき渡わたる。

　健吾は右手首の通信デバイスを通じてカミラ先生に向かって叫んだ。

「やつは、観音像を無理やり動かしてます！　手足にひびが入っていますけど……いいんですか？」

　健吾の脳内にカミラ先生の声が響いた。

『多少の破損や欠落は分子単位で忠実に再生させるから大だい丈じよう夫ぶ！　それよりも、中にいるレクサーをなんとか引きずり出して！』

「わかりました！」

　健吾がそう言って、動き出した観音像を見上げたとき、周囲に置かれたスモークマシンから、一いつ斉せいに白い煙が噴ふん出しゆつし始めた。

　その煙は、大型の扇せん風ぷう機きによってあっというまに拡散し、あたりをぼんやりとした白いもやで包み込む。

　観音像が、ゆっくりと右足を踏み出して、ぬっと観音堂から外に頭を突つき出すと、遠くから眺ながめていた見物客の間に『おおーっ！』という驚おどろきの声が漏もれた。

「すごいなあ、まるで本物だぞ」

「あれって、立体映像なんでしょ？」

「当たり前だ、ほら、あそこで煙を出しているだろ？　あの煙に、映像を投とう影えいしているんだよ」

「ディラッドボードってアクリルパネルも使っているみたいだよ、ほら、ボーカロイドのライブの時に使ってたアレだよ」

「昔の投影装置と違ちがって、レーザーを利用したものなんだって」

「へえ、だから鮮せん明めいなんだ、すげえなあ」

　ロケバスの中にある、前線指揮所で、集音センサーの集めた見物人の会話を聞いていたカミラ先生は、にやっと笑った。

「よし！　正常化バイアス作戦は現在のところ破は綻たんなく進行中！　あとは細香ちゃん次し第だいってところね！」

　ゆっくりとこっちに向かってくる観音像を見上げて、健吾は思った。

　──あの中に入っているレクサーを引っ張り出すには、観音像に穴を開けるしかない。

　健吾は、横に立っている細香をちらっと見た。

　真っ青な顔で、観音像を見上げている細香の足や肩かたは、細かく震ふるえていた。

　──悩なやんでいるヒマは無い！　なんとかして細香に自信をつけさせないと！

　健吾は、右手を伸のばして、細香の左手を握にぎった。

　細香は、びくっと身体からだを震わせると、健吾を見た。

　今にも泣きそうなその目を見て、健吾は聞いた。

「怖こわい？」

　細香は、一いつ瞬しゆんうなずきそうになってから、あわてて首を振ふった。

「いいえ！　大丈夫です！」

「よし、それでいい！　物語を信じよう！　僕と君の物語だ！」

「はいっ！」

　細香の顔に、赤みが戻った。

「行くぞ！　『漆ダー黒クネのス・衝ソニ撃ツ波ク』だ！」

　細香は小さくうなずくと、健吾の手を、ぎゅ！　と握ってから離はなして、両手を左右に広げた。

　目を閉じて一回深呼吸するのと同時に、細香の前まえ髪がみの一部が、すうっと白くなった。目には見えない力のようなものが、細香の周りに集まってくるのがわかる。周囲の空気に、モーター音のような音が高まっていく。そして、その振動が、ピークに達したその瞬間。

　細香は目を見開き、両手を斜ななめに振り上げて叫さけんだ。

「だーくねすぅうううう、そにっくぅ！」

　細香の手の振りに合わせて、黒っぽい影かげが飛び出した。

　それは、真っ直すぐ飛んで、大きな観音像の右みぎ肩かたに突き刺ささり、ガィイイイン！　という、金属音の混じった衝しよう撃げき音を立てて消えた。

「で！　出ましたセンパイ！　ちゃんと出ました！　黒いのが！」

　細香が嬉うれしそうに叫んだ。

　一方、観音像の中に入っていたレクサーは混乱した。

　──なんだ、今の攻こう撃げきは！　それにあの原住民のキルリアン反応！　この惑わく星せいの現住生物の中には思念臨界反応を使いこなす者が何人もいるというのか！

　──欲しい！

　レクサーは思わず叫んだ。

　思念臨界反応が使える生物は、珍ちん品ぴん中の珍品だ！　生体エネルギー炉ろとして、無限の商品価値を持つ！　何が何でも十四号を取り返し、あの現住生物を手に入れて戻もどるぞ！

　レクサーの身体……高比重気体を取り込んで膨ふくれ上がった青色のガスが、青銅製の観音像の中で激しく渦うずを巻き、その渦が観音像に共鳴して、うなり声を立てる。

　うぉおおおおおおおん！

　うぉおおおおおおおん！

　それは、観音像が上げる怒いかりの声のように、あたりに響ひびき渡わたった。

「よし！　効いている！　もう一発だ！　今度はあれを投げよう！　灼ヒート炎フアイ円ヤリン斬グ・波カツターだ！」

「はいっ！」

　細香はそう答えると、大きく足を広げ、左手を腰こしに当てて右手を握って人差し指を立てて頭の上に差し上げ、頭の上でぐるぐると回し始めた。

「よし、いいぞ！　イメージするんだ！　右手の描えがく円の中に、ものすごい熱が集まってくることを！　その熱は空気をプラズマ化させて、リングになる！　すごい熱だ！　鉄もコンクリートも一瞬に溶とかすくらいの熱だ！」

　健吾の言葉と共に、再び細香の前髪の色が抜ぬけ、頭の上で空を指差すようにつきたてて回している右手の人差し指の軌き跡せきをなぞるように、頭上数メートルのところに、バリバリという音と共に白く発光するリングが出来始めた。

　そのバリバリという音は、高温のリングの周囲に接せつ触しよくした空気がプラズマ化し熱ねつ膨ぼう張ちようする時の破は裂れつ音だった。

　リングの熱に耐たえきれなくなったのだろう、細香は悲鳴っぽい声で、

「ひーと、ふぁいやりんぐ、かったあぁああああ！」

　と叫ぶと、リングを投げつけるように、観音像に向かって右手を、ぶん！　と振った。その手の動きに合わせるように、白いリングは、バリバリという破裂音とともに回転しながら飛ひ翔しようし、観音像の右肩部分に突つき刺さった。

　青銅製の観音像を熱で溶かしながら内部に食い込んだプラズマリングに触ふれたレクサーの身体……つまり高比重の気体は、激しい化学反応を起こした。それは、レクサーに、耐えがたい苦痛を与あたえるものだった。

　うぉおおおおおおおん！

　リングの食い込んだ右肩から、オレンジ色の液体……溶けた青銅をぽたぽたと垂らしながら、観音像は悲鳴のような音を立てて、苦痛に悶もだえるように大きく身体をねじった。

「よし！　効いている！」

　──もう一発……。

　そう言おうとして、健吾は言葉を飲み込んだ。

「あ、あうう……」

　細香の足元がふらついていた。良く見ると、顔は真っ赤で額に汗あせをにじませている。

　──いけない！　熱射病だ！

[image: ]

　そうか、考えても見ろ。細香は青銅を溶かすほどの高温の物体を、自分の頭の上で回していたんだぞ！　オーブンで炙あぶられているローストチキン状態になるのはあたりまえじゃないか！

　健吾は思わず自分の頰ほおを自分で殴なぐりつけたくなった。

　──しっかりしろ！　健吾！

　見た目のイメージだけで考えてちゃダメだ！　もっとリアルに、そこに何が起きるかを想像して、先を読まないと！　それが僕の役目なんだぞ！

　灼ヒート炎フアイ円ヤリン斬グ・波カツターは、もう使えない。もう一回あれを飛ばしたら、細香は間ま違ちがいなく気を失うだろう。

　もだえ苦しんでいた観音像の動きが止まった。見ると、肩かたに食い込んでいたプラズマリングが消えていた。その内部では、高熱による変性が止まり、レクサーが冷静さを取り戻していた。

　──いかん！　目的を忘れるところだった！　私の目的は、あの思念臨界反応を示す現住生物をどうにかすることではなく、十四号を取り戻すことだ！　そして、そのために、この文化財的宗教シンボルを操あやつり、この惑わく星せいの現住生物たちに恐きよう怖ふを与え、異星人の存在を知らしめること。それが目的だったはずだ！

　──ならば、破は壊かいすべきは、この街並み！　この世界そのもの！

　ぎぎぎぃぎぎぎい！

　金属が軋きしる音と共に、観音像は両手を広げ、ゆっくりと前に進み始めた。

「こっちに来る！」

「下がれ！　細香！　下がるんだ！」

　観音像は足元の二人を無視して、前進を続け、その先にある大きな梵ぼん鐘しようが下がっている鐘かねつき堂へと向かった。

　──やばい！　あいつ、あれを壊こわすつもりだ！

　健吾の予感は的中した。観音像は広げた両手を前に突き出すようにして、鐘つき堂にのしかかった。ガラガラと音を立てて屋や根ねが瓦わらが落ち、鐘つき堂の柱がメキメキという音を立ててきしむ。屋根の下に下がっていた大きな梵鐘が、折れて来た柱に当たって、ごうん……、とも、ぼうん……とも言えない音を立てる中で、健吾の耳にカミラ先生の声が飛び込んできた。

『建物の破壊は最小限に食い止めて！　お寺の境けい内だいの中なら、スモークと、レーザーで大道具の屋台崩くずしだ！　って、ごまかせるけど、街に出られたらそれは無理よ！』

「わかりました！　何とか食い止めます！」

　健吾がそう答え終わったとき。

　めきめきめきめき！

　鐘つき堂の柱が折れる音に続いて、屋根瓦が一気に滑すべり落ちて、割れる、ざーっ！　ばりばりばり！　という音が響ひびき、あたりに土ぼこりが舞まいあがった。

「うわ！」「きゃあ！」

　襲おそいかかる土ぼこりに、思わず健吾と細香が悲鳴を上げたとき。

　土ぼこりの中から、ごわん！　ごわん！　という金属音を立てて、外れて落ちた大きな梵鐘が、転がりながら姿を見せた。梵鐘は、そのまま真っすぐ、細香と健吾の方にやってくる。

「あぶない！　細香！」

　健吾がそう、声をかけるより早く、細香が動いた……前へ。

「バカ！　よけろ！」

　前まえ髪がみの一部を白く輝かがやかせた細香は両手を前に突き出して叫さけんだ。

「だめです！　よけません！　よけたら後ろの人が危ないから！」

　細香はそう叫ぶと、両手を突き出して、転がってきた梵鐘を両手で突いた。

「えぃっ！」

　ごううううん！

　弾はじき飛ばされた梵鐘は、夕暮れに良く似合いそうな音を立てて吹ふき飛び、そのまま目の前に立っている観音像の胸に見事に命中した。

　ぐわん！

　巨きよ大だいな金たらいを叩たたくような、金属音の混じった轟ごう音おんが鳴り響き、観音像は、ぐらりとよろめいた。

　胸に大穴が開き、その中に青色の煙けむりのようなものが渦うず巻まいているのが見えた。

「見えた！　レクサーだ！　観音様の中に充じゆう満まんしていやがる！」

　カミラ先生の悲鳴じみた声が飛ぶ。

『あんまり壊さないで！　重要文化財だってことを忘れずに！』

「わかってます！　でも……」

　健吾は喉のどまで出かかった、そんなの無理ですよ！　という言葉を飲み込んだ。

　──考えろ！　考えるんだ！　観音像をぶっ壊してバラバラにするのは簡単だ。でも、それはできない。外側の観音像を壊さずに中のレクサーにダメージを与あたえる方法だ！　それを考え出すんだ！　何かないか？

　観音像は青銅の板で出来ている。あの中は空くう洞どうで、そこにレクサーが詰つまっている。いわば宇宙人の缶かん詰づめだ。缶詰を開けずにその中身をなんとかするようなものだ。

　そのとき、健吾の脳内に、鍋なべでゆでている缶詰のイメージがひらめいた。

　──そうだ！　熱だ！　熱なら、あの観音像の中に伝わる！　さっき、細香が灼ヒート炎フアイ円ヤリン斬グ・波カツターを食くらわした時、あいつはもだえ苦しんだように見えた！　そう見えただけなのかもしれないけど……やってみる価値はある！

　しかし健吾は、肩かたで息いきをしている細香を見て、小さく首を振ふった。

　──いや、ダメだ！　細香には無理だ。それに、高温で攻こう撃げきすれば、観音像を作っている青銅が溶とけてしまう。バラバラに分解するよりひどいことになってしまう！

　そのとき、細香が振り向いた。

「観音像が、街を壊さないようにすればいいんですよね？」

「うん、そうなんだ、でも、どうすればいいのか……」

　細香は両手を握にぎりしめて、ガッツポーズを作った。

「私が押さえます！　この手で！」

　健吾は思わず、無理だ！　と言いそうになったが、すぐに考えを改めた。

　──そうか！　僕は今まで、細香に遠えん距きよ離りからの魔ま法ほう攻こう撃げきをさせることしか考えていなかった。それは、自分の腕うでっ節ぷしに自信が無かったせいだ。格かく闘とうとか、パンチとか、そういった原始的な戦いを心のどこかで蔑さげすんでいたからだ。

　でも、違ちがう。そういう戦い方だって、立派な戦法なんだ！

「できるか？　細香！」

　細香は、健吾の方を向いて、にっこり笑い、もう一度両手を握って、ガッツポーズをして見せた。

「できます！　っていうか……やります！」

「よし！　行け！　突とつ撃げきだ！」

「はいっ！」

　細香は元気よくうなずくと、くるりと振り返り、そのまま。

　とてとてー。

　……と、内またの小走りで観音像の足元に走り寄った。

　その、なんとも迫はく力りよくの無い突撃を見た健吾は、思わず頭を抱かかえた。

　──しまった！　空を飛ぶイメージを練習させておけば良かった！

　観音像の中にいたレクサーは、足元に走り寄って来た細香を見て、警けい戒かい心を抱いだいた。

　──何をするつもりだ？　まさか、この宗教的シンボルごと、吹き飛ばすつもりではないだろうな？　いや、そんなことをすれば、大おお騒さわぎになる！　異星人の存在も、何もかもが明るみに出ることになる、そんなことをするはずがない！

　レクサーがためらっているその隙すきに、細香は、観音像の足元にたどり着いた。

　観音像の高さは約八メートル。足元から見上げると、まさに青銅の巨きよ人じんである。

　──うわぁ！　すごい大きい！

　細香の胸の中に、むくむくと恐きよう怖ふ心しんが湧わきあがった。

　──あんなこと言っちゃったけど……無理だよぉ……こんなの、どうやっても止められっこないよぉ……。

　思わず涙なみだぐみそうになったとき、健吾の声が飛んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ！　信じろ！　君の中にある、スーパーヒーローを思い出すんだ！　君も一いつ杯ぱい見て来たはずだ！　セーラー服の美少女戦士や、魔法少女や、日曜日の朝のアニメを！　そう！　あれだ！　君にもできる！　なりきるんだ！」

　──え？　私の中の……物語？

　健吾の声を聞いたとき、細香の記き憶おくの中に、様々なアニメの美少女ヒーローたちの姿が浮うかんだ。それぞれに、可か憐れんなコスチュームをまとい、テレビの画面の中で戦い、ピンチに陥おちいって、そして友情と信しん頼らいで勝利する物語……。

　そう考えたとき。細香の胸の中に何かが、ぐんぐん湧きあがって来た。

　──そうだ。小さい頃ころ、私、なりたかったんだ！　あのコスチュームが欲しかった！　あんなふうに魔法が使えたら、魔法で戦えたらいいな……って思ってた。

　なれる……なれるんだ！　やれる……やれるんだ！　今の私なら！

　前まえ髪がみを白く輝かがやかせた細香は、目の前にそびえたつ観音像を見上げてにらみつけた。

　そして、両手を前に出して、そのまま、真っすぐ突つき進んだ。

「えーい！」

　声は、可愛かわいかった。いや、可憐と言った方がいいかもしれない。中学一年生、十二歳の女の子の「えーい」という声を、脳内で思い浮かべて欲しい。

　そう、その「えーい」である。




　……だが。




　破は壊かい力はすさまじかった。

　どかん！　とも、ずがん！　ともつかない轟ごう音おんの後で、一いつ拍ぱく置いて今度は、がらんがらんがらん！　という、積み上げた空のドラム缶かんを倒たおしたような音が響ひびき渡わたった。

　それは、細香に突き飛ばされた観音像が地面に叩たたきつけられ、その衝しよう撃げきで、手、足、胴どう体たいと、すべてがバラバラになった音だった。

「うわっちゃー」

『きゃあああああ、重要文化財がー！』

　健吾の頭の中に、カミラ先生の悲鳴が響いた。

「どうしましょう？」

『やっちゃったことは仕方ないわ、あとは私たちがなんとかします！　レクサーに逃にげられないように気をつけて！』

　健吾は、はっと顔を上げた。

　──そうか！　中に入っていたガス生物が街に向かったらとんでもないことになる！

　倒とう壊かいした観音像のまわりには、土ぼこりとは明らかに違ちがう色合いの、青色の煙けむりのようなものが立ち昇のぼりつつあった。

　──いけない！　逃げられる！

　どうする？　どうすればいい！　ガスが拡散しない方法……どこかにまとめて、動けないようにする方法があるはずだ！

　そのとき、健吾の記憶の中に、カミラ先生の言葉がよみがえった。

『あいつは、知性を持った二酸化炭素デスネ……』

　──二酸化炭素？　そうだ、二酸化炭素と同じなら、あの方法が使えるかもしれない！

　健吾は、茫ぼう然ぜんと立ちすくむ細香に声をかけた。

「細香、観音様はカミラ先生がなんとかしてくれる！　それよりもレクサーだ！　あの煙を逃がすな！」

「え？　あ、は、はいっ！」

　我に返った細香は、そう答えた後で、困こん惑わくしたように振ふり返った。

「でも……どうやって？」

「熱だ！　熱い方じゃない、逆だ！　あいつを冷やすんだ！　気体は、冷れい却きやくされれば液体に、もっと冷却すれば固体になる！　ドライアイスにしちゃえばいい！　そうすればもう逃げられない！」

　細香は目を見開いた。

「そ、そうか！」

「そうだ、行くぞ！　昨日一いつ緒しよに練習した、あれを使おう！　『永エタ遠ーナ力ル暴・風フオ雪ース絶・対ブリ零ザー度ド』だ！」

「はいっ！」

　細香は元気よく返事をして、崩ほう壊かいした観音像に向き直った。

　そして、顔の前で両手を合わせ、拝むように目を閉じた。

　──イメージよ、細香……イメージするの。あなたが今まで見て来たマンガやアニメ、映画、そういった物語の中にあった、凍こおりつくイメージを……。私は、それを自由に操あやつれる存在……雪女……雪の女王……私はすべてを凍りつかせる……私の力は、この世界に絶対零度をもたらす！

　細香の前髪が白く輝き始めた。そして、目を見開いた細香は、顔の前で合わせていた手を押し出すようにレクサーに向け、叫さけんだ。

「えたーなる、ふぉーす、ぶりざああどぉおおおお！」

　しゅぎぃいいいいいん！

　次の瞬しゆん間かん、アニメの効果音のような音と共に、細香の前方にある崩壊した観音像を中心とした幅はば十メートル、長さ二十メートル、高さ十メートルの長方形の空間がガラス状に固形化した。

「やった！」

　健吾は、細香に駆かけ寄って、そこに出来上がった巨きよ大だいな氷の塊かたまりのような空間を見上げた。

「氷フリージのング・棺コフインだ……一発でこいつが作れるなんて……すごいぞ、細香！」

　いきなり目の前に出現した巨大な氷の塊を見上げて、目を丸くしていた細香が、おずおずと聞いた。

「……これ、私が作ったんですか？」

「そうさ、君が作ったんだ、君のイメージ、君の中にある物語を使ってね！」

　健吾がそう言ってうなずいたとき。

　ふわん……。

　という感じで、あたり一帯の空間が、緑がかった膜まくで包まれた。

『やった！　ディメンションバブルが展帳できたわ！　レクサーが、完全に固形化して、身動きが取れなくなったって証しよう拠こよ！』

　細香と、健吾の脳内に、カミラ先生の嬉うれしそうな声が響いた。

『あとは、リトルグレイたちが、全力でなんとかするわ！　ロケバスに戻もどって！』

「はい！」「わかりました！」

　二人が返事をすると、どこからともなく現れた何十人というリトルグレイが、口々に、

『いーぐるー』『いーぐるー』『いーぐるー』

　と言いながら、凍りついた巨大な長方体に群がって行った。

　ロケバスに戻ってきた二人を、カミラ先生は小さく拍はく手しゆしながら迎むかえてくれた。

「さすがデスネ。よくあそこで、極低温でガスを固形化する方法を思いつきましたネ。完かん璧ぺきでしたネ！」

　健吾は頭を搔かきながら答えた。

「いやあ、僕の力じゃありません。これは全部、細香の力です」

　細香は、あわてたように首を振った。

「違います！　センパイのおかげです！　センパイが教えてくれなかったら、私、ホントに何もできないで震ふるえていただけだと思います……私に勇気をくれたのは、センパイです！」

　胸の前で両手を握にぎって、一いつ生しよう懸けん命めい力説する細香を見て、健吾は優やさしく微笑ほほえんだ。

「違うよ、細香ちゃん……これは、君の手て柄がらなんだ」

　カミラ先生は、にっこり笑ってうなずいた。

「これはあなたたち二人のお手柄デスネ。さあ、後の始末はリトルグレイたちに任せて、私たちは中学校に戻りましょう。衣装を着き替がえて下さい。早くしないと、昼休みが終わってしまいますからネ！」

　健吾と細香はびっくりしたように目を見開いた。

「え？　昼休み？」

「そうデスヨ。この恵方観音との戦いは、ディメンションバブルが使えませんでしたから、リアルタイムで進んでいました……そうですね、今から保健室に転送すると、授業が始まるギリギリかもしれません」

「なんだってーっ！」

「急がないと！」

　あたふたとする健吾と細香を見て、カミラ先生は笑った。

「まあまあ、そんなにあわてなくても大だい丈じよう夫ぶデスネ。さっき、ディメンションバブルを展帳したのを見たデショウ？　この中の時間はリアルタイムとは切り離はなされていマスネ。

　このまま母船に転送しますから、そこでゆっくり着替えて、シャワーを浴びて、一休みしてから、保健室に戻りましょう」

「ああ、なーんだ、そうならそうと言って下さいよ」

「間に合わないかと思いました……」

　健吾と、細香はお互たがいの顔を見合わせて、ほっとしたように、ため息をついた。







[image: 最終章]




　健吾が教室に戻るのと同時に、昼休みが終わるチャイムが校内に響ひびき渡わたった。

　通学カバンの中から五時間目で使うノートと教科書を取り出していると、右後ろから誰だれかが、健吾の背中をつんつん、と突つついた。

「……なんだよ」

　振ふり向くと、衣笠初恵が不ふ審しん人物を見るような目で健吾を睨にらんでいた。

「……お昼休み、どこに行ってたのよ……けぷ」

「……けぷ？」

　健吾の聞き間ま違ちがいだろうか、初恵の口から、はしたないけど可愛かわいらしい、げっぷが出たような……。

　だが、初恵は声を少し荒あらげて、誤ご魔ま化かした。

「ちょっと食べ過ぎ……じゃない、何でもないわよ気のせいよっ！　それより、お昼休みにどこ行ってたのよ!?」

「え？　保健室だけど？」

「うそ！　だって、保健室には誰もいなかったじゃない！」

「え？　あ、ああそうそう、カミラ先生に呼ばれてね。カミラ先生と一いつ緒しよに職員室に行ってたんだ……えーと、ほら、昨日のカミナリで、気を失っちゃった防衛委員の子たちのことで相談があるとかで……」

　健吾が、我ながらよくまあ、こんな出まかせがすらすら言えるなあ、と思いながらそう答えたとき、教室の引き戸をあけて、五時間目の数学の先生が教室に入ってきた。

「起立！」

　日直の生徒が声をかける。

「あ、ほら、授業が始まるよ、じゃあそういうことで」

　健吾はそう言うと、前を向いた。

　初恵もあわてて立ち上がった。

「礼！」

　クラス全員と一緒に頭を下げながら、初恵は健吾の背中をにらんでいた。

　──絶対におかしいわ。なにか隠かくしているわね。

　私の知らないところで、何か大きな陰いん謀ぼうがめぐらされている……そんな予感がするわ。

　──私のカンは当たるのよ……。

　初恵は、自分自身に言い聞かせるように力強くうなずいた。




　そして、何事もなく六時間目が終わり、ホームルームも終わると、生徒たちは一いつ斉せいにそれぞれの目的に向けて動き出した。下校する者、クラブ活動に向かう者……。一人のクラスメイトが、健吾に声をかけて来たのはその時だった。

「よう、最上！　一緒に恵方観音に行ってみないか？」

　健吾は内心どきっとしたが、ポーカーフェイスを装って聞き返した。

「恵方観音？　なんで？」

　クラスメイトは目を輝かがやかせて答えた。

「さっき、購こう買ばいのおばちゃんから聞いたんだ！　恵方観音で、映画のロケやっているんだってよ！　見に行こうぜ！　なんか、魔ま法ほう少女だかなんだかが戦う、特とく撮さつものみたいだぜ。

　きっとアイドルが主演してるに違ちがいないぞ！　なあ、見に行こうぜ！」

　健吾は笑いながら首を振った。

「悪い、今日は防衛委員会があるんだ。ほら、昨日、例のカミナリ騒さわぎで中止になっちゃっただろう？　今日に延期になったんだ」

「なあんだ、そうか、じゃあ仕方ねえな。利と根ねと俺とで行ってくるよ、どんな映画なのか聞いてくる。公開が楽しみだな！」

「ああ、利根によろしくな！」

　そう言ってクラスメイトを見送った健吾は、肩かたをすくめて小声でつぶやいた。

「……あいつには悪いけど、その映画、お蔵くら入いりだな……ヒロインは、結構可愛いんだけど……共演者が、ひでえ大根なんだ」

　健吾がひとりごとをつぶやいていた、その頃ころ。

　防衛委員会が開かれる予定の教室では、一足先に、集まった防衛委員たちが、顔を見合わせて首をかしげていた。

「どう？　身体からだの調子……どこかおかしいところとか……」

「うん、変なところはないんだけどね……って言うか、逆に元気になったみたいだな」

「うん、どうもおかしいな……昨夜から急に身体が軽くなって……なんか、こう別人になったような気がするんだよ」

「そうそう、私も！　今日の体育、鉄棒だったんだけど、私、今まで一度も懸けん垂すいできなかったのに、今日やってみたらできたの！　それも十回以上！　スイスイ！」

「あなたも？　私なんかめちゃくちゃ足が速くなっていて、驚おどろいちゃった！」

　不安と喜びが入り混じったような表情で話をする防衛委員たちを見まわした名取は、小さくうなずいて、にやりと笑った。

「覚かく醒せいだ……昨日の落らく雷らいが、ボクたちを覚醒させたに違いない……備えよ、と……ついに始まったのさ……『黙ラス示ト・録アルのマゲ時ドン』がね……！」

　防衛委員たちが、まーた始まった、という顔で名取を見ていたその頃。

　保健室では、机の上にひじをついて、こめかみを押さえたカミラ先生がため息をついていた。

　──緊きん急きゆう避ひ難なんだったとはいえ……思ったより効果が出過ぎちゃったわ。……あの七人……どうやら眷けん属ぞくになっちゃったみたい。あの子たちに、なんて説明すればいいのやら……。細香ちゃんの能力を目当てに、変な連中が次々にやってくる可能性はあるし……細香ちゃんの能力が消えるまで、あと一年……で済めばいいんだけど。

「ホント、どうなっちゃうんだろうなあ、これから……」

　カミラ先生は、もう一度、憂ゆう鬱うつそうにため息をついた。




　そして、その頃。

　防衛委員会が開かれる三階の教室に向かう階段では、健吾と細香が、二人並んで階段を上っていた。

「間に合ってよかったね」

「ええ、どうなることかと思いました」

「カミラ先生のところにいた分だけ、なんか一日が長いよね、そうは思わない？」

「ええ、思います……もうとっくに夜になっているはずなのに……なんでまだこんな時間なんだろう？　ってちょっと混乱しそうです」

　そう言って、はにかむように微笑ほほえんだ細香を見て、健吾は静かに言った。

「ちゃんと、話せるようになったね……僕の顔を見て」

「え？」

　細香はびっくりするように目を見開いた後で、あわてて下を向いた。

「あ、すみません……」

「謝ることはないよ、嬉うれしかったんだ。だって、今までずっと君は下を向いてばかりで、僕の顔を見て話をしてくれなかったから……」

　健吾は、三階に上る階段を一段一段上りながら、ゆっくりと話を続けた。

「暴力って、悪いことだよね？　じゃあなぜ、警官は警棒やピストルを持っているんだろう？　って考えたことは無い？」

「え？」

　細香は顔を上げた。

「でも、おまわりさんの持っている警棒とかピストルって、正義のために使われるわけですよね？　暴力とは違ちがうと思います！」

　健吾はうなずいた。

「そうだよね。正当な力の行使は暴力じゃない……それと一いつ緒しよなんだよ。僕の中二病は、正当な中二病なのさ。恥はずかしいけど、僕たちの力をもって、この世に正義をもたらすことに、ためらう必要はないんだ」

「は、はいっ！」

　細香は頰ほおを染めて、嬉しそうにうなずいた。

　だが、健吾の表情は真しん剣けんだった。

「英えい雄ゆうは、覚醒して人ではない力を手に入れる……今の細香ちゃんもそうだよね」

　その真剣さに、戸と惑まどったように細香はうなずいた。

「は、はい……」

「そして、孤こ独どくになる。人にはない力を手に入れた代だい償しようだ……」

「う……」

　細香の顔が見る見るうちに暗くなった。だが、健吾は構わずに言葉を続けた。

「だから──英雄には仲間が必要なんだ。心を許せる、勇気をくれる、仲間が……」

「私の……仲間？」

　戸惑う細香を見て、健吾はにっこり笑ってみせた。

「そう……その、最初のひとりが、僕だ。ありがとう、僕の物語を信じてくれて……」

　健吾の顔を見つめていた細香のメガネの向こうにある目がまん丸になって、そしてそこから涙なみだがぽろぽろとこぼれ落ちた。

　そして細香は、小さく首を振ふった。

「そんなこと……ない……いえ……そんなことありません……ありがとう、って言うのは……私です……私が言わなくちゃいけないんです……」

　夕暮れ前の上所中学校の廊ろう下かの片かた隅すみで、健吾に見つめられながら、細香は静かに泣き始めた──。




　その頃ころ。

　そこから数百光年離はなれた銀河系の中心部の通信用の超ちよう空間を、健吾と細香の未来に関かかわる物ぶつ騒そうな思念通話が飛び交かっていた。




『興味深い情報を入手。前星間文明社会でのみ発生するという思念臨界反応。ただちに、銀河大学に申しん請せいして調査のため現地に向かう。なお、思念臨界反応の危険性を鑑かんがみて、当とう該がい星系に時空封ふう鎖さの準備を銀河文明評議会に勧かん告こくする』




『帝てい国こくに抑よく圧あつされし、我が臣民よ！　幾いく星せい霜そうにわたる戦乱の末、我が領土はもはやこの星系を残すのみ！　もはや、滅めつ亡ぼうは必定と思われた！　だが、しかし！　神は我らを見捨ててはいなかった！　銀河辺境に、秘密兵器がある！　その生体兵器さえ手に入れれば、我らは帝国の圧制を撥はね除のけることができる！　我が民族の生存のために、なんとしてでも、その生体兵器を手に入れるのだ！』




『銭ぜにや銭や！　銭やでえ！　銭の情報だ！　乗るしかないでえ、このビッグウェーブに！』




『信徒諸君！　神は我々に、約束の果実を与あたえてくれた！　さあ、受け取りに行こうではないか！　あの果実を手にしたとき、我が神聖王国は、千年王国と名を変えるのだ！』




『くくく……見つけた。見つけたよ。ボクの希望。ボクの絶望。ボクの花はな嫁よめ。ボクの死神。そして、この退たい屈くつで腐くさりきった宇宙を終わらせる滅ほろびの使者……今、迎むかえに行こう。そして、共に逝ゆこう。すべてをディラックの海へと還かん元げんしよう』







　日本の片かた田舎いなか、楢山町にある上所温泉は、健吾や細香、そしてそこに暮らす多くの人々が知らぬ間に、銀河系という名前の大きな渦うずの中心になろうとしていた。







　あとがき







　どうも、鷹見一幸です。『地球の切ジヨりーカ札ー　彼女は最終兵器になりました。』いかがでしたでしょうか？　お読みになって「わははは、こいつ馬ば鹿かだ！」とか「うわあ、痛い痛い！」とか、そんな風に突つっ込こんでいただけたとしたら、作者として、実に嬉うれしい次し第だいです。

　まだお読みになっていない方は「突っ込み」のご用意をされてから、この本をお読みください。この物語は、そうやって読むのが一番楽しく読めるように書いたつもりです。

　さて、ここから先は、お読みになった方向けに、ちょっとネタばれっぽい内容を書こうと思いますので、まだお読みになっていない方は、まず本文に目を通して、物語に目め一いつ杯ぱい突っ込んでから、あとがきをお読みになっていただければ、と存じます。




　今回の『地球の切ジヨりーカ札ー　彼女は最終兵器になりました。』は、角川スニーカー文庫の前シリーズ『会長の切ジヨりーカ札ー』と同じ楢山町、という架か空くうの地方都市を舞ぶ台たいにしています。

　同じ楢山町を舞台にしていながら、かなり毛色の変わった、というか荒こう唐とう無む稽けいなお話になっておりますが、物語にかぶせた現実世界という「レイヤー」が、少々薄うすくなっただけで私の中では、さほど変えたつもりはありません。

　二十四時間営業のコンビニが営業しているのが『あたりまえ』な世界。

　電車が定時運行して『あたりまえ』な世界。

　私たちの日常は、そういった『あたりまえ』の積み重ねの上で動いています。

　でも、どうやってその『あたりまえ』が維い持じされているのか、それを考える人はあまりいません。

　私たちが見て、知ったつもりでいる世界は、実は表面の一部分だけなのです。

　その表面の下に何があるのか、私たちはほとんど知りません。知る必要がないからです。知らなくても生きていける。この世界はそういう世界です。

　逆に言うならば、私たちが生きているこの現実世界は、表面の下で、何か、とんでもないことが起きていても、知られなければ無問題、な世界でもあるわけです。

　その「とんでもないこと」と現実との間にあるギャップを、いかにつじつまを合わせていくのか。その辺の小細工を楽しんでいただけたなら、作者として言うことはありません。




　さて、先日、このあとがきを書く少し前に、ロイター通信から、ちょっと面おも白しろいアンケート結果が発表されました。それは、日本人の二十九パーセントの人が『宇宙人は地球に来ていて、地球人のふりをして暮らしている』と信じている、という結果です。

　これは、世界的な平均値よりも十パーセント近く高い数字でして、要するに日本人の三人から四人に一人は、そう考えている、ということです。

　缶かんコーヒーのＣＭに「日本人に交じって生活し、八や代しろ亜あ紀きの演歌に涙なみだするジョーンズという名前の宇宙人」が登場し、それがシリーズ化されるのも、当然と言えば当然なのかもしれません。

　日本という国は、島国で、外国との侵しん略りやく戦争をほとんど経験していません。日本の国土に外国からの攻こう撃げきを受けたのは太平洋戦争と元げん寇こうくらいのもので、実にのほほんとした歴史を積み重ねてきました。

　日本では「外国人」は敵ではなく「客人」であり、「稀まれ人びと」として一種の敬意と怖おそれをもって扱あつかわれてきました。その感覚は、今でも日本人の間に残っています。

　そういう意味で、日本人にとって「宇宙人」とは「外国人」と同じメンタリティで受け取られているのかもしれません。

　一昔前、こういったＳＦ的な概がい念ねんは、荒唐無稽なものとして扱われ、そんなことを信じている、と公言すれば「常識知らず」として馬鹿にされました。

　でも、現代の日本は違ちがいます。もはや「宇宙人」も「未来人」も「超ちよう能のう力りよく者しや」も、ごく普ふ通つうの概念として人々の中に受け入れられ、言葉の意味を説明する必要すらありません。

　映像の世界も同じです。一昔前の特とく撮さつは今のＣＧと違って、現実と架空との境界線が、実にくっきりと見えてしまう映像でなければ、架空の世界を描えがき出せなかったのです。

　この先、ＳＦっぽい概念が、もっと普通のものとなり、ＣＧが架空の映像と現実の映像との境界線をどんどん薄くしていけば、人々の中にある概念は、さらに変化していくでしょう。

『宇宙人は地球に来ていて、地球人のふりをして暮らしている』と信じる人の割合が、さらに増えるかもしれません。もしかすると、作家や映画監かん督とくは宇宙人で、作品を通じて人々の概念を少しずつ変えていこうとしているのかもしれません（笑）

　最後になりましたが、今回も、キャラクター描びよう写しやに「椎しい出で啓けい」氏。ＳＦ的なガジェット、設定などに「銅あかがね大だい」氏のご協力を戴いただいております。

　そして、なんと言っても、イラストをお描かきになっていただけたＫｅＧさんには、感謝の言葉もありません。本編中に登場する「いーぐるー」のリトルグレイは、ＫｅＧさんがお描きになったイメージイラストがなければ、生まれなかったキャラクターです。

　私のところに送られてきた、リトルグレイのラフを見たとき、私の中で、アイディアが一いつ瞬しゆんに固まり、それと同時に「どう書けばいいのか」が見えたような気がしました。この物語に筋道を与あたえてくれたのは、あのリトルグレイたちだったのです。

　細香と健吾の冒ぼう険けんは、まだまだ続きます（予定）のでお楽しみに。





（潜せん伏ぷくしていた中二病が四十歳で発病し、作家になってしまった）鷹見　一幸


















カバー・口絵・本文イラスト／ＫｅＧ

カバー・口絵・本文デザイン／福田功（imagejack）










地ち球きゆうの切りジヨー札カー




①彼かの女じよは最さい終しゆう兵へい器きになりました。








鷹たか見み一かず幸ゆき
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